
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




また、画面が小さい端末の場合、文字サイズの拡大等により稀まれに体裁に違和感が生じることがあります。その際は、通常の文字サイズにお戻しのうえお読みください。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて坂さか本もと拓たく真まは、他のプレイヤーたちから『魔王』と呼ばれるほど圧倒的な強さを誇っていた。

　ゲーム内で最も早く《脳の魔王エンケバロウス》を倒したことで、彼は《魔王の指輪》という超級レアアイテムを獲得した。あらゆる魔術を反射するという、クロスレヴェリにおける最強装備のひとつだ。

　拓真はゲーム内ではディアヴロと名乗り、獲得した固有空間に凝ったダンジョンを造り、まるで魔王ラスボスのような振る舞いロールプレイで挑戦者を楽しませ、屠ほふってきた。

　ところが、ある日──

　拓真はクロスレヴェリそっくりの〝異世界〟へと召喚されてしまう。

　目の前には、豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラがいた。そして、いきなり口づけされ!?　それは《隷従の儀式》といって、召喚獣を従わせるための儀式魔術だった。

「……この召喚獣はわたしが召喚したのです。あなたの魔術は成功していません」

「違うし！　あたしのだし！」

　レムとシェラは同時に召喚魔術を行ったらしく、〝自分こそがディアヴロの召喚者だ〟と言い合う。

　しかし、《魔王の指輪》により魔術は反射されていた。本来なら召喚獣を従えるための《隷従の首輪》が、なんと彼女たち自身に嵌はまってしまったのだった。

　二人の言い争いに困惑する拓真。彼はプレイヤーとしては優れているが、コミュ力は皆無なのだ。悩んで放った一言は、ゲーム内で使っていた魔王ロールプレイだった。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、《ディアヴロ》の前にいるのだぞ」




　その後《星ほし降ふりの塔》を出て、草原で魔術が使えることを確認したディアヴロは、少女たちを連れて、ひとまず近くの都市ファルトラへ戻ることにした。

　街の重要人物、魔術師協会会長セレスが宿を訪ねてくる。どうやらレムには秘密があるようだ。なんとその身に《魔王クレブスクルム》の魂が封じられているのだという。

　知られれば恐怖されて遠ざけられるだろう、と悲観していたレムに、ディアヴロは言う。「俺に全て任せろ。貴様にどんな事情があろうと、魔王が吞のみこんでくれる」

　その夜、街に出たディアヴロはガラクという男に絡まれる。セレスの護衛でエリート意識の強い召喚術士だ。けしかけられた召喚獣サラマンダーをディアヴロは一撃で粉砕する。そのせいで逆恨みを買ってしまうのだった。

　翌日、冒険者協会を訪ね、ディアヴロたちは冒険者として登録申請する。レベル判定でトラブルがありつつも、協会会長ギルドマスターシルヴィの許可を得て、なんとか冒険者に。

　初クエストは恐ろしい《人ひと喰くいの森》での狩りだった。

　行ってみると、これはガラクの仕掛けた罠わな──エルフの精鋭部隊が待ち伏せしていた。エルフたちは、シェラを連れ戻そうとする。なんとシェラは、エルフ族の宗主国グリーンウッド王国の王女だったのだ！

　エルフの精鋭が秘宝《疾風の矢》まで使って挑んでくる。

　しかし、ディアヴロは彼らをあっさりと撃退した。

　レベルに差がありすぎる……

　死んでも復活できるゲームと、死亡リスクのある異世界の差を実感するのだった。

　翌日、また別のクエストで街の外に出たとき──

　魔族エデルガルト率いる一〇〇体の魔族が襲来する。そして時同じくして、街中にも強力な魔族が出現していた。処罰されたガラクを唆そそのかして協力させ、街に侵入したのだ。

　宿屋で会っていたレムとセレスが魔族に襲われ、絶体絶命の危機に陥る。

　そのとき、ディアヴロが現れる。エデルガルトたち一〇〇体の魔族を極大魔術で退け、帰還魔術により一瞬で街に戻ってきたのだった。

　ディアヴロは頑強な魔族グレゴールと対たい峙じする──そして、圧倒的な魔力で敵を撃破し、レムとセレスとファルトラの街を救うのだった。





プロローグ




　リフェリア王国暦一六四年──

　人族の最前線、城塞都市ファルトラ。その西通りに、宿屋《安心亭・夕暮れ店》はあった。

　石積みの壁に明かり取り窓が一つ、あと大きなベッドが一つあるだけの殺風景な部屋だ。

　時刻は昼になろうとしていた。

　三人がベッドに座っていて、訪ねてきた一人が戸口に立っている。

　ベッドの中央にいる男は、まがまがしい角を生やした混魔族デイーマン《魔王ディアヴロ》だった。その左右には、《隷従の首輪》をつけた少女たちがいる。




　少女の一人は、小柄な豹ひよう人じん族ぞくレム・ガレウだ。

　頭にある豹ひよう耳みみも、腰まで伸ばした髪も、お尻から伸びる細い尻尾も、艶つややかな黒色をしていた。普通の豹ひよう人じん族ぞくは豹柄で、黒というのは珍しい。

　わずかに見える太股は引き締まっていてよく鍛えていることがわかる。

　顔立ちは幼さを残しつつも美しく整っており、猫のような吊つり目と、引き結ばれた口元が意志の強さを感じさせた。




　もう一人の少女は、エルフのシェラ・Ｌ・グリーンウッドだ。

　エルフの身体的な特徴は耳が長いこと。そして、神族に最も近いと言われるほど美しいことだった。

　シェラの髪は金を溶かしたような黄金色で波うつように広がっている。瞳は空のようなセルリアンブルーで、肌は白磁のように白くてなめらかだ。

　普段の彼女は森で隠れやすそうな緑色の貫頭衣を着ているのだが……

　今は、やたら布の少ない格好をしていた。

　ディアヴロを元気づけるために、扇情的な衣装を用意したらしい。衣装というか、布を巻いただけに見える。

　普通のエルフは細身で起伏に乏しい体型をしているのだが、シェラは胸がとても大きくて肉感的な体つきをしている。少ない布から今にもこぼれてしまいそうだった。

　そして、ドアに背をもたれて立っている一人が、この街フアルトラの冒険者協会会長ギルドマスター──シルヴィだ。

　まだ十歳程度の子供のように見えるが、実際の年齢はわからない。グラスウォーカーという種族で、成人しても外見は子供のままなのだ。それと、ウサギのような耳と尻尾がある。

　服装はシェラが身につけているものとよく似ていて、胸元と腰回りしか隠れていない。シェラと違って肉付きの薄いお子様体型なので、無邪気な健康美という印象だった。

　その冒険者協会会長が口を開く。




「エルフの王国からファルトラ市の領主に、シェラ・Ｌ・グリーンウッドの引き渡し要求が届いたよ。期日は一〇日後で、実行されなければ開戦も辞さずってね」




　シルヴィが笑みを浮かべたまま、驚くべきことを言い放った。

　──開戦だと!?

　エルフ族の宗主国、グリーンウッド王国というのがある。シェラはその国の王女だった。いろいろと事情があって家出してきたらしい。しかし、エルフたちは彼女を連れ戻そうとしている。

　数日前にも、シェラを連れ戻そうというエルフの精鋭部隊と戦った。しかし、あのときは一〇名程度で、戦争という規模ではなかった。

　協会会長がため息をつく。
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「普通ならシェラちゃんを引き渡すんだよ？　戦争なんかしたくないからね。でもひとつ困ったことがある」

　ディアヴロは黙って聞いていた。

　彼女の言わんとすることは、だいたい予想できる。

　シルヴィがこちらを指さした。

「キミだよ、ディアヴロさん……キミはシェラちゃんを手放さないだろう？」

「当然だな」

「引き渡しを要求されたファルトラ市の領主は、判断しなきゃいけないわけだよね……ディアヴロさんを倒してシェラちゃんを奪うか、シェラちゃんを引き渡さずにグリーンウッド王国と戦争するか」

　──俺を倒すか、あるいは、エルフと戦争!?

　まずい……

　領主と戦うということは、軍隊が出てくるということだ。大勢の人族が攻めてくる。

　ゲームで魔王を演じていた頃に、一対六の対人戦は経験した。

　無数のモンスターを相手にしたこともある。

　しかし、千や万の対人戦というのは未経験だった。さすがにＭＰ精神力が足りなくなるだろう。

　どうにかして、〝ディアヴロに挑んだら損だ〟と思わせないといけない。

　もちろん、人間ヒユーマンとエルフの戦争なんてのも回避したいが、まず自分が狙われるのを避けなければ。

　うまく交渉できればいいのだが……

　無理。

　ディアヴロは実はコミュ力が絶無だった。うまく話せないから、魔王ロールプレイでキャラを作って誤魔化しているのだ。

　素を出したら、「あー」とか「うー」とかしか言えない。

　目の前にいるシルヴィは子供みたいな外見ではあるけれど、大勢の冒険者たちを束ねる協会会長だし、彼女にこの件を依頼したのはファルトラ市の領主なのだから──同級生ともまともに話せない自分には、あまりに荷が重かった。

　やっぱり、魔王ロールプレイしかない。

　ディアヴロは口を開く。

「ククク……よかろう……ちょうど寝るのに飽あいてきたところだ。国軍が相手となれば不足はない。我が魔術で国を灰かい燼じんに帰きしてくれよう」

　なるべく低い声で言った。

　シルヴィが慌てたように顔の前で手を振る。

「待った、待った！　だから、その選択はありえないんだってば！　魔族の軍勢をたった一人で撃退しちゃったディアヴロさんと戦うなんて、国家一つを敵に回すのと変わらないか、それより酷いからね」

「ふんっ……命拾いしたな」

　──俺がね！

　ディアヴロは不機嫌そうな態度を取りつつ、内心で安あん堵どした。

　シルヴィが人差し指を立てる。




「困っている領主とボクからのクエストだよ。グリーンウッド王国との戦争を防いでね、ディアヴロさん！」




　お断りします。

　全力でそう言いたい。

　しかし、当然ながら受けるしかなかった。シェラを守るためには……

　渦中の人物である彼女が、おずおずと切り出す。

「あ、あのさ……ディアヴロ……あたし……あたしね……また一人で逃げるよ？」

「なんだと？」

　シェラが慌てたように付け加える。

「だ、だって！　今までもずっと一人で逃げてきたわけだし……あたしがいなかったら、ファルトラ市の領主さんも、ディアヴロも、あたしを引き渡す必要はないわけでしょ？」

「貴様は一人でエルフの部隊から逃げられるのか？」

「うっ……それは……捕まっちゃうかもだけど……そしたら仕方ないよ。あたしが失敗してあたしが悲しいだけ……仕方ないんだよ」

　ギュッと拳を握りしめた。

　確かめるように尋ねる。

「〝仕方ない〟というのが貴様の本心なのか？」

「そう！　だって、戦争なんか絶対にイヤだもん！　人が死ぬのは見たくないよ！　だから……他にどうしようもないじゃん！」

　言いたいことは理解できた。

　間違ってはいない。シェラが一人で逃げれば、人間ヒユーマンとエルフの戦争は回避されるだろうし、ディアヴロが狙われることもない。

　しかし、逃げ切れるものか？

　難しいだろう。

　それなら、シェラを守ってグリーンウッド王国と戦うのか？　無謀だ。

　どうしたらいい？

　この世界に来る前の自分であれば、悩むまでもなく断っている。〝仕方ない〟と口にしていたかもしれない。戦争を一人で止めるなんて無茶だから。

　正解のない選択。

　答えはとうに出ている。

　今の自分は──魔王ディアヴロなのだから！




「我を侮あなどるな。たかだか国軍ごときに魔王が屈くつするなど、あろうはずがない」




　シェラが目を見開く。

「えっ!?　どうするの……!?」

「先日、貴様は〝魔王の所有物だ〟と承知したな？」

「う、うん。言ったよ」

「その言葉に偽りがないのであれば、勝手に〝一人で逃げる〟などと言うな。我が力を疑うか？」

「そんなことない……けど……人間ヒユーマンもエルフも死んだら嫌だよ」

「ふんっ、挑んでくる者には容赦せぬが……警告くらいはしてやろう。全て任せるがいい」

　魔王ロールプレイだった。

　安請け合いも甚だしい。背筋を冷や汗がつたい、口元がひくつきそうになる。

　シェラが涙ぐんだ。

「……あたし……ディアヴロと一緒に……いてもいいの？」

「二度は言わぬ」

「うわぁん！　ありがとう！　ほんとは！　ほんとは！　あたし！」

　彼女が泣きながら抱きついてきた。

　かなりの肉感が……ぎゅっ、と。

　思わず「うわぁ」とか声が出そうになるのを、ぐっと我慢した。魔王はおっぱいを押しつけられたくらいでうろたえない！




　レムがため息をつく。

「……そもそも《隷従の首輪》がついているのに、ディアヴロから離れて一人で逃げるなどということが可能なのかどうか」

　シェラが涙をぬぐいながら尋ねる。

「んくっ……どゆこと？」

「……《隷従の儀式》が反射されてしまうなんて聞いたこともありません。ですから、わたしたちに嵌はまった《隷従の首輪》について正確なことは不明です。しかし、普通なら召喚獣は召喚者から遠くに離れられないものなのです」

「そうなの？」

「……離れないよう命令しているから……ということもありますが」

「でも、前にレムは街に残ってて、あたしたちウルグ橋きよう砦さいまで行ったよね？」

「……バカエルフにしては、よく覚えていました。ですが、一人で逃げるとなれば別の街か、さらに遠くまででしょう。果たして可能なのか……考えましたか？」

「バカって言わないでよ！　考えてなかったけどッ！」

　レムが二度目のため息をついた。

「……まぁ、ディアヴロが守ると言うのだから、検討の必要はないでしょう」

　責任重大だ。

　ディアヴロは泰然自若を装いつつ、内心では悩みまくっていた。

　──どうしよう？　どうしよう？　どうしよう？




　シルヴィが、ぽんと手を叩たたいた。

「それじゃ、話は決まりだね？　いやぁ、よかったよ。実はシェラちゃんに対して、グリーンウッド王国から懸賞金がかけられてて──あっ、冒険者協会は犯罪をクエストにしないよ!?　そんな情報が流れてるってだけでね。だから、不心得者の冒険者にも狙われるかもしれないんだけど……ディアヴロさんが守ってくれるなら安心だね！」

　ディアヴロは眉をひそめた。

「……グリーンウッド王……シェラの父親が？」

「いや、依頼者は兄のキイラ王子らしいよ。連れ戻した者には一億Ｆフリス、だってさ。平民なら一生暮らせる金額だね」

「……非常識な」

　レムがつぶやき、シェラが怯おびえたような表情をした。ディアヴロは思わず声を荒らげる。

「自分の妹に懸賞金をかけた、だと？　なんという愚か者だ！」

　憤怒がにじむ。

　ディアヴロの全身から黒いオーラのようなものが出た。

　レムやシェラ、シルヴィまでもが驚いて声をあげる。

　ＭＰ精神力が少し減った感じがした。

　──なんだ？

　妹に懸賞金をかける兄などという馬鹿げた話を聞いて、感情が昂たかぶった瞬間に、ＭＰ精神力を消費した感覚があった。

　そういえば、普通に魔術を使ったときよりも、しっかりと念じたときのほうが威力が強い気がする。

　感情と魔術には関係があるのかもしれない。

　もしも、ＩＮＴ魔力を上昇させる《天てん魔まの杖つえ》を手に持っていたら、どうなっていたことだろう？　魔術が暴発とかしたら嫌だな──とディアヴロは思った。

　ちなみに、無気力で怠惰な生活を送っていたせいで、大切な《天魔の杖》は部屋の隅に転がしたままだ。

　ディアヴロは深呼吸して感情を落ち着けた。

「ふんっ……欲に目が眩くらんだ冒険者どもがいれば……この俺に挑んだことを後悔させてくれる」

　シルヴィが苦笑する。

「無謀だよねえ。だけど、よその街から来た冒険者たちは、ディアヴロさんの強さを知らないんじゃないかな？　魔族と戦ったのを実際に見た人しか信じてないと思うよ？」

「貴様らは情報を共有せんのか？」

　あれほどのトピックがあったら、ゲームだと情報交換サイトが大おお賑にぎわいだ。画像と動画が張りまくられ、スペック推測やクソコラが乱れ飛ぶだろう。

　この異世界にはネットがないので、それが酒場の雑談程度になるのは想像できるが、まったく広まっていないのは意外だった。

　シルヴィが説明する。

「理由は二つ──一つは、ディアヴロさんって《元素魔術師》でしょ？　知っての通り、このリフェリア王国で魔術師といえば《召喚術士》なんだ。元素魔術なんか弱い、と思われてるから」

　かつて自分がプレイしていたゲーム──この世界とよく似た《ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ》では、魔術師といえば元素魔術師だった。

　理由は簡単で、威力が一番大きいからだ。

　元素魔術を伸ばすようにスキル振りをしていれば、六系統ある属性のうち一系統くらいは〝固定砲台〟として及第点に達する。

　対して、ゲームの召喚術士は不遇職だ。がんばって召喚したとしても、召喚獣は同レベルの戦士よりも弱い。

　スペックは同程度だが、〝召喚獣は特殊スキルを一体につき一つしか持たない〟という仕様があるため、多くの《武技》を持つ戦士のほうが圧倒的に有利だった。

　召喚獣の利点は、それが倒されても術者が傷つかないことくらいか。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおける召喚術士は〝ロマン職種〟〝舐なめプ〟〝情報弱者〟と蔑まれるような弱い職業クラスだった。

　しかし、この世界では違う。

　少なくともリフェリア王国では、元素魔術師が弱くて召喚術士が強いとされていた。

　理由はわかっている。

　ＨＰ生命力がなくなっても甦よみがえることができるゲームと違い、この世界では〝死んだら終わり〟だからだ。

　冒険者たちの大半は、レベル上げやレア装備を追い求めず、日々暮らせる程度の強さで満足している。命がけで己を鍛えて強敵に挑むなどということはせず、まず死なない範囲で生活費を稼げればそれでいいと考えていた。

　モンスターも同じだ。

　ゲームのように闇雲に攻撃してこない。敵かなわない相手とみれば逃げるだけの臆病さを持っており、命を大切にし、そのぶん弱いようだった。

　結果として──召喚獣が強いのではなく周りが弱いために、召喚獣は役に立つ。

　術者が安全というのも大きな利点だった。

　こうした価値観があるこの世界の冒険者たちに、〝強い元素魔術師がいる〟と言ったとしても信用されなくて当然だろう。

　噓うそだと笑い飛ばされるか。せいぜい〝元素魔術師にしては強いらしい〟程度にしか思われない。

　自分が多大な時間と熱意を注いできた職業クラスが、周りから嘲笑されてしまう扱いであることに、ゲーマーとしては悔しさを覚える。

　しかし、感情とは別に納得しなければならない。この世界では、元素魔術師は弱いと思われているのだ。

「ふんっ……俺のことを、そこらの元素魔術師と同列に見なすとは……」

「仕方ないよ。ディアヴロさんの強さは想像を絶するからね。それで、もう一つの理由なんだけど──ボクが口止めしてるんだよね」

「ほう？」

「余計なことかなとも思ったんだけど、ディアヴロさんたちって、いろいろ事情がありそうじゃない？　だから目立たないほうがいいのかなって思ったんだよね。詳しくは知らないけどさ」

　──本当に察しただけなのか、情報があって隠しているのか。

　少なくとも、シェラの素性は知っているようだ。シェラは隠していると言いつつ方々で口を滑らせていたから、それはいいとして……

　レムの事情については、知っているのかどうか気になるところだった。

「貴様、詳しく知らないと言うが……どこまで知っているのだ？」

「あはは……〝なんか事情ありそうだな〟くらいだよ？　シェラちゃんがグリーンウッド王国の王女だってのは街に来たときから話題になってたけどね。レムさんは他の人たちと距離を置いてるから、なにか抱えてるんじゃないかって……まぁ、これでも大勢を見てきたからさ」

　こんなことを言うとき、シルヴィは子供の外見なのに、ディアヴロより年上のように感じられるのだった。

　──冒険者協会会長だもんなぁ。

　相当な経験を積んでいるのだろう。

　ディアヴロの横で、レムが頭を下げた。

「……配慮いただいて、感謝します」

「いいんだよ、なにか助けられることがあったら言ってね。ボクはファルトラ市の冒険者は、みんな仲間だと思ってるから」

「……ありがとうございます」

　圧巻のコミュ力だった。

　シルヴィが提案してくる。

「そんなわけで、事情は詮索しないから、ボクのところに来ないかな？　冒険者協会には、こんなときのために泊まれる部屋があるんだ。ここよりは安全だと思うよ。頼めば領主も館に部屋を用意してくれると思うけど、たぶんボクんとこのが気楽じゃないかなー」

　魅力的な案だ。

　しかし、安易に乗っていいものか？

　シルヴィの人柄は信用できそうだ。

　本当に？

　ディアヴロには判断がつかなかった。

　善意を疑うのは申し訳ないとは思うけれど……

　ディアヴロはコミュ障だ。〝仲良くしよう〟と言われて素直に仲良くできたなら、万年ソロプレイヤーなんてやっていない。

　他人との距離を縮めるのは苦手だった。




　信用して、仲良くなった気がして、でもこちらが思うほどの仲ではなくて、裏切られる。




　距離感で悩むくらいなら、最初から近づかないほうが楽だ。

　独力で戦争を回避すればいい。方法はわからないが、これから模索すればいい。

　今は戦争が起こる前の状態だった。

　まだ〝押し寄せてくる敵軍を食い止めろ〟というクエストには発展していない。そんな最悪の事態を防がなくては。

　どうしたらいい？

　──まず情報集めか。

　クエスト攻略の基本は情報収集だ。

　この世界はゲームではないが、ゲームと同じアプローチしか自分にはできない。

　ある要求をしよう、とディアヴロは口を開く。

「我は他者の世話になるのは好かん。そんなことよりも──」




　突然の轟ごう音おんが、ディアヴロの言葉を遮った。
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　背後の石壁が崩れてくる。

　宿の壁は大小の石を積み上げ、間を石灰などで埋めたものだ。そう脆もろくはないが、城壁のような頑丈さはなかった。

　魔術か大型の武器なら破壊は可能だろう。

　──破壊された？　誰に？

　シルヴィが扉の前から飛び退いた。叫ぶ。

「ッ!?　ドアからも来るよ！」

　彼女がディアヴロのいるベッドの横に着地する。

　直後、部屋の扉が蹴破られた。

　ディアヴロは状況を把握しようと周囲に視線を走らせる。

　部屋に入ってきたのは、武装した冒険者が四人だ。

　廊下側からは三名が入ってくる。

　一人は戦斧ウオーアツクスを装備したドワーフの戦士。

　ドワーフ族の男性の特徴は、たくましい筋肉と、口元も首も隠れるほどの髭ひげと、ずんぐりした体型だ。鈍足で魔術は不得意だが、頑強で腕力に優れる。戦士系に天てん賦ぷの才を持っていた。

　襲撃者は〝まさにドワーフ〟という外見をしている。

　ドワーフに続いたのは、陰気な目をしたグラスウォーカーの軽装戦士が二名だった。

　シルヴィと同じく、ウサギミミと尻尾を持つ、子供のような容姿の者たちだ。ただし、目つきが鋭い。

　このグラスウォーカーの二人は、まったく同じ顔をしていた。同種族だから似ているというわけではなく、鏡映しのようにそっくりだ。双子だろうか？

　短剣で武装しており、暗くよどんだ瞳でこちらを見据える。

　背後の壁を破壊して部屋に入って来たのは、両手に鉤かぎ爪づめを装備した豹ひよう人じん族ぞくの闘士だった。

　豹ひよう人じん族ぞくは豹のような耳と尻尾があり、しなやかな体たい軀くを持つ種族だ。敏びん捷しよう性せいと筋力に優れ、接近戦を得意とする。

　ディアヴロたちは部屋の中央にあるベッドに集まっていた。

　そう広くはない場所で、正面と背後から挟まれた形となってしまう。




　──こいつら、冒険者か！




　レムがシェラに問う。

「くっ……気付かなかったのですか!?　あなたならば、突入される前に感知できそうですが」

　以前、シェラは森に潜んでいたエルフの精鋭をあっさりと発見した。街のなかで起きている魔族との戦闘を察知したこともある。

　感知能力はかなり高い。

　そのシェラが襲撃されるまで気付かなかったのは……相手が優れているのか？　他に理由があるのか？

　彼女が頰ほほをふくらませる。

「街の中は人族がいっぱいいてわかんないよ！」

　そういうことらしい。

　街には人族が大勢いる。自分たちに害意を持って近づいてくる者だけを感知するのは、森でエルフを見つけるよりも難しいのだろう。

　いずれにしても、戦うしかなかった。

　できれば、脅して引かせることができるといいのだが……

　ディアヴロは恐ろしげな声で言う。




「我が前に現れし愚か者どもよ……命は要らぬということだな？」




　グラスウォーカーの双子がささやき合う。

「命は要らないのか、だってさ、兄さん」

「命は要らないのか、と問われたな、弟よ」

「答えようか？」

「いや、答えない。ターゲットは混魔族デイーマンではない」

「わかったよ、兄さん。──いた、あのエルフだね」

「そうだ、あのエルフだ」

　シェラがあられもない格好をブランケットで隠しつつ、身を固くした。

「あ、あたし!?　あんたたちなんか知らないよ!?」

　レムが呆あきれて、ため息をつく。

「……今、シルヴィさんから説明があったでしょうに……グリーンウッドの王子がかけた懸賞金が目当ての冒険者……いえ……犯罪者です」

　ディアヴロは歯は嚙がみした。

　──なんてこった！　《天てん魔まの杖つえ》は部屋の奥だ！

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、レベル30までは杖系の武器を持っていないと元素魔術が使えない。それ以上になると装備に関係なく行使できる。

　ディアヴロはレベル１５０なので問題なく使えるが、杖があったほうが狙いも威力も制御しやすかった。

　それに、《天魔の杖》はＩＮＴ魔力を上昇させ、詠唱チヤージを短縮する効果がある。

　今、装備しているのは──ＨＰ生命力自動回復の効果を持ち、ねじくれた悪魔のような角に見える《歪ゆがんだ王冠》と、魔術反射の効果がある超級レアアイテムの《魔王の指輪》くらいのものだった。

　状態異常バツドステータス防止と即死防止の《暗あん雲うんの帷とばり》というマントや、物理ダメージ減少と身体能力値パラメーター上昇の《漆しつ黒こくの虚うろ》という黒衣は身に着けていない。

　気が抜けていたとはいえ酷い状態だった。

　しかし、シェラを守らなくては！

　レムが革ベルトのポケットからクリスタルを取り出そうとする。あれを投げることで召喚獣を使える。

「……出てきなさい！　《シャドー──》」

「おおっとぉ！」

　ドワーフの戦士が突っこんできて、戦斧ウオーアツクスを振った。

　──思ったよりは速いな。この戦士のレベルは20くらいか？

　ディアヴロは、レムの身体を引き寄せた。

「きゃっ!?」

　敵の戦斧は空振りに終わる。

　しかし、途中で彼女の集中が途切れたために、召喚獣は喚よばれなかった。

　レムがディアヴロを見上げる。

「あ、ありがとうございます……」

「無理をするな。任せておけ」

　ドワーフの戦士が舌なめずりした。

「魔術は不便だなあ？　使う前に倒されちゃあ、意味ねえんだからよ！」

　狭い部屋の中だ。

　もう接近戦の距離に入っていた。

　魔術師がなにかする前に対応できる、と思っているのだろう。

　ディアヴロは考える。

　──俺と比べると、こいつらの動きは遅い。

　ディアヴロのＡＧＩ敏捷であれば、ドワーフが一回動くうちに三回は魔術を放てそうだ。

　しかし、攻撃魔術だと相手が死んでしまうかもしれない。

　わざと狙いを外して、床や壁を攻撃する手もあるが、近すぎる。

　自分はともかく、レムたちにも被害が及んでしまうかもしれない。

　壁の一部が崩れているから、これ以上やると屋根が落ちてくる可能性もあった。

　──素手でも勝てるか？

　あまり経験はなかった。一対四というだけなら、勝てるかもしれない。

　しかし、戦ってるうちに、シェラが攫さらわれてしまったら？　レムが斬られてしまったら？

　そういえば、シルヴィはどこだ？

　先ほど、扉が蹴破られる前にこちらへ飛び退いていたはずだ。

　そこまでは覚えているのだが、レムを引き寄せて守ったあたりから、忽こつ然ぜんと姿が消えていた。

　不意に、シルヴィの声が部屋に響き渡る。




「《アイビーバインド》！」




　襲撃者の一人──ドワーフの戦士の足元から、魔力の光が迸ほとばしった。床から太い植物のツタが伸びてくる。

「ああ!?　なんだこりゃあ!?」

　ドワーフが驚きよう愕がくの声をあげた。

　しかし、もう遅い。

　ツタはみるみるうちにドワーフを拘束していった。

　いつのまにか、シルヴィは部屋の隅へと移動している。双子のグラスウォーカーからも豹ひよう人じん族ぞくからも攻撃が届かない位置だ。

　すぐ横に居たはずなのに、とんでもない隠遁技術ハイドスキルだった。

　そして、さすがは冒険者協会会長というべきか。複数人での戦いを心得ている。

　あの魔術は、相手を《拘束バインド》という状態異常バツドステータスにする──行動を一定時間封じるという強力なものだった。

　ディアヴロは使えない。

《アイビーバインド》は支援系の魔術だ。相手を足止めするだけで、敵を倒すことはできない。集団で戦うときには効果を発揮するが、単独行動では意味がなかった。

　ディアヴロの火力なら、そんな回りくどい魔術を使うより、攻撃魔術を撃ったほうがダメージ効率がいい。

　──挑んできた相手を殺さないように気遣う、なんて状況はゲームになかったしな。

　シルヴィが鋭く叫ぶ。

「キミたち！　ファルトラ市の冒険者じゃないね！　どこから来たんだい!?」

　襲撃者のグラスウォーカー二人が、ささやき合う。

「あれはファルトラ市の協ギ会ル会マ長スだよ、兄さん」

「協会会長だな、弟よ」

「予定外だね」

「ああ、予定外だ」

　まったく同じ声に、同じ口調だった。不気味さを感じる。

　双子が互いを見つめた。

「続けようか、兄さん？」

「いや、分が悪いな、弟よ」

「じゃあ、捨てていこうか？」

「まだ捨てない」

「わかったよ、兄さん。それなら──」

　グラスウォーカーの一方が、腰にあるポーチからなにかを取り出す。

　──アイテムを使う気か!?

　ポーチから取り出した小さな筒が、輝きを放つ。




　視界が、真っ白な光に包まれた。




「ッ！」

　ディアヴロはうめく。

　目め眩くらまし。

　──閃せん光こう筒とうか！

　クラフト系スキルで作製でき、使用すると一定範囲内の対象に《盲目ブラインド》の状態異常バツドステータスを与えるアイテムだ。

　盲目状態になったプレイヤーは回避と命中と移動にペナルティを受ける。

　治療するには、状態異常バツドステータス治癒の魔術かアイテム、あるいは時間の経過が必要だった。

　閃光筒は効果時間は短いものの、成功率が高い。

　そのため、多くの冒険者が一度はお世話になるほど一般的なアイテムだった。

　しかし、ディアヴロは《暗あん雲うんの帷とばり》を装備していなくても、そこらの冒険者より遥はるかに耐性が強いので、あまり効いていない。

　細めた視界のなかで、グラスウォーカーの二人が、拘束されたドワーフを肩に担ぐのが見えた。

《アイビーバインド》は対象の動きを封じる。だから、ゲームでも他のパーティーメンバーは自由に動けるわけだが。

　──拘束された仲間を担ぐなんて、アリなのかよ!?

　ゲームには〝仲間を担ぐ〟なんてコマンドはなかった。

　ディアヴロは一瞬だけ意表を突かれた。

　グラスウォーカーたちが、ドワーフを担いでいながら意外と素早い動作で廊下へと逃げていく。

　豹ひよう人じん族ぞくも破壊した壁の穴から外へと出て行った。

　──シェラを残してまで追いかけるべきか？

　連中を捕まえたとして、どんな情報が手に入るだろうか？　さほど意味はないだろう。

　それに、ディアヴロには殺さず無力化する方法がない。

　逡しゆん巡じゆんしているうちに、襲撃者たちの姿は見えなくなっていた。
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　静かになった部屋をディアヴロは見回した。

　扉が壊されている。蝶ちよう番つがいが外れて内側に倒れていた。

　中央にあるベッドを挟んで背後の石壁が、窓ごと崩れている。二階だというのに、どうやったのやら。冒険者の能力をくだらないことに使うものだ。

　元は壁だった石や、つなぎの石灰や赤土などが、破片や砂粒となって床に散らばり廃はい墟きよのようになっていた。

　──酷い有様だ。

　相手に逃げられたというのが、なんとも腹立たしい。

　しかし、襲撃者の判断は見事だった、とも思う。

　協会会長のシルヴィが部屋に居たことも、拘束の状態異常バツドステータスをかけられたことも、おそらく予定外だったろう。

　ゲームの経験からすると、想定していない窮地に陥ることは、高確率でパーティー全滅に繫つながってしまう。対処を迷っているうちに脱する機を逃すのだ。

　彼らは判断が早かった。それだけでも賞賛に値する。

　そして、選択が的確だった。

　本物の命を懸けているせいか、撤退への切り替えが早かったし、全滅を回避することへの執着心も強かった。

　──この世界での〝死〟は、〝経験値を減らされて復帰地点からリスタート〟じゃなくて〝本物の死〟なんだもんなぁ。

　考えれば考えるほど強力な攻撃魔術は使いにくい。

　シェラの願いを聞くまでもなく、ディアヴロとて人は殺したくなかった。

　べつに虫も殺さないとか、無抵抗主義の聖人を気取るつもりはない。敵対すれば命を奪うこともあるだろう。はっきり言って、他人の命より自分の命のほうが大切だ。

　知り合いを助けるためなら、見知らぬ誰かを見捨てることだって、たぶんやってしまうのではないか。

　しかし、〝避けられない戦いの結果として相手を死なせる〟のと〝ただ殺す〟のは、やっぱり違うと思う。

　──せめて、手加減する努力はしたいよな。

　そんなことを考えているうちに、レムやシェラも視覚を取り戻したようだ。普通に効いた場合の閃せん光こう筒とうの効果時間は十秒くらいだった。

　ディアヴロには、ほとんど目め眩くらまし効果はなかったし、シルヴィも平気そうな顔をしている。

　レムが部屋を見回して、ため息をついた。

「……逃げられましたか……すみません、足を引っ張ってしまいましたね」

「なにを言う？　連中が分ぶに不相応な欲をかいていたことに気づいて逃げただけのこと。羽虫が死のうと窓から消えようと、気に病む必要はなかろう」

　レムが恐縮しつつうなずいた。

　それから、彼女はシルヴィに視線を向ける。

「……助けていただいて感謝します」

「いやあ、ディアヴロさんがいるから任せようかと思ったんだけどね？　なにもしないと、ボクが襲わせたと誤解されちゃうかなーって」

　シェラも声をあげる。

「守ってくれてありがとう！　あたしも感謝だよー」

　シルヴィがない胸をはった。

「ふふふ……これでも協会会長だからね。荒くれ者を動けなくさせる方法は、たくさん持ってるんだ。むしろ、それが専門と言ってもいいくらいだからね」

　──なるほど、状態異常バツドステータスの魔術を伸ばしてるのか。

　いわゆる、支援系の魔術師だ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいては、パーティープレイで重宝されるものの、ソロプレイが絶望的なので、かなり珍しい。

　回復系の魔術師よりも貴重な職業クラスだった。

　強い相手を見ると、ついディアヴロは頭のなかで〝自分ならどう戦うか〟を考えてしまう。

　シルヴィはグラスウォーカーだ。生まれつき隠遁技術ハイドスキルとＡＧＩ敏捷に優れている。見つからないように移動し、見つかっても素早く避ける。そうやって防御の薄さをカバーしつつ、状態異常バツドステータスの魔術を放ってくるわけだ。

　戦士系には《拘束バインド》だったが、ディアヴロのような魔術師には《沈黙サイレント》で魔術封じだろうか？

　ディアヴロは状態異常バツドステータス防止の装備があるので問題ないが。

　支援系の魔術は、使い手のプレイヤースキルが露骨に表れる。

　扱いが難しい代わりに、優れたプレイヤーが使うと、極めてやっかいな対戦相手となるのだった。

　支援魔術師は〝パーティープレイ向き〟どころか〝パーティープレイ専用〟だ。

　ゲームならコミュ力のあるリア充専用という感じだった。

　どうにも、苦手意識が先立つ。

　──偏見かもしれないけど、支援系が得意なやつは〝善良でも腹黒〟ってイメージがあるんだよな。

　一対一では問題ないが、いつか戦うことがあれば、シルヴィは要注意だ。そんな事態にならないように気をつけよう。

　じっ、とシルヴィを見ていたら、彼女が可愛らしく小首をかしげた。

「なに？」

　不意打ちに、視線を逸らしそうになる。

　──いや！　魔王は女の子（に見えるけど、たぶん大人）の可愛い仕草を見たくらいで赤面したり視線を逸らしたりしない！

　ふんっ、とディアヴロは偉そうにのけぞった。

「貴様が手を出さなければ、我が魔術により奴らは世界から消滅していただろう」

「あはは……それは恐いなあ……ディアヴロさん、よく我慢してくれたね。彼らを殺さなかったのはとってもいい判断だったと思うよ？」

「我慢などしておらん。貴様が何かするようだったから、見ていただけのこと」

　噓うそです。

　シルヴィの姿は見失っていた。

　隠遁技術ハイドスキルまわりはゲームとの差が大きい。

　そのうえ、味方がいるというのが、どうにも慣れなかった。

　シルヴィが肩をすくめる。

「殺やっちゃっても正当防衛で済んだだろうけど……街中で魔術を使って人族を殺しちゃうと、さすがに取り調べを受けると思うんだよね。そのあいだ、シェラちゃんを守ることができなくなっちゃうからさ。無罪放免でも意味ないだろ？」

「取り調べなど、付き合うつもりはない」

「うーん、でも相手は領主直属の地方騎士とか、国王直属の国家騎士だからねー。逆らったらお尋ね者だよ？　ファルトラ市どころかリフェリア王国全土に居場所がなくなっちゃう。宿も店も使えない放浪生活になるのは、ディアヴロさんはよくてもレムさんやシェラちゃんにはキツイでしょ」

　否定はできなかった。

　──そうか。あんなのでも殺したら、ＰＫプレイヤーキル扱いされるのか。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにはＰＫプレイヤーキルというシステムがあった。

　フィールドでも街でも、他のプレイヤーを殺すと（たとえ操作ミスであろうとも）ゲーム内で犯罪者として追われることとなる。

　名前が赤色で表示され、街に入ればやたら強い騎士が現れて一撃のもとに斬り捨てられる。国から懸賞金をかけられて、他プレイヤーから狙われる立場となり、モンスターになったも同然だった。

　この世界でも、似たような扱いのようだ。

　ディアヴロは対人戦を多くこなしていたが、ＰＫプレイヤーキルをやったことはない。

　クロスレヴェリには、ＰｖＰ──プレイヤー対プレイヤーの対戦システムが実装されていたのだ。

　プレイヤーの固有空間に作ったダンジョンで勝負する。

　普通は一対一だが、同意さえあれば一対六なんて状況もあった。

　いずれにしても合意のうえでの〝試合〟であり、負けた側が金品を奪われたり、まして死亡するといったリスクはない。

　勝てば戦績が伸びるのと、経験値が大幅に増えるくらいだ。

　ひとまず、ＰｖＰのことは置いておこう。

　──襲撃者に攻撃魔術を使わなかったのは、実はすごいファインプレイだったのかも？

　今さら究極の選択をクリアしていたことを知って、鼓動が速くなる。

　しかし、魔王はドキドキしたりしないので、どうでもよさそうな態度を取り続けた。

「ふんっ……さっきのような連中が、これからも襲ってくるということか」

「たぶんね。だから、冒険者協会に部屋を用意しようかって提案したんだけど──そういえばディアヴロさん、さっきなにか言いかけてたよね？」

　そうだった。

　襲撃者のせいで、すっかり思考が止まっていた。

　クエスト攻略の基本は、まず情報だ。

　そして、今のところ〝一番情報を持っていそうで、会話可能そうな相手〟といえば……

「シルヴィよ、これから領主に話を聞きにいく」

「うーん……やっぱり？」

　ディアヴロが要求することを予想していたようだ。

　ちょっとクエスト慣れしている者なら、当然の思考だろう。

「貴様が案内せぬと言うなら、勝手に行くまでのことだが」

「はぁ……ディアヴロさんの希望は当然だと思うんだけどさ……ちょっとだけ不安があるんだよねえ……キミって、なんていうか、敬語とか使わないでしょ？」

　むしろ、コンビニの店員さんにも敬語になりますよ？

　なんて魔王が言えるわけもなく。

　とくに今回は〝グリーンウッド王国と戦争するよりも、ディアヴロと戦うほうが損だ〟と思わせなければならない。

　礼儀正しく敬語で話すわけにはいかないだろう。

　でも、情報すら聞けないのは困るな。

　仕方ない。

「ふんっ……気まぐれに会ってやろうと思ったが……断ると吐ぬかすならば、面白い。屋敷を燃やしてくれる。領主めが飛び出してくることだろう……ククク」

「わああ、待った、待った！　断るとは言ってないよ!?　あーもう、ボクだって領主は得意じゃないんだけどな……案内するよ。会えるとは思うからね」

　ディアヴロは内心で安あん堵どした。

　なんにしても会えるなら、いくらか情報は得られるだろう。領主とて戦争は望んでいないという話なのだから。

　そんな内面を隠し、ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずいた。

「許す、案内するがいい」

　レムが衣服についた埃ほこりを払って落とす。

「……当然ですが、わたしも行きます」

「あ、あたしも行くからね！」

　シェラがブランケットを投げ捨てると、ほとんど裸のような格好が露になった。

　レムが眉をひそめる。

「……着替えなさい、バカシェラ」

「あぅ!?　い、いくらあたしでも、こんな格好で領主様の屋敷には行かないよ!?」

「……お屋敷どころか、外に出たらアウトです」





第一章　領主と会ってみる




　中央地区──

　ファルトラ市は堅牢で長大な城壁に囲まれた城塞都市だ。空から見れば八角形をしており、角となる場所に塔が建っている。

　その塔は、魔族や魔獣を退ける大規模な儀式魔術のための建物だった。魔術師協会会長セレスティーヌ・ボードレールの魔力を源にして作動している。

　壁の内側にはいくつもの建物が並び、軍隊が行進できるほど幅広い大通りが東西の門を結んでいた。

　そんな街の中心に、外壁ほどではないがやはり堅牢な壁がある。領主や貴族や大富豪の屋敷がある中央地区を囲んでいる内壁だった。

　これは戦争のときに役立つような城壁というより、防犯が主目的となっている。それでも分厚い石壁で、高さは三階の屋根くらいまであった。

　門は東西南北に四つだけ。

　出入りする者は厳重に監視されており、斧槍ハルバードを持った重装歩兵が何人も並んでいた。彼らは軍人ではなく、領主直属の地方騎士だ。




　ディアヴロはシルヴィと並んで歩く。その後ろをレムとシェラがついてきていた。シェラはいつもの緑色の貫頭衣に着替えている。

　大通りは頻繁に馬車が通ることもあって石畳が敷かれていた。

　その途中──知っておいたほうがいいと思うから、とシルヴィが領主について話しはじめる。

　ディアヴロは関心のないふうを装いつつ、しっかり聞いていた。

「えっとね……領主の前に、まずはファルトラ市について、ちょっと話すね？　この街がどれだけ大切か……キミたちも知ってのとおり、ここは人族の最前線拠点なんだ。東側にはリフェリア王国の領土が広がってて大勢の人族が住んでいる。大きな街もいっぱいあるし、いくつかは魔族や魔獣と戦うための城壁も軍隊もない無防備なものなんだ。つまり、敵軍に攻め入られたら酷いことになる。そして、ファルトラ市の西側には魔王領が広がってる」

「……旧魔王領ですよね？」

　レムが補足した。

　シルヴィがうなずく。

「うん、最近は魔族や魔獣が活発だから実感ないけど、旧魔王領だね。リフェリア王国暦一二四年に魔王が現れて、ここより西側は魔王領になった。そして、王国暦一三五年に、そいつは何者かによって倒された……と言われてる。《脳の魔王エンケバロウス》は……」

　知ってる名前が出てきた。

「ああ、そいつを最初に──」

　言いかけて、ディアヴロは口元を押さえる。

　──俺が倒したのは、ゲームでの話だ。つーか、ゲームの魔王と同じ名前!?

　ディアヴロは他のプレイヤーに先んじて《脳の魔王エンケバロウス》を最初に倒したことで《魔王の指輪》を獲得した。

　思い出す──

　エンケバロウスは魔術を反射する能力があった。そのため、他プレイヤーたちは戦士系のメンバーを中心に挑んだらしい。だが、戦士系は魔術防御（ＰＯＷ意思）が低めに設定されている。《混乱コンフユ》や《睡眠スリープ》などの致命的な状態異常バツドステータスを受けやすかった。

　ディアヴロは単独プレイ専門だったため、状態異常バツドステータスは即死も同然であり、そのぶん対策を厚くしていた。

　それと、魔術が効かないモンスターを相手にしたときのために、物理ダメージを発生させる魔術を覚えていたことも幸いした。

　情報がろくにない初期に、最初の挑戦で《脳の魔王エンケバロウス》を撃破できたのは大いなる幸運と……プレイヤースキルを鍛えまくっていたおかげか。

　あちらの世界で、二年前のことだった。

「そういえば、確認してなかったな。今は何年になる？　魔王エンケバロウスは何年前に倒されたのだ？」

「今はリフェリア王国暦一六四年だよ。魔王が消えてから約三〇年だね」

「なるほど」

　──もしかして、この異世界は、召喚前の世界よりも一〇倍くらい速く時間が流れているとか？　いや、それは変か。三〇年前に魔王を俺が倒したとすると、この異世界にディアヴロがいたことになる。

　魔王の名前が同じってだけで、ゲームとは別の存在と考えるべきか？

　そもそも、《脳の魔王エンケバロウス》なんて、プレイヤーの大半がストーリークエストのなかで倒している。

　──魔王が何百万体もいたのかよ？　って話になるもんなぁ？

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの総プレイヤー数は全国三〇〇万以上と公式が発表していた。

　シルヴィが話を続ける。

「まぁ、とにかく、《脳の魔王エンケバロウス》は何者かに倒されたらしく、しばらくは旧魔王領に魔族も魔獣も姿を見せなかったんだ。だけど……ここ数年は魔族たちが何体も現れてる。先日なんて一〇〇体だもんね？　もう魔王は復活してるんじゃないか？　なんて噂うわさもあるくらいだよ」

「わからぬのか？」

「王都の占術師が〝復活は近い〟って言ってるくらいだね。ボクは、どこかで魔王が復活しかかってると思ってる。そして、魔族は魔王を復活させるために活動してるんだ」

　それについては、前にシェラも言っていた。

　ぎゅっ……レムが自分のお腹を押さえる。

　ディアヴロはうなずいた。

「まだ復活はしておらぬだろう。一〇〇体の魔族を率いていた、エデルガルトという魔族と戦ったときに、〝魔王を救うのが使命〟と言っていたからな」

「え……!?　それホントなら、すごい情報だよ!?」

「魔族の言葉だがな」

「う、うん。でも一応、王都の知り合いには伝えておくね」

「好きにしろ。それより、領主の話ではなかったのか？」

「ああ、ごめん……とにかく、今の旧魔王領は、もう魔王がいた頃と変わらないくらい魔族が現れてて危険なんだよ。魔王が復活したら魔獣も増えると思う。それらを食い止めて人族の領土を守るための最前線拠点が、この城塞都市ファルトラなんだ」

　この街が陥落したら、リフェリア王国の半分が魔族たちに奪われると言われている。

　そんな事態に陥ったイベントはゲームになかったし、この世界でどうなるのかも実際のところは不明だ。

　しかし、見たこともないほど大勢が死ぬことだけは確実だった。

「……その重要な拠点を任されているのが、ここの領主というわけか」

「そうそう、ファルトラ市の領主はね、すごい人なんだよ。はっきり言えば──英雄だね」

　シェラが首をかしげる。

「英雄？」

「彼は三〇年前、まだ魔王がいた時代に前線で戦って、何体も魔族を倒してるんだよ」

「へー、すごい人なんだねー」

「あはは……シェラちゃん、軽いねえ」

「だって、ディアヴロも勝ってたよ？　魔族」

「うん、それ、歴史的な活躍だからね。むしろ、誰に話しても信じてくれないほど異常な出来事なんだよ？」

　シェラの比較対象がディアヴロになっているせいで、シルヴィが苦労していた。

　逆に言えば、他には比べられないくらい強いということか。

　ディアヴロは尋ねる。

「領主は、どれくらいのレベルだ？」

　この世界におけるファルトラ周辺の冒険者は、だいたいレベル20ほどらしい。

　有名人のレムがレベル40くらい。

　戦士系で最強と言われている者でレベル50だった。

　ゲームだとファルトラ市の周りは、適正レベル60と言われている。それから比べると、ありえないほど低いのだが、〝命がかかっているから危険を避けている〟というのが理由らしかった。

　この三〇年ほど、魔王がいなくて平和だったというのも、ひとつの要因か。

　戦争に参加して命がけの戦いを何度も経験している領主のレベルは、どれほどのものか。

　シルヴィが腕を組んでうなる。

「うーん……強いのは間違いないね。でもレベルは測定したことないんだよ……冒険者じゃないからね。王都で測定した記録があるかもしれないけど、そんなの気軽に聞ける雰囲気の人じゃないし」

「どうやら、話しにくい相手のようだな？」

「あはは……厳格な性格っていうの？　ちょっとおっかないんだよね」

「ふんっ」

　気にしない、という態度を取ったものの、不安が増した。

　自分が思いも寄らないことで相手を不機嫌にさせるのがコミュ障というものだ。

　そして、厳しい人間というのは、怒るポイントが多い。

　仲良くなれる未来が、まったく想像できなかった。

　──魔王ロールプレイなんてやってて大丈夫なのか？　いや、今さら、やめられないんだけどさ。

　こんなふうにキャラを作らなければ、偉い人の前でしゃべることなどできない。そもそも、素の自分ならば部屋に閉じこもっていただろう。

　いろんなことから逃げて。

　放り出して。

　──ありえないんだよなぁ、こっちから街の支配者に会いに行くなんて。キャラ作って、ゲームみたいな感覚でやってるから、どうにか行動できてるんだよ。




　中央地区を囲む石造りの内壁が見えてきた。

　うずたかい壁に、立派な門がある。

　大勢の警備兵がいて、通行者を監視していた。

　シルヴィが「通行許可を取ってくるから待ってて」と言って、警備兵たちのところへ小走りで向かった。

　門の脇にある小屋へと入っていく。あの中で手続きをするのだろう。

　ディアヴロたちは門を眺めて待っていた。

　すると、門の前にいた兵士の一人が、こちらへと近づいてくる。ガシャガシャと鎧よろいを鳴らしながら。

「おい、そこの混魔族デイーマン！」

　頭まですっぽりと兜かぶとを被った重装歩兵が、威嚇するような声をあげた。

　ディアヴロは内心で動揺してしまう。

　──俺のこと!?

　そういえば、前にウルグ橋きよう砦さいという場所を通ったときも、不審者として警備兵に呼び止められたことがあった。

　あのときは穏便……ではなかったかもしれないが、とくに問題にならずに通ることができた。

　きっと今回も大丈夫だろう。




「なんだ、貴様？　このディアヴロに向かって……相応の覚悟があるのだろうな？」




　兜に隠れた顔は、どう変化したのかわからなかった。

　鎧の胸元に領地の紋章が入っている。こいつは領主直属の地方騎士か。ずいぶん気合いの入った相手だった。

　物怖じしない。

「お前のような怪しいヤツを見過ごす理由がないだろう！」

　警備兵が斧槍ハルバードの先を、ディアヴロの頭に向けた。

　装備しているのは《歪ゆがんだ王冠》だ。ＨＰ生命力自動回復の効果がある防具である。ゲームでは気にしていなかったが『装備すると悪魔っぽいヴィジュアルになる』と説明に書いてあった。具体的には〝悪魔っぽい角つの〟が生えているように見えていた。

　魔王ロールプレイには都合がいいのだが……

　──この角のせいで、すっごく怪しく見られるんだよな。

　しかし、レムもシェラもシルヴィも、きっと角を〝本当に生えている〟と思っているだろう。

　今さら「実は取れるんだよ」なんて言って外すのは、いかにも格好悪い。そんなネタが許されるのは、美人で巨乳な女魔王だけだと思う。

　威厳を保つためにも、角は外せなかった。

　そして《混魔族デイーマン》というのは、人族の一種だ。人間ヒユーマンの両親から生まれるが、なんらかの形で魔族の血を受け継いでしまっており、顔と身体にタトゥーのような痣あざがある。性能的には、他種族より身体能力で劣るものの魔術に秀でていた。

　混魔族デイーマンは人族のなかでも、とくに差別や迫害の対象になることが多い──とゲームでは設定だけだったが、この世界では本当に不当な扱いを受けることがある。

　ディアヴロが人間ヒユーマンだったら、ここまで怪しまれることはなかっただろう。

　くいっ、とレムに袖を引かれた。

　小声で警告してくる。

「……いけません、ディアヴロ……その者の胸元にファルトラ市の紋章があるでしょう？　それは地方騎士の証です。こじれると、逮捕されるかもしれません」

　シェラが怯おびえたように縮こまる。

「なになに？　恐い人なの？」

　ディアヴロとて、好きで話をこじれさせたいわけではない。

　しかし、なにもしていないのに怪しいと言われても、困ってしまうのだった。

「ふんっ……街を燃やしたわけでもあるまい？　なんの問題がある？」

「なっ!?　街を燃やす!?」

「まだ、なにもしておらんぞ」

「ううぅ!?　〝まだ〟だと!?　これからやるつもりか！」

　──ああ、俺って口下手だなぁ。

「いいかげんにしておけ……どうせ角つのが怪しいと言うのだろう？」

　警備兵が声を荒らげる。

「それだけではない！　こんな昼間から奴隷を連れているのも怪しい！」

「奴隷だと!?」

「うむ！　しかも、そんな若くて綺き麗れいな女性を二人も！」

　──オイッ!?　それは嫉妬じゃないのか!?

　ディアヴロの左右で、〝奴隷〟と言われたレムとシェラが、恥ずかしそうに首元を隠す仕草をした。

　こんなふうに言われたとき以外は、もう気にしていないようなのだが……

　二人とも、その細い首に似つかわしくない無骨な首輪をつけている。

《隷従の首輪》だ。

　召喚獣に対する《隷従の儀式》が、ディアヴロの《魔王の指輪》の効果で反射したという事故の結果だった。

　そんな事情を警備兵が知るはずもなく、奴隷と誤解されてしまったらしい。

　──ゲームには奴隷なんてなかったから、よくわからないんだよな。昼間に連れてるのは怪しいのか？　それとも、この警備兵がおかしいのか？

　これが寒い土地なら、せめてマフラーでも巻いて隠すところだが、ファルトラ周辺は夜でもブランケット一枚で済むくらい温暖だった。

　そんなわけで、彼女たちが奴隷だと誤解されるのは、仕方ないことではある。しかし、やはり黙ってはいられなかった。

　この二人を奴隷呼ばわりするのは許さない、と言っておきたい。

　どう説明したものか？

　最初から経緯を語るのは大変すぎる。長く話すのは苦手だし、やや省略するか。

　待てよ？　許さないと……どうするんだ？　そのあたりは少しくらい強めに言っておいたほうが効果があるだろう。

　あれこれと考えて、ディアヴロは口を開いた。




「貴様を灰も残さず消してくれるぞ」




　──ん？　ちょっと言葉が足りなかったかな？

　悲鳴をあげて警備兵が斧槍ハルバードを構えた。

「うおおお──!?　正体を現したな、魔族め！」

　レムとシェラまでが慌てる。

「ディ、ディアヴロ!?　そこまで怒らなくてもいいのです！　これを誤解されるのは、もう慣れました！」

「そうだよ！　いくらなんでも、灰も残さないなんて可哀想だよ!?」

「バカシェラ、灰の問題ではありませんよ!?」

「う、うん、そうなんだけど！　でも灰もないんじゃ、お墓を作るときに困るよね!?」

　警備兵が鎧よろいを着ていてすらわかるくらい震えはじめた。

「ううぅ……魔族に……消される……こいつら……灰を残すかどうか相談してやがる!?　くそっ！　ファルトラの地方騎士を舐なめるな！　たとえ刃が通じずとも、仲間たちに危機を知らせるくらいの抵抗はしてみせる！」

　すっかり戦闘する気だった。

　ディアヴロは焦る。

　──この地方騎士とこじれたら、取り調べを受けることになるんだよなぁ？

　そうなったら、シェラと引き離されてしまう。

　彼女を守ることができなくなる。

　なにより、ディアヴロは人間ヒユーマンとエルフの戦争を止めなければならなかった。

　こんなところで、警備兵と問答をしている場合ではない。

　たしかに、言い方が悪かったのかもしれない。しかし、ちょっと角が生えていて、奴隷に見える少女たちを連れていたくらいで、魔族だなどと決めつける警備兵は、おかしいと思う。

　今は戦争が起きてしまうかどうかの瀬戸際なのだ。

　許してくれてもいいだろう。自分は、戦争を回避するという重責を担っているのだ。

　すこし言い過ぎや言葉足らずがあったくらいで怒らなくても……

　仕方ない。事情を話そう。

　きっとわかってくれるだろう。

　ディアヴロは覚悟を決めて、この街に迫っている危機的な状況を説明することにした。




「我を阻むなら、この街が焦土と化すであろう」




「魔族め！　絶対に許さないぞ！」

　警備兵が斧槍ハルバードを振り上げる。

　──おかしいな!?　どうしていつも、みんな怒り出すんだろうね!?

　一方的に殴られてやる気にはならない。

　仕方なく、ディアヴロは《天てん魔まの杖つえ》を突きだした。

　しかし、先ほどの襲撃者のときと同じく、魔術を使ったら殺してしまいそうだ。

　どうしよう？




「待った、待った、待った──!!　この人はこんなんだけど危険人物じゃないよ！」




　ディアヴロと警備兵との間に、小さな影が割りこんできた。

　シルヴィだ。

　警備兵が驚きの声をあげる。

「あ、貴女は……冒険者協会会長ではありませんか!?　なぜ魔族をかばうのですか!?」

「落ち着いて？　この人は角とかあるけど人族だから。ボクと領主からの依頼を受けてもらってて、今回は領主に会いに来たところなんだよ」

「……こいつは魔族ではないのですか？　危険ではないのですか？」

「う、うん……普通の混魔族デイーマンだよ、たぶん……危険はないんじゃないかな？　ディアヴロさん、キミは危険じゃないよね？　〝危険じゃない〟って言ってほしいんだけどなあ」

　シルヴィがちらりとこちらを見た。

　そこまで言われれば、ディアヴロとて間違えない。

　鷹おう揚ようにうなずいた。

「〝危険じゃない〟」

「よかった！　そういうわけだから、通してもらうよ？　いいよね？　ね？　ね？」

　シルヴィが両手を合わせて、ちょこんと小首をかしげる。

　警備兵がよろめいた。

「……か、かわいい……あ、いや！　わ、わかりました。冒険者協会会長がおっしゃるのであれば、お通しいたします」

　警備兵が斧槍ハルバードを下げた。

　シルヴィだけでなく、レムとシェラまで安あん堵どの吐息をつく。

　ディアヴロも同じくホッとしたが、その態度は魔王らしくないので内心だけにとどめ、先を急ぐことにした。

「行くぞ！」

「うん、急ごう、急ごう」

「……やれやれです」

「ねえねえ、やっぱり、灰は残ってないと困るよね？」

　ディアヴロは三人を連れて門をくぐり抜け、中央地区に入るのだった。





†






　領主の館──

　中央地区のさらに中央、街の一番真ん中に、ひときわ大きな屋敷があった。

　壁は煉れん瓦が造づくりで、三階まである。

　扉や窓枠などそこかしこに凝ったレリーフが彫られており、建物を囲む壁にも意匠が施されている。立派な屋敷だ。

　正門の左右に、鎧よろい姿の警備兵が立っていた。

　シルヴィが彼らに声をかけると、すぐに門の中へと招き入れられる。

　屋敷から執事がやってきて、恭しく頭を垂れた。

　彼に案内されて、美しく整備された庭を通り、玄関をくぐり、長い廊下を歩く。

　床には濃い赤色の絨じゆう毯たんが敷かれていた。

　ゲームでの話になるが、この赤色は上級貴族や王族などの〝すごく偉い人間ヒユーマン〟の住居でしか使われていない。

　ファルトラ市の領主に会うイベントは、まだ実装されていなかったので、ここに来るのは初めてだ。

　せいぜい町長くらいのイメージを持っていたが、もっとすごい地位の人物のようだった。

　ディアヴロたちを案内していた執事が、ドアをノックして告げる。

「ガルフォード様、冒険者協会会長ご一行様をお連れしました」

　なぜだろうか、ボスの部屋に突入する直前のような、高揚と緊張を感じた。

　落ち着いた重い声が、ドアの向こうからあがる。




「入りたまえ」




　聞くだけで背筋が伸びるような威厳があった。

　執事が「失礼します」と断ってから、扉を開いて横へと退く。

　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた広い部屋だ。

　正面の壁にはガラスの嵌はまった窓がある。この世界で、これほど大きく歪ゆがみのないガラスは初めて見た。

　そして、左右の壁には扉があり、それ以外は凝った意匠の本棚になっている。

　天井まで届くほどの本棚に、大小様々な本が並んでいた。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのパターンだと、左右の扉はボスを守るザコモンスターが出てくる場所だ。

　──まぁ、普通に考えたら、寝室とか資料室とかだろうけど。

　部屋の中央には豪ごう奢しやな長机があって、椅子が六つ配置されている。

　それと、大きな執務机があった。

　壁に掛けられたリフェリア王国の旗を背にして──人間ヒユーマンの壮年の男が立っていた。

　白色の軍服を着ている。

　この世界の文化水準は中世中期くらいで、粉石けんは高価だし、漂白剤など存在しない。白色の服は高級品で、まして汚れやすい軍服に使うなんて、特別な者以外はありえなかった。

　黒髪を軍人らしく短くしており、目尻や額には皺しわがある。

　眼光は魔獣も逃げ出しそうなほど鋭かった。

「ふむ……終わったのかね？」

　──なにが終わったというのか？　ディアヴロにはわからなかった。

　あはは、とシルヴィが苦笑する。

「とりあえず、ディアヴロさんにはクエストを請け負ってもらったよ」

　領主が目をすがめる。

「請け負ったか。ならば、速やかに問題を解決するといい。私への報告は任務完了の後でかまわない」

　つまり、彼の〝終わったのかね？〟というのは、〝戦争を止められたのか？〟という質問だったのか。

　ゲームだったなら、〝そういうセリフのＮＰＣ〟で済ませるが、この世界の人たちは、考えて生きている。

　──どんだけ気が早いんだ？

　あんな難題を依頼しておいて、半日も経たずにもう解決したのかと尋ねる感覚が、理解できなかった。

　シルヴィが場を和ませるように言う。

「えっと……なんせクエストの難度が高いからね。情報をもらおうと思って」

「必要なことは話したと思ったが？」

「まぁ、そうなんだけど……」

「やはり、冒険者などという連中は信用できないな。普段は威張っていても、いざ本当の危険が迫ると、あれこれ言い訳して逃げる。結局、国を守るのは軍隊だ」

　──なんだと？

　ディアヴロは杖を握りしめる。

　シルヴィが前に入って、ぶんぶんと手を左右に振った。

「とんでもない！　ボクは逃げないし、ディアヴロさんだって前向きにクエストに取り組んでるよ？」

「ならば、さっさとエルフたちを追い返すがいい」
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「うんうん、そうお待たせしないと思うよ？　たぶん……えっと……そうそう、自己紹介くらいしてもいいんじゃないかな？」

　ずいぶんと、シルヴィが気を遣って話している様子だった。

　そして、領主は高圧的だ。

　どれだけ偉いのかは知らないが、こんな応対をしなくてもいいだろう。はっきりと冒険者を見下しているのがわかる。

　腹立たしい。

　しかし、彼の威圧感が強すぎるせいで、気を抜くと視線を逸らしてしまいそうだった。

　──気弱な態度を見せたら、まずい。

　この領主に〝恐れるに足らず〟と判断されたら、この場で戦いを挑まれるかもしれない。〝対立するのは損だ〟と思わせなければ。

　ディアヴロは領主を睨にらみつける。

　相手が先に口を開いた。

「やれやれ……冒険者は領主の名も知らぬか……」

「彼らは、先日、ファルトラ市に来たばかりなんだよ」

「覚えておくがいい……私はチェスター・レイ・ガルフォード中将だ。国王陛下より城塞都市ファルトラを預かっている」

「ふんっ……街に魔族が現れたのに、拱きよう手しゆ傍ぼう観かんしていた領主か」

　先日、魔族グレゴールが現れたとき、駆けつけて撃破したのはディアヴロだった。

　ギリッ、と音がしそうなほど、ガルフォードが奥歯を嚙かむ。

「……報告を受ける前に、事態が落ち着いただけのこと。とくに問題はないと思うが？」

「幸運だったな」

　内心のビビリを隠しつつ、ディアヴロは口元に笑みを浮かべた。

　ガルフォードの名前には覚えがない。もしかしたら、クロスレヴェリの設定にはあったかもしれないが、イベントのないＮＰＣの名前までは覚えていなかった。

　雰囲気を和ませるように、レムが丁寧に自己紹介する。

「わたしは、レム・ガレウといいます。レベル40の冒険者で、召喚術士です。あ、あの、この人は悪気があるわけではないですから……」

　片手をあげてガルフォードが彼女の言葉を遮る。

「冒険者が礼儀知らずなのは承知している」

「……すみません」

「レム・ガレウ君は所属先を考えたほうがいいな……魔術師協会が勧誘していると聞いている。いつまでも冒険者などしていることはないだろう」

「……そ、そうですが……今は、わたしにも考えがありますので」

　目の前に冒険者どころか、協会会長までいるのに、ずいぶんな言いようだった。

　シルヴィが苦笑いする。

「厳しいなぁ」

「私の部下が、君たちのことを調査報告している。いささか問題も起こしているようだな」

「……問題ですか？」

「ウルグ橋きよう砦さいで警備兵を恫どう喝かつしたとか、南通りで石畳や建物を魔術で破壊したとか……冒険者に品行方正など期待しないがね」

「それには、理由が！」

　レムだけでなく、シェラまで反論する。

「そうだよ！　ディアヴロが悪いんじゃないよ！」

「事実ではあるわけか」

　うっ、とレムとシェラが口をつぐむ。

　ガルフォードは厳格すぎる教師のような男だった。

　冒険者を信用しておらず、ディアヴロはとくに嫌われているようだ。

　相手の雰囲気に吞のまれている。ここに長居するのは避けたい。

　さっさと用件を切り出すべきだろう。

　その前に、まず自己紹介か。すでに名前は知っているようだが、相手も名乗ったことだし、最低限の礼儀というやつだ。

　威厳は保たなくてはならないから魔王ロールプレイは外せないが、必要以上に怒らせるのは避けたい。彼からは情報を得なければならなかった。

　とくに好ましくない相手だからこそ、いつも以上に気をつける。

　普通にしよう。

　普通を心がけるんだ。

　普通に。

「我はディアヴロ。話を聞きに来た」

　どうだろう!?　かなり穏便ではないだろうか!?　やればできるものだ！

　レムやシェラの反応を窺うかがうが、さほど驚いた様子はない。

　無難な自己紹介ができたことに、ディアヴロは内心でガッツポーズした。

　ガルフォードがこちらを品定めするように見据えてくる。




「ひとつ訊きいておく……君は〝異世界の魔王〟だと称しているとか？　本当かね？」




　挑発的な問いかけだった。身体に染みついた魔王ロールプレイが、つい炸さく裂れつしてしまう。

「ククク……貴様を消し炭に変えて、その証としてやってもよいのだぞ？」

　ディアヴロは睨にらみ返す。

　──しぃぃぃまあああったぁぁぁッ!!

　今のは相手が悪い！　雰囲気のある台詞を言うから、つい乗ってしまったじゃないか！

　慌ててレムとシェラが飛びついてきた。

　両手を摑つかまれる。

「ま、待ってください、ディアヴロ！」

「そうだよ！　灰もダメだけど炭もダメだよ!?」

「あちゃあ……」

　シルヴィが顔を青ざめさせていた。今にも倒れそうだ。

　ガルフォードがゆっくり間合いを詰めてくる。

　──このまま戦闘になってしまうのか!?

　一対一なら勝てるか？

　しかし、兵士を呼ばれたらやっかいだ……逃げるしかないか？

　背筋を冷や汗がつたう。それでも、ディアヴロは口元に傲慢そうな笑みを貼りつけていた。

　相手が目前まで来た。

「私は依頼さえ達成してくれるならば、たとえ魔王だろうと気にしない。君は我が領地にとって有益か？　有害か？　関心はそれだけだ」

「ふんっ……気が向いたから手を貸してやるだけのこと。我を従えられるなどと勘違いせぬことだ」

「ふむ……やはり、冒険者というのは、奇き矯きような連中が多いものだな」

　ディアヴロどころか全ての冒険者を嘲るような言葉に苛立ちを覚えた。

　ようするに、〝異世界の魔王〟などという自分設定を言っている痛いヤツだと決めつけられたのだ。

　──そりゃまあ、たしかに自分設定なんだけどな？　でも〝ゲームのキャラとして召喚されたプレイヤーなんです〟って言ったら信用してくれんの？

　ふつふつ、とヒキコモリ欲が上昇する。

　部屋に閉じこもって一日中ネトゲしていたい。そうすれば、こういうキツイ大人と話さなくて済むのに。

　──いや、ここは我慢だ。

　シェラを守るためには、この領主と敵対しないほうがいい。そういう事情を見透かされての、この対応なのかもしれなかった。

「領主よ、戯ざれ言ごとはいい……貴様の望みを叶かなえたいのなら、知っている情報を渡すがいい」

　こちらは偉そうな態度を崩さない。

　あちらも同じだった。

　ガルフォードが鷹おう揚ようにうなずく。

「グリーンウッド王国からの要求は、すでに聞いているな？　シェラ王女を引き渡すよう言ってきたのが、二日前のことだ」

「……二日前か……期日は十日後とのことだったが？」

「残りは八日間だな」

　おいおい──とディアヴロは内心でツッコミを入れる。

　そのあたりを明確にしておかなかったら、とんでもない失敗に繫つながりかねない。本当に戦争を回避する気があるのか？

　ガルフォードは悪びれもせずに説明を続ける。

「そして、《湖東》でエルフの発見報告があった。この周辺の地理はわかるかね？」

「当然であろう。魔王領の最深部まで案内してやってもよいぞ」

「ほほう？」

「まぁ、貴様が命を惜しまぬのならば、な」

　クロスレヴェリのマップは全て頭に入っていた。全てゲームと同じとは限らないが。

《湖東》は街からだと、南東の方角にある。

　ファルトラ市の南に《セプリア湖》というのがあった。外の城壁から、しばらく畑を歩いた先だ。セプリア湖の東にある森を《湖東》と呼んでいる。

　ガルフォードが視線を机上の地図に向けた。

「来ているエルフの数はわかっていない。連中は森に隠れるのが得意なのでね」

　エルフの隠遁技能ハイドスキルは高く、森の中ではグラスウォーカーよりも上手く隠れることができる。音もなく忍び寄り、木陰や樹上から矢を放ってくるのだ。

　ゲームだと、隠遁はレーダー（マップや他プレイヤーやモンスターが表示される機能）に、表示されない──という形で表現されていた。

　この世界にはレーダーなんて便利な機能はなくて、気配などという曖昧なものが頼りだ。相手が優れた隠遁技術ハイドスキルを持っているのは、ゲームの場合よりも、やっかいだった。

「偵察すら出していないのか？」

「不意打ちが得意な相手に少人数の偵察を出しても、損害が増えるばかりなのでね。目撃者は森で狩りをしていた市民で、幸いにも逃げ帰ってきたようだ……その報告によるとエルフは二〇名程度とあったが……もっと多いだろう。しかし、一〇〇名以上の部隊であれば、さすがに隠れていてもわかるし、グリーンウッド王国の勢力からしても、そこまで大規模な部隊ではないはずだ。まぁ、多くて一〇〇だな──私のところに来ている情報は、こんなところだ」

「一〇〇か……軍隊としては少ないな……しかし、自分に都合のいい予想ほど危険なものはない」

　ふっ、とガルフォードが鼻で笑った。

「グリーンウッド王国なんぞ、国を自称していても、ただの小集団に過ぎぬよ」

「脅威ではない、と考えているわけか？」

　わずかに間があった。

　ガルフォードが頭を左右に振る。

「いや……敵を侮るなど、ありえない。エルフの待ち構えている森に部隊を投入すれば、多くの兵士を失うことになるだろう。無為に部下を死なせるのは、私の最も忌み嫌うところだ」

　淡々とした声で、感情がわかりにくい。

　しかし、最後の一言だけは、とくに力がこもっているように感じられた。

　──指揮官が部下を失いたくないのは当然のことだな。

「そのために、我を使うと言うか」

「王女を引き渡すというのなら、その必要はないのだがね」

「断る！」

「……君にとって……シェラ王女は、それほど重要な存在なのかね？」

　その問いに、シェラがディアヴロを見つめてくる。さんざん話したのに、心配になるものらしい。

「ふんっ……くだらんことを訊きくな。こやつが去ると言うのならばともかく、他者に奪われるのを看過するなど、ありえぬことだ」

「たしかに、エルフなんぞに屈する理由はないな。私とて、グリーンウッド王国の要求に唯い々い諾だく々だくと従うつもりはない。言葉には言葉で……武力には武力で」

「当然だな」

　話が途切れた。

　ひとつうなずいて、ガルフォードが視線をシェラのほうへと向ける。

「そう……会う機会があれば、訊いておこうと思ったことがある」

　シェラが首をかしげた。

「あたしにですか？」

「シェラ王女は、裕福な暮らしを捨てて危険な冒険者に身をやつしてまで、なにを求めているのか。あるいは、故郷に居られなくなった理由があるのかね？」

　シェラが思案顔になる。

　しばらく、沈黙があった。

「……あたしは、自由がほしかったんです……難しいことはわかんないけど……あたしは、あたしでいる理由が欲しくって。血筋とか王族とかそういうのじゃない、あたしの価値が知りたかったんです。それはエルフの国では手に入らないと思った……ような気がするんです」

「なるほど……貧しい者からすれば贅ぜい沢たくだが、価値観も事情も様々だな」

「わかってくれますか？」

「共感できるはずがなかろう。知識としては覚えておくがね」

「そうですか……」

　しゅん、とシェラが肩を落とした。

　たしかに、食べる物に困らず、命の心配がない暮らしというのは、この世界では得難いものだ。それを捨ててまで自由を求めたシェラの行動は、なかなか同意してもらえないだろう。

　しかし、ディアヴロは違った。元の世界では、その日の食事に困ることもモンスターに襲われる不安もなかった。だから、自由を求めるシェラの気持ちを、少しはわかってあげられる──ような気がする。

　シェラの肩を摑つかんで、引き寄せた。

「余人の共感など求める必要はない……俺が許す。好きなだけ苦労して、好きなだけ努力して、好きなだけ限界にぶつかり、己の力で手にした成果を嚙かみしめるがいい──それが、自由に生きる、ということだ」

「う、うんッ！」

　シェラが笑みを浮かべる。

　レムがうなずき、シルヴィが微笑んだ。

　こいつは俺が守る──そんな宣言だった。

　それはいいが、エルフの軍勢にどう対処したらいいだろうか？

　前にシェラを取り戻しに来たセルシオというエルフの精鋭がいた。彼は一〇名ほどの部下と森に潜んでいたが、待ち伏せに気づいたのはシェラだけ。

　ディアヴロもレムも、まったくわからなかった。

　そんな連中と、まともに戦えるのか。

　しかし、エルフに対する説得材料は得られなかった。

　──ようするに、今って、こんな状況だろ？




エルフ「王女を返せ！」

ディアヴロ「断る！」

領主「エルフの言うことなんか聞くか。でも兵が大切だから、任せる」




　その先の展開は、ひとつしかない。




エルフ「ならば戦争だ！」




　なんとも面倒な、頭の痛い話だった。

　レムがため息をつく。

「……戦争の回避ですか……せめて、シェラの代わりになるような、グリーンウッド王国を納得させられる〝宝〟でもあれば交渉になるのですが……」

　シェラが得意気に胸を張る。

「んふふっ！　あたしは〝エルフの至宝〟って言われてるからね！　あたしの代わりなんかそうそうないと思うよ！」

「やっぱり返却しましょう、このバカエルフ。平和のために」

「なになに!?　なんで急に怒るの!?」

　レムが二度目のため息をついた。




　ガルフォードが確かめるように尋ねてくる。

「では、シェラ女王は引き渡さない。君たちがグリーンウッド王国との戦争を回避する手を打つ。報酬は冒険者協会を通して支払う──そういうことで、よいのだね？」

「ふんっ……もとより、シェラは我が所有物だ。余人の出る幕はない」

「任せよう」

　そうそう──とガルフォードが言葉を続ける。

　彼は右手側の扉に視線を向けた。

「領主として話せることは以上だが……この件を含めて、王都から人が派遣されてきている。紹介しておこう」
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　扉が開く。

　入って来たのは、背の高い女性だった。

　体つきは全体的に細く、手足がすらりと長い。

　赤色の髪を腰まで伸ばしている。

　細縁のメガネをかけており、理知的な印象を受けた。

　動きやすいように肩の出ている軽装鎧よろいを身に着け、マントを羽織っている。その鎧のデザインには見覚えがあった。

　ぱっと見た瞬間は、凍りつくような目つきだと感じたが、笑うと安あん堵どでこちらまで笑顔になりそうなほど親しみやすい雰囲気になる。

　その少女が右手を胸に当てて敬礼をした。

「初めてお目にかかります。わたくし、国家騎士のアリシア・クリステラと申します。グリーンウッド王国の件も含めて、国王陛下から問題の解決に当たるよう御下命を賜っております。若輩の身ではありますが、皆様のお役に立てるように精一杯がんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　ずいぶんと礼儀正しい。

　──国家騎士か。

　ゲームではＮＰＣとして登場することがあった。

　設定では、家柄と実力のある者だけがなれる、国王直属の騎士だ。

　警察のような役割と権限を持っている。街から街に移動したり街の外にいたりする犯罪者や、フィールドのモンスターから、国民を守るのが役目だった。

　ただし、軍隊と違って敵地には攻めこまない。軍隊の騎兵とは別で、むしろ〝憲兵〟に近いか。

　世界観の扱いとしては〝庶民が憧れる立派な騎士様〟といったところだった。

　レムが驚いたように言う。

「……女性で国家騎士というのは……非常に珍しいですね」

　シェラも同意見らしい。
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「ほんとだよねー。だいたい国家騎士って、人間ヒユーマンの男ばかりのイメージだよ」

　──人間ヒユーマンの男ばかり、か。

　ゲームの設定で男女差別があると、いろいろと問題があるという。中世に似た世界観を表現したいだけなのに、制作者が差別主義者ではないかと誤解されてしまうのだ。

　そのため、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリではプレイヤーキャラクターの性別による能力値パラメーターや装備の差はない。世界観の設定においても〝女性が差別されている〟と明示されている箇所はない。

　しかし、シナリオでは、ときどき〝女性の国家騎士は珍しい〟とか〝女性は登とう庸ようされにくい〟という表現が見られた。

　レムたちの言葉から推測するに──

　おそらく、この世界では、男性の立場が強くて、名誉や責任ある役職に就けるのは男性ばかりで、女性は不当に扱われているのだろう。

　冒険者協会会長のシルヴィが〝亜人で女性〟だから、冒険者たちの間に差別意識は薄そうだ。街の市民の暮らしにも差別は感じない。

　この国の権力者の価値観ということか。

　──まぁ、ゲームのシナリオだと、その〝珍しい女性の国家騎士〟ばかり登場するんだけどな。

　国家騎士が登場する場合は、冒険者であるプレイヤーがクエストを依頼されるパターンが大半だった。

　男の国家騎士から『俺様の功績のために働け』と言われても、そんな糞くそシナリオでは、やる気が出ない。

　プレイヤーの大半は男性だ。キャラクターの半分くらいは女性だけれども（このあたりはＭＭＯＲＰＧの闇なので置いておく）。

　依頼者が偉そうなおっさんより、可愛い女の子のほうが、クエストへのモチベーションが高くなるというものだった。課金してでも期限内にクリアしよう、というプレイヤーも増えるのである。

　そういえば、超難度のクエストを依頼してくる〝魔性の国家騎士ミユリ様〟なんてＮＰＣもいた。巨乳おかっぱ気弱キャラで、いつも泣きそうな声で依頼してくる。

　ほだされてクエストを受け、目的のダンジョンに行くと、大型魔獣が待っていたりするのだ。

　あの子の依頼によって魔獣の餌になった初心者は数知れない。

　──彼女も、この世界にいるのだろうか？




　アリシアが穏やかな口調で話す。

「たしかに珍しいですね。わたくしは運良く女性でありながら国家騎士を務めさせていただいております」

「……素晴らしいことですね。さぞ努力されたことでしょう」

　レムもまた、人と分かち合えない苦労を抱えているので、そう感じたのかもしれない。

「ありがとうございます。そうですね……女性ならではの苦労もあります……しかし、わたくしなどはまだまだ。レム様のほうこそ、なにか心配事がありそうなご様子ではありませんか」

「……どうして、そう思ったのですか？」

　レムが警戒して後ずさった。

　アリシアが両手を左右に振る。

「すみません、推測です。資料によれば、レム様は七体もの召喚獣を持つ有能な召喚術士だとか。それなのに、魔術師協会にも入らず、領主様にも仕えてらっしゃらないのは、なにか理由がおありなのだろうと思いまして」

「……なるほど。筋は通っていますね」

「レム様のことを詮索する気はありませんわ。わたくしはファルトラ市に起きている問題を解決するのが目的ですから」

「……はい」

「でも、レム様もファルトラ市の市民です。なにか力になれそうなことがあれば、遠慮なく相談してください。国家騎士の責務でもありますが、わたくしはレム様のような〝秘めた苦労〟を抱えている方が、とくに気になるんです。無理に秘密を話さなくても結構ですから」

「……そう……今は、お気持ちだけ頂いておきます」

　レムが拒絶したようにも見えるが、秘密があることは否定しなかった。それなりに信用したのだろう。

　アリシアが次にシェラへと視線を転じた。

「シェラ様、今回の件はいろいろ大変だと思いますけど、みんなが幸せになれるよう一緒にがんばりましょう！」

「うん！　そうだね、一緒にがんばろう！」

　シェラが満面の笑みを浮かべた。

　それから、シルヴィには「陛下からの見舞金です」と革袋を渡す。開くと、金貨が入っていた。魔族グレゴールにより、冒険者が何名も亡くなったからだろう。




　ディアヴロは顔に出さないように努力しつつ、驚嘆した。

　──こいつ、コミュ力、すんげえなあ！

　優しいだけではない。

　レムに対しては事情を知らないなりに理論的に協力を申し出た。

　反対に、シェラにはわかりやすく簡単な言葉を選んだ。

　シルヴィには立場に合わせた持参品だ。

　隣室で会話を聞いていたのかもしれないが、初めて会った相手なのに、それぞれに対応を変えられるなんて。

　アリシアがディアヴロを見つめてくる。

　なかなかの美人だ。メガネの奥の瞳に吸いこまれそう。

　しかし、ガルフォードと対たい峙じしたときとは別種の緊張を感じた。

　誤魔化すように鼻を鳴らす。

「ふんっ……なにか言いたいことがあるのか？」

「ぜひ、ディアヴロ様に、お礼を言わせてください」

「礼だと？」

「ファルトラ市に現れたグレゴールという魔族を退治して、魔術師協会会長セレスティーヌ・ボードレール様を救ってくださったこと。それと、ウルグ橋きよう砦さいに来襲した一〇〇体の魔族を撃退してくださったこと……国民の安全を預かる国家騎士の一員として、感謝と尊敬の念を禁じ得ません。本当にありがとうございました」

　こんなふうに真正面から礼を言われると、どうにも居心地が悪かった。

「あー……あれは……魔族が我に刃向かったから滅しただけのこと。人族の命なんぞどうでもいいことだ」

　──あ、〝命なんぞどうでもいい〟は言い過ぎたか。

　言ってしまった言葉を後から反省することが、よくある。ディアヴロは会話が苦手だった。

　しかし、アリシアは気にしていない様子だ。

「そうですね。ディアヴロ様に助力など必要ないとは思いますが、わたくしは陛下に顚てん末まつを報告する義務があります。どうぞ、近くに居ることをお許しください」

「……好きにしろ」

　そう言われてしまうと、他に返しようがない。

　国家騎士はエリートだ。家柄も能力も、平均的な人族よりずっと上だろう。

　それなのに、混魔族デイーマンで冒険者のディアヴロにも礼を尽くすとは……

　これが〝コミュ強〟というやつか。

　恐ろしい。

　油断したら、ディアヴロの魔王ロールプレイが、たんなる演技であることを見破られてしまうのではないか？

　今までで一番の強敵かもしれない。

　しっかり脅して、あまり話しかけてこないようにしておこう、と思った。

　ことさら低い声で言う。




「死にたくなければ、うかつに話しかけぬことだ」




　アリシアが驚いたように目を見開く。

　これで怖がるかと思いきや、彼女は深くうなずいた。

「覚悟しておきます……ディアヴロ様は国家規模の脅威から民衆を守れるお方ですから、貴方の怒りが収まるのであれば、この命を惜しいとは思いません」

「え……」

　ディアヴロは言葉が出てこなかった。

　レムとシェラが啞あ然ぜんとして顔を見合わせる。

　シルヴィが肩をすくめる。

　ガルフォードが咳せき払ばらいをした。

「そう簡単に死なれては困るな……私が陛下に[image: ]られる。アリシア・クリステラは公爵家令嬢で、騎士学校を首席で卒業した才媛で、国王陛下のお気に入りだ。本来ならば、冒険者なんぞに同行するのは絶対に許さぬところ……が、あいにく私は国家騎士に命令する権限を持たない」

「すみません、ご迷惑をおかけいたします」

　アリシアが頭を下げた。

　──ただの国家騎士ではない、というわけか。

　ガルフォードが机の上にあった小さなベルを鳴らす。

「そろそろ、会議の時間なので失礼する」

　出入り口の扉が開いて、来るときに案内してくれた執事が、再び恭しく頭を垂れた。

　帰れ、ということか。

　もう充分だろう。

　エルフたちの居場所と規模と、クエストの期限。それと領主の考え。情報収集としては満点に近かった。

　具体的な対策が決まっていない、という問題を除けば。
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　領主の屋敷を辞して、中央地区を歩く。

　南側の門を出たところで──シルヴィが少し離れた。

「じゃあ、ボクは冒険者協会に戻るよ。寝床に困ったら、いつ来てもいいからね？」

　シェラが声をあげる。

「あの！　ありがとうございました！　あたしもなんかできること、がんばる！　戦争なんて起きないように！」

「うんうん、ボクは冒険者協会の役割として、依頼主と冒険者の繫つなぎをしただけだから、お礼を言われるようなことはしてないけど。まぁ、戦争は嫌だから、ディアヴロさんには期待してるかな」

「うん！　ディアヴロなら、きっと大丈夫だよね！　あ、もちろん、あたしもものすごくがんばるから！」

　シェラが両拳に力をこめた。

　──そのディアヴロが、どうがんばったらいいのか、今、すっごい悩んでるけどね？

　期待されている。

　しかし、自分は魔術師であって軍師ではない。戦争を回避する方法なんて、そうそう思いつかなかった。

　そういえば──とシルヴィが思い出したように、ディアヴロの近くに来る。

　手招きされた。

　しゃがめ、ということか。身長差が大きいから、お互いに立っていると、内緒話もできない。

　腰をかがめると、シルヴィが耳元に唇を寄せてきた。

「あのね……気づいてると思うけど……ずっと監視してる人たちがいるでしょ？」

　──どこに!?

　気配もなにもない。

　中央地区など、そう人通りが多くない場所も通ったが、まったく気づかなかった。

　画面右上にレーダーが欲しいぞ！

　しかし、ここで素直に〝まったく気づいてませんでした〟なんて格好悪い。魔王っぽくない。

　さもつまらない事のようにつぶやく。

「……そのようだな。くだらん真似をする」

「あれは領主が放ってる監視役だから、ケガとかさせないようにね？　守る必要はないけど追い払わないでね？」

　そんなことはしない。しかし、魔王なら〝目障りだ〟とか言って攻撃しそうではあった。

「ふんっ……俺が手をくだす価値もない」

「それならいいけど！　んじゃね。ボクはこれで！」

　シルヴィが、ひらひらと手を振りながら、冒険者協会へと帰っていった。

　駆けていく姿は、遊び場から家に帰る子供──にしては、ちょっと露出が多すぎる格好だけれども。事案発生である。

　なんにしても、すぐ見えなくなるほど速かった。

　レムが静かに言う。

「……シルヴィは、いい人ですね。あまり話したことはありませんでしたが」

「そのようだな」

「……わたしはファルトラ市が嫌いではありません。最前線だからこそ、人と人が支え合って、活気があって、生きている感じがします。この街で人族同士の戦争なんて起こさせたくありません」

　シェラも元気よく同意して、アリシアもうなずく。

　まったく同感だ。

　しかし、平和大好きな魔王というのも、ちょっと変なので黙っておいた。

　──待てよ？　ここでシルヴィがパーティーから離脱か。やばいな。

　襲撃者に対処する手段がなくなった。

　彼女の《拘束バインド》の魔術は強力だ。あれの代わりをアリシアに期待できるかはわからない。

　むしろ、ディアヴロが相手を殺やってしまった場合、目の前に国家騎士がいるわけで……即逮捕という可能性すらある。

　あの領主に温情を期待するのは無理だろう。

　──どうやって、襲撃者を撃退するか？

　エルフと戦うことになった場合も、同じ問題があった。

　レムたちは戦争が嫌だと言っている。それは、ファルトラ市の者だけでなく、相手も死なせたくないという意味だ。

　そもそも、エルフたちはシェラの故郷の者たちなのだから。

　一〇〇体の魔族を相手にしたときのように《ホワイト・ノヴァ》をぶちかまして、灰も残さず消し飛ばすわけにはいくまい。

　──武器かな。

　ディアヴロは魔術師だが、レベル上限カンストの１５０であり、ＳＴＲ筋力やＡＧＩ敏捷は低レベルの戦士よりも高い。

　魔術は強すぎて使いにくいが、武器なら加減が利くのではないか。

　それと、大勢を相手にしたときにも便利だ。ＭＰ精神力を使わずに戦える。

　ＭＰ精神力が減ると気力が萎える。使い切ると、なにもやる気が起きなくなってしまうのだ。一日中ごろごろして、気がつけば腹が減ってて、日が暮れていたりする。

　戦争を回避する前に、まず自分の身を守らなければならない。

　ディアヴロは武器屋に行くと決めた。

「ついてこい」

　マントを翻して歩きだす。

　レムが慌てて、ちょこちょこっと隣に来た。

「……どこへ向かうのですか？　わたしは召喚主として、なにか行動する前に説明を求めたいのですが？」

　シェラが聞きとがめて、声を張りあげる。

「ちょっと!?　ディアヴロのこと、自分の召喚獣みたいに言うのナシでしょ！　召喚したのは、あたし！　あたしなんだからね!?」

　懐かしい流れだ。

　まだやるのか。

　アリシアが不思議そうな顔をしていた。

「あの……本当に、ディアヴロ様はレム様かシェラ様によって召喚されたんですか？」

「……召喚主は、わたしです」

「あたしだよ！　あたしが異世界の魔王を召喚しようって言ったんだから！」

「シェラ様は、どうして魔王を召喚しようと思ったのでしょう？」

「だって、一番強いのって、魔王でしょ？　あたし、強い召喚獣が必要だったんだ」

「恐ろしくはなかったのですか？」

「え？　召喚獣って、召喚主の言うことを聞くから平気じゃないの？」

「しかし……」

　現実には、《隷従の首輪》をつけているのはシェラたちで、魔王を自称するディアヴロが街を闊かつ歩ぽしていた。

　アリシアがシェラを質問攻めにする。

　どこで召喚したのか、どういう条件で召喚したのか。あれらも国王に報告するのだろうか。国家騎士というのは、意外と地道で大変な仕事だった。

　改めて、レムが尋ねてくる。

「……目的地はどこでしょうか？」

「まさか、いきなりエルフのいる森に行くの!?」

　アリシアの質問から逃げて、シェラも尋ねてきた。

　ディアヴロは笑う。

「その前に、まずは武器屋だ」

「「武器屋……？」」

　彼女たちの声が重なった。

「……なぜですか？　ディアヴロが持っているものより優れた杖つえは、この街の武器屋には置いていないと思いますが？」

「うんうん、っていうか、街の武器屋って剣とか槍やりとかしか置いてないよ？　魔術付与されてるものなんかないし」

「貴様らの基準で判断するな。俺には考えがあるのだ」

　襲撃者やエルフを相手にするために、手加減しやすい武器を買う──なんて、優しすぎて魔王っぽくない。

　本当なら一人で行きたいくらいだったが、今、シェラと離れるのはありえない。

　レムに案内させて、南地区にある商店街に向かった。

「まぁ、なんでもいいか」とシェラは楽しそうについてくる。

　アリシアは不平も疑問も口にせず、付き従っていた。
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　武器屋──

　ファルトラ市の南地区にある通りには、さまざまな商店が並んでいた。冒険者が必要なものは、だいたいこの周辺で手に入る。

　武器屋は石造りの建物で、店といっても前面が大きく開いていたりはしない。普通の家よりは戸口が広いが、重たいドアを開けて店に入る。

　店内は広々としていて、鉄の匂いがした。

　内装の目立つところに煉れん瓦がが使われている。たしか煉瓦は高級建材のはずだ。けっこう儲もうかっているのかもしれない。

　カウンターがあって店員がいて、その奥にいろいろな武器が置いてあった。

　店員に言って、一つ一つ商品を見せてもらう形式か。

　当然の警戒だろう。この世界は、二一世紀の日本と比べれば、あきらかに治安が悪い。

　まだ、こちらに来て半月も経っていないが、陳列棚に刃物が吊つるしてあるほうが不自然だと感じるくらいには慣れてきていた。

　店員はグラスウォーカーの女の子だった。

　バンダナを巻いていて、布の隙間から長いウサミミを出している。大人になっても外見が子供のままの種族なので、年齢は不詳だった。

　作業着として使われる丈夫な麻のシャツを着ている。下は見えないのでわからないが、いわゆる鍛冶師の格好だった。

　──この子って、ゲームにもいた武器屋のＮＰＣだよな？

　ゲームに登場していたキャラクターに、よく似ている。

　たしか、設定は鍛冶師の見習いか。

　武器屋をやってるドワーフの親方に憧れて弟子入りしたものの、なかなか金かな槌づちを持たせてもらえず、いつも店員をやらされている。そして、たまに隠れて鍛冶をしたのがバレて親方にどやされる。

　接客セリフに〝通常バージョン〟と〝どやされ後バージョン〟があったはずだ。




　ディアヴロは、カウンターの女の子に話しかける。

「武器を見に来た」

「うわあああん！　いっぱい素敵な武器を取りそろえてますよお！　アタシは一本も打たせてもらえてないけどねええええ！　ちくしょおおお！」

〝どやされ後バージョン〟だった。

　このあたりは、本当にＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリそのままだ。

　不思議なものだ。

　武器屋は他にもあるだろうし、レムやシェラはＮＰＣにはいなかった。シルヴィもだ。ゲームには冒険者協会会長なんて登場しない。

　クロスレヴェリの世界で、ディアヴロの知らないシナリオが進行しているような──そんな感じだった。

　どこまでがゲームと同じで、どこからがゲームと違うのか、まだ判然としない。

　武器屋の店員をなだめる方法なんて知らないので、ディアヴロはかまわずに欲しい武器の特徴を伝えることにする。

「聞け──街中で持っていても不自然ではなく、メンテナンスの手間がかからず、それなりに見栄えのする武器を探している」

「長剣じゃないですかねえええ！　素敵なのありますよ！　アタシが打ったものはないけどねえええ！」

「ふむ……やはり長剣か」

　ゲームで戦士系を選んで始めた場合、まず剣を買う。ＳＴＲ筋力の低い種族は短剣を買うが。

　変なクセがなくて扱いやすい。

　そこそこ強い武器が安価で買えるのも魅力だ。

　ちなみに、クロスレヴェリには職業クラスによる装備の制限がなかった。

　魔術師でも剣を使えるし、金属鎧よろいを着ることもできる。

　ただし、杖つえには魔術を補佐するものが多いが、剣にはないし、金属鎧も同じく魔術師に適した装備ではない。

　結局、能力値パラメーターで選べば、魔術師は杖とローブになる。

　しかし、なにごとも試してみないとわからないので──ディアヴロは剣や槍やりも試しに使ったことがあった。全くの素人ではない。ゲームの中では。

　ＳＴＲ筋力が強いのは実験済みだが、どのていどこの世界で剣が使えるかは、試してみないとわからなかった。

　レムが納得したようにうなずく。

「……なるほど。襲撃者を殺さずに撃退するための武器でしたか」

「ほえ？　どゆこと？」

「……シェラ、わかりませんか？　ディアヴロが魔術を使ったら、それなりのレベルの冒険者とてひとたまりもないでしょう。武器なら、寸前で止めることもできます」

「おお！　なるほどね！」

「……優しいのですね、ディアヴロは」

「本当だね！」

　レムとシェラが、いつもとは違う、仔こ猫ねこでも見るような目を向けてきた。

　否定してやりたかったが、うまい返しが思いつかない。

　ふんっ、と不機嫌そうに鼻を鳴らした。

　ディアヴロは店員に言う。

「剣にする。いくつか見せ──」

　途中で止まった。ディアヴロの目に、ある物が映ったからだ。

　それは奥の壁に立てかけられている武器だった。

　全長は二メートルほどはある。武器の種類としては槍やりなどと同じ長柄の一種だろう。

　先端から末端まで、真っ黒な鉄色だった。

　巨大な刃がついている。

　悪魔の片翼をそのまま鉄で形にしたような歪いびつで禍々しい刃だった。

〝大鎌〟

　ゲームやアニメで死神が持つような大鎌が、ディアヴロの視線を捉えて離さなかった。

　──かっこよすぎるッ！

　魔王っぽい。

　一瞬で魅了された。

　いつもなら性能値を見て、〝でも弱すぎるな〟と却下するが、今回は弱いほうがいい。むしろ、弱くないと困るのだ。

　あの大鎌は見るからに〝外見重視の趣味装備〟だった。

　ディアヴロは壁にかかっている鎌を指さす。

「あれを見せろ」

「……どれですかねえええ……え？　はい？　あれって……あの戦鎌ウオーサイズ？」

「そうだ」

「……あれって、アタシが打ったんだけど、バランスが悪いし、切れ味も悪いし、デザインも悪趣味だしで親方に〝うちはオモチャ屋じゃねえぞ！〟って怒られたばかりの逸品ですが、なにか？　笑いものにするなら、よそ行ってくれます？」

「あれをくれ」

「お客さん、正気!?」

「わからんのか？　あれこそ俺にふさわしい」

「でもお客さん、〝街中で持っていても不自然ではなく、メンテナンスの手間がかからず、それなりに見栄えのする武器〟を探してるんでしたよね？」

「うむ」

「あれって、街中で持っていたら不自然だし、刃は使うたびに研がないといけないし、見栄えっていうか趣味が悪いですよ？　言ってて涙が出てきた。高度な嫌がらせかなあ？」

「ふんっ……貴様は考えが浅い」

「え？」

「よく考えろ。俺の姿で、あれを装備して、それでも不自然だと思うか？」

　店員の女の子が黙りこむ。

　そして。

「自然だ────!?」

「であろう。もともと、刃を当てぬよう使うからメンテナンスは必要ない。それに、俺が持てば悪趣味ではないしな」

「刃を当てないなら、なんで鎌!?　って気もするけど、そのとおりです。お客さんの風貌だと見栄えする……っていうか、なんでそんな魔族みたいな格好してるんですか？」

「詮索するな。とにかく、あの戦鎌ウオーサイズは俺にこそ相応ふさわしい。あれを俺に売るがいい。文句はあるまい？」

「た、たしかに……お客さんほど、あの悪趣味な戦鎌が似合う人はいない……よ、よし、わかった！　アタシも鍛冶師だ！　見習いだけど！　自分の打った武器をここまで必要とされちゃあ譲らないわけにはいかないですよねえええ！　ぶっちゃけ処分に困ってたところだし材料に使った鋼鉄の代金だけでいいよ！　銀貨一枚！」

　安すぎだった。

　しかし、このあと道具屋に行こうと思っていたので、出費が少ないのは助かる。

　先日、セレスのお使いクエストを達成したため、いくらか報酬はもらっていたが、ずっと寝て過ごしたせいで所持金は心許なかった。

　魔族グレゴールから助けた謝礼の話もあったが──ＭＰ精神力切れの無気力状態だったので、面倒だからと断ってしまったのだ。

　ポーチから革袋を出して、そこから銀貨一枚を支払った。

　ちなみに、銀貨一枚は四〇〇〇Ｆフリスになる。《安心亭》の一泊に夕飯をつけたら、それくらいだ。

　普通の長剣なら、最低でも二〇万Ｆフリスは必要だった。

　女の子が大切そうに一枚の銀貨を握りしめる。

「は、初めて……売っちゃった……アタシの打った武器……あ、お客さん、ありがとう！　すぐ持ってくるから待っててね」

　戦鎌ウオーサイズを重そうに、うんうんとうなりながら持ってきた。

　受け取る。

　──なかなか重いな。

　ディアヴロのＳＴＲ筋力は高いはずだが、それでも、ずっしり来る。

　刃が厚すぎて、柄が長すぎる。

　よく見れば、刃が波打っており、これで斬られたら傷跡は酷いことになりそうだった。さぞ切れ味が悪いことだろう。

　棍こん棒ぼうのように使うのが妥当か。刃を当ててしまわないようにだけ注意しよう。

　──ゲーム内だと、どんな性能だったかな？

　ディアヴロは、ほぼ全ての武器を記憶している。対人戦のとき、相手プレイヤーの装備を外見だけで把握する必要があるからだ。

　とくに、こんな見た目なら、ネタ装備といえど覚えているはず……

　思い出した！

　クロスレヴェリでの名前は《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》だ。

　店売りの品ではない。二年前の期間限定イベントで実施されたクジ引きの、ハズレ──それがこの戦鎌の扱いだった。

　情報交換サイトでの渾あだ名なは『産さん廃ぱい大おおハズレ鎌がま』という……

　ディアヴロが支払った銀貨一枚を眺めてニコニコしている女の子に、ちょっと申し訳なくなる。

　自分くらいは、しっかり使ってやろう──と思うディアヴロだった。

　ひさびさの装備変更だ。

　しかも、見た目を優先だなんて、初めてかもしれない。

　ぶんぶん、とディアヴロは戦鎌を振る。

　ふと気づくと、レムがドン引きしていた。

「……それが……欲しかったのですか？　ディアヴロがいいならばいいのですが……その、なんと言いましょうか」

　アリシアはノーコメント。

　シェラが楽しそうに声を弾ませる。

「ますます、悪い人って感じになったねー」

「うっ……むっ……そう、だな」

　反論はできなかった。

　ディアヴロは〝怪しさ〟のパラメーターが、ぐーんと上がる装備を手に入れたのだった。
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　装備している《魔王の指輪》は魔術を反射する。

　それは、相手の攻撃魔術だけでなく、ダメージを治癒する魔術も同じだった。

　ディアヴロは回復をポーションに頼らなくてはならない。

　仲間がいれば、ポーション職人に作ってもらうこともできるが、魔王ロールプレイをやっていたせいで、信用できる仲間などいなかった。

　結果、ポーションを自分で作る必要があり、ディアヴロはサブクラスに《調合師》を取っている。

　この世界でも、魔術師として元素魔術が使えた。きっと調合もできると信じて、材料を仕入れてみるべきだろう。




　道具屋──
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　南地区の商店街の一角にある古びた建物だ。

　壁は他の建造物がそうであるように、石を積み上げたものになっていた。

　この店も扉が閉じられており、大きな扉を引き開けて入る。

　いくつも棚が並んで、狭く感じられた。

　明らかにこの店に置くには多すぎる分量の商品が、棚に押しこまれている。見知った物から、そうでない物まで、いろいろなアイテムがあった。

　説明書きどころか、商品名すらない。

　──そういえば、中世中期って識字率が半分以下か。

　冒険者の大半が自分の名前くらいしか読み書きできないとなれば、文字での説明など用意するだけ無駄だ。商品の前に値札だけが貼られていた。

　レムが尋ねてくる。

「……道具屋にも用があるんですか？　あんなにも強いあなたがアイテムなど必要とするのですか？」

「うんうん、ディアヴロってポーションとか飲むように見えないよ？」

　シェラが同意するようにうなずいた。

　回復ポーションは作る手間と材料費が必要となる。だから、周りが回復魔術を使えるようなレベルになると、自然と使わなくなっていく。

　上位の冒険者ほどアイテムに頼らない。

　──まぁ、魔王がポーションを使う姿は想像しにくいだろうな。

　ゲームでラスボスが回復ポーションを飲みはじめたら、なんというか……絵的に醒める。

　魔王のイメージを大切にするか、実益を取るか。

　一応、悩みはした。

　しかし、もう結論は出ている。

　準備する時間があったのにポーション切れで負ける──そんなのは、死ぬほど悔しい。

　まずゲーマーとして悔しい。

　なにより、負けたらエルフたちから、シェラを守ることができない。

　レムの中に封じられている魔王クレブスクルムを倒す約束も破ることになる。

　この世界は、負けたら終わり。再挑戦はできない。

　絶対に負けられない戦いが、ここにある。──そう、かけ声だけでは勝てないのだ。充分な準備と戦力だけが勝利を引き寄せる。

　そして、ディアヴロの魔術が優れていることは、もうレムとシェラには理解されているし、アリシアも承知しているようだ。ポーションの材料を買うところを見られたとしても、威厳が致命的に損なわれることはない。

　ない、といいな。

　やや気弱になりつつも、ディアヴロは店の奥へと進んだ。




　やけに古びたボロボロの木製テーブルがあった。

　そこに座って本を読んでいる少女がいる。

　──これも知ってるＮＰＣだな。

　まだ幼いドワーフの女の子だった。

　子供のドワーフは犬耳と尻尾がある以外は、人間ヒユーマンの子供と大差ない。この子はチワワっぽい犬耳で、三角形で大きかった。

　ドワーフの女性は成長すると、背は低いままだが、顔つきは大人びたものになり、胸も大きくなるのが特徴だ。

　この女の子は、〝祖母の留守に店番をしている孫娘〟という設定だったか。

　懐かしさを覚えながら、ディアヴロは話しかける。

「必要な物がある」

「あ、いらっしゃーい。あ、でもね、うんとね、おばあちゃんまだ帰ってなくってー……んー……でもいっか。買い物、できるよ？」

　ほぼゲームどおりのセリフだった。

　彼女の祖母は、ゲーム内で帰ってきたことは一度もないらしい。これについて〝出先で死んでしまった説〟や〝捨てられた説〟や〝俺がおばあちゃんだ説〟など、いろいろな考察がなされていた。

　答えなど出ないネットの雑談だ。

　──しかし、これは長年の疑問に答えを得る好機ではないか？　ゲームでは商品を購入する以外はできないことが、この世界ならできる。この子に質問することも。

　嫌な説が頭を過ぎった。

〝祖母が亡くなったことを受け入れられなくて噓うそを信じこんでいる説〟

　もしも無遠慮に質問して、店番の子の精神に深い傷を与えてしまったら、フォローのしようもない。

　やめておこう。解き明かされない謎があってもいい。

　ディアヴロは《初級ＨＰ生命力回復ポーション調合》に必要な材料の名前を挙げていく。

「《山やま咲ぶき草そうの葉》と《緑の天然水》はあるか？」

　店番の子は考えるように唇に指を当てる。

「んー……あるよー」

　ゲームだと、この二つを合成すればＨＰ生命力回復ポーションができあがる。

　ふとディアヴロは思いつく。

「ポーションを入れる瓶のようなものはあるか？」

　ゲーム上には存在しないアイテムだった。

　しかし、この世界で薬草と水を混ぜ合わせれば容器まで出来上がる、なんてことはありえないだろう。

　店番の子は先ほどと同じようにして答える。

「んー……あるよー」

　──やっぱり、あったか。

　ディアヴロは内心で安あん堵どの息をついた。

《調合》の材料を買っておいて容器を忘れたら、魔王なのに〝うっかり者〟のイメージがついてしまうところだ。格好悪いことにならなくて本当によかった。

「では、それらを……九つずつ売ってくれ」

「……ちゅーとはんぱな数だね」

　ゲームだと同じ種類のアイテムは九個までが一つのスロットにまとめられる。だから、アイテムを買うときには九個までという癖がついていた。

　現実的に考えると、たしかに中途半端だ。

　しかし、今さら訂正するのも間が抜けている。

「ククク……この数の意味は、小娘にはわかるまい」

「んー……わかんない」

「そうだろう……だから九個ずつよこすのだ」

「わかったー」

　女の子がテーブルに本を置いて、店の中を駆け回る。

　ものすごい量の商品、それぞれの位置を把握している様子だった。

　ゲームでは話しかけて金を払うだけで買い物ができるが、実際には〝商品を持ってくる〟という手間が必要だ。

　──道具屋も大変だなぁ。

　彼女のおばあちゃんが一日も早く帰って来ますように、と願わずにはいられなかった。

　しばらくして、店番の女の子が戻ってくる。

　木の籠に《山咲草の葉》と《緑の天然水》と、それから試験管のような筒が九個ほど入っていた。

《山咲草の葉》は手のひらサイズの大きくも小さくもない葉っぱで、鮮やかな黄緑色をしている。

　紐ひもで束ねられており、女の子が一枚だけ抜いた。

　どうやら十枚で一束らしい。わざわざ九枚だけ買う客は珍しいことだろう。

《緑の天然水》は樽たるから革袋に目分量で移していた。一〇〇mlで一個分といったところか。

　あとは、試験管のような筒だが、これは《ポーション缶》といって金属製の水筒のようなものだった。

　コルク栓がついている。

　──とりあえず、《調合》を試すぶんには充分かな？

　正直、初級ＨＰ生命力回復ポーションでは、ディアヴロの体力の１％すら回復しない。

　アイテムの効果は一定なので、レベルが上がると初歩的なアイテムは効果が感じられなくなってしまうものだ。

　せめて上級ＨＰ生命力回復ポーションが欲しい。それが九個あれば瀕ひん死しからでも完全回復できる。

　さらに回復量の多いものや、ステータス上昇効果のあるポーションは、作るのに希少な材料が必要となるレア・ポーションだった。

　ゲームでは、《調合師》のレベルも最高にしてある。材料さえあれば何でも作れるはずだった。

　この世界では調合を試したことがないので、不安ではあるが。

　──本当はＭＰ精神力回復ポーションが欲しいんだけど。

　ＭＰ精神力回復ポーションは、ＨＰ生命力回復ポーションに比べるとレア度の高い材料が必要だった。この世界では、どうだろうか。

「《皇こう帝てい人にん参じんの根》と《霊れい山ざん湧わき水みず》はあるか？」

「んー……そんな珍しいの、ないよー」

　店番の子が首を横に振った。

「この辺りでも手に入る材料ではないのか？　《人ひと喰くいの森》の奥地で採れるはずだ」

「んーとねー……採れるけど、すっごい危ないから冒険者協会に依頼してもなかなか受けてくれないんだよ？」

「む……なるほど」

　思い出してみると、ゲームにも材料の採集クエストがあった。

　ゲームだと誰もクエストを受けなかったとしても、道具屋が品切れを起こすことはない。しかし、当然ながら現実では物流が滞るのだった。

　仕方がない。さすがに《調合》ができるかわからないのに材料を探しに行く気にはならなかった。

　ディアヴロは店番の子に告げる。

「会計してくれ」

「んー……わかったよー……えっと……全部で九〇〇〇Ｆフリスかな」

「けっこうするな」

　この世界は、冒険者たちのレベルは低いが、物価はゲームと同等か、むしろ割高なくらいだった。

　それも仕方がないことだ。

　ゲームでは帰還魔術が普及していた。採集クエストは片道で済ませられる。

　しかし、この世界だと、帰還魔術は存在するものの一般には広まっていなかった。神族が使えたという神話が残っていたり、王都の魔術師は使えるという噂うわさ話ばなしくらいだ。

　そのうえ、ゲームだと目的地まで五～六分と戦闘数回で済むが、この世界では往復で半日はかかるうえ、数回は命の危険がある。

　採集してきた冒険者がどれほどお人好しでも、安くは売らないだろう。

　ディアヴロは銀貨三枚を出した。

　銀貨三枚は一二〇〇〇Ｆフリスだから三〇〇〇Ｆのお釣りになるが……銅貨だと三〇枚だ。こんなときは、銀貨を半分に切った半銀貨二〇〇〇Ｆで返されることが多い。

　現代日本だと通貨を加工するのは犯罪だ。紙幣がない時代ゆえのおおらかさ、だと思う。

　半銀貨一枚と銅貨一〇枚を返される。

「んー……それじゃ、お釣りは三〇〇〇萬Ｆねー」

「うむ」

　お釣りに〝萬まん〟をつけるあたりに、おばあちゃん子っぽさがあった。下町の駄菓子屋みたい。




　──さて、どう持って帰るか？

　材料を買ったはいいが、けっこう重たい。

《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》と《天てん魔まの杖つえ》を持っているうえに、この荷物では、魔王というより行商人だった。

　アリシアが進み出る。

「わたくしが持ちましょうか？」

「待て、試してみる」

　ゲームでは、ポーチに三〇スロットまでのアイテムを入れられた。

　ちなみに、スロット数はゲーム開始時は一〇までで課金によって増える。リアルマネーマジックポーチなのだ。

　五スロット一五〇〇円……

　つまり、完全解放まで六〇〇〇円という、重めの課金が必要である。

　──どうだ!?　俺の六〇〇〇円!?

　腰のポーチに《緑の天然水》の革袋を押しこんでみる。

　普通なら、絶対に入らないだろう。サイフとスマホくらいしか入らなさそうなポーチに水１Ｌの革袋だ。

　レムとシェラとアリシアと、そのうえ店番の子が、不思議そうに見ている。

　するするっと入った。

「さすが、六〇〇〇円だな！」

　思わず口に出してしまうと、レムが「〝ロクセンエン〟とは、なにかの魔術ですか？」と首をひねった。




　──ん？　〝ロクセンエン〟は意味が通じないのか。でも〝ロクセンフリス〟は通じるんだよな。

　ディアヴロはリフェリア王国の文字が読めない。しかし、会話はできる。

　どういう仕組みなのか？

　そもそも、自分は何語で話しているのかわからない。

　世界観的には中世ヨーロッパっぽいし、ラテン語か？　けれど、ここは異世界だ。

　このあたりは、そのうち考察するとしよう。




　念のため、《緑の天然水》の革袋を取り出してみる。

　問題なかった。外見は小さなポーチなのに、まるで中は大きなリュック──いや、物置くらいの広さに感じる。

　そして、手を入れれば意図したものに指先が触れるのだ。

　これは便利。

《山咲草の葉》の束と、《ポーション缶》も次々と放りこんでいく。

　入った。

「「「おおー!?」」」

　見ていた四人から驚きの声があがった。

　レムが声を震わせる。

「……なんですか、それは？　そんな不思議なポーチは見たことも聞いたこともありません」

　シェラが、ぽんと手を叩たたいた。

「あ、それ知ってるよ！　うちの宝物庫に似たのがあった！」

「ほう？　エルフの国にもあるのか？」

　まさか課金制度があるわけじゃないと思うが。

「あたしが見たのは《百の矢筒》っていって、いくらでも矢が入る矢筒だよ！　子供の頃に試してみたら九九本しか入らなくって、一足りない残念！　ってなったけど」

「……普通の矢筒は六本くらいです。充分に驚異的な秘宝かと」

　レムが呆あきれ声をあげた。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの装備には《矢筒》があり、ポーチとは別に矢を入れておくことができる。

　矢をポーチに入れると九本でスロットを一つ埋めてしまうが、矢筒に収めれば九九本まで所持できるのだった。

　射手ならば、誰でも矢筒を持っていたが……

「それは希少な物なのか？」

「珍しいよー。たぶん世界に一個しかないんじゃないかな？」

「ふむふむ……」

　クロスレヴェリにあった物品は、だいたいこの世界にもある。しかし、希少性は段違いのようだ。

「まぁ、我が宝物庫を開けられれば、さらに無数の秘宝を見せてやれるのだがな」

　ポーチとは別に、ゲームでは《倉庫》が使えた。

　容量はポーチの何倍も大きく、おそらくクロスレヴェリに実装されている全種のアイテムを並べても、なお余る。

　ディアヴロはどんなクズなアイテムでも一種類一個は保管して、コレクションしていた。

　ゲームなので、〝ある街の倉庫に仕舞ったアイテムを別の街の倉庫から取り出せる〟という便利な仕様になっている。

　倉庫の物が取り出せれば、ポーションの備蓄は潤沢だし、レムやシェラに自分が使っているのと同格の装備を与えることもできた。

　しかし、今のところ倉庫の手がかりはない。

　本来ならファルトラ市の西門の近くに専用の窓口があるはずなのだが、見かけなかった。

　宿屋の部屋にもない。

　転移魔術のようなものだから、なくて当然だろうか。

　──あるいは、俺の拠点なら？

　クロスレヴェリには一定以上の戦果を挙げたプレイヤーに、固有の土地が与えられた。それをＰｖＰで奪い合うというのもゲーム仕様のうちだ。

　ディアヴロは、その固有空間に魔王っぽいダンジョンを作りあげていた。

　場所はファルトラ市から、かなり離れている。

　しかし、一度くらい行ってみてもいいかもしれない。

　まだなにがゲームと同じで、なにが違っているのか判然としていないのだから、もしかしたら自分のダンジョンやコレクションが、この世界にあるかもしれなかった。




　ディアヴロは荷物をポーチに収めて、宿屋に帰ることにした。





†






　南地区の商店街から、西通りの《安心亭・夕暮れ店》を目指す。

　雑多な人種の入り乱れる人混みのなかを歩くのにも、だいぶ慣れてきた。

　──最初は気になるものが多すぎて、すぐ疲れてしまったけど、もう休日の秋葉原を歩くていどの大変さだな。あれ？　けっこう大変だな。

　まだ空は明るいが、もうすぐ夕飯の時間だろう。

　母に手を引かれた子供や、帰宅する男たちとすれ違ったり、追い抜いたり、追い越されたりする。

　平和な景色だ。

　ふと、レムが不安げに言う。

「……こんなにのんびりしていて大丈夫なのでしょうか……いえ、ディアヴロに深慮遠謀があるとは思うのですが」

　シェラがうなずく。

「なんか、焦るよね……とくに……あたしは、あたしが原因なのに、お買い物とかしてていいのかな？　って」

　街の平和な様子を見て、逆に戦争が迫っている事実に押し潰されそうなのだろう。

　しかし、今は手立てがない。

　いくつか考えてはいるが、確実といえる作戦はない。そのため、あれこれ準備を進めている最中だった。

　ディアヴロは彼女たちの不安を軽くしたいと思う。

　自分は口下手で、うまく話すことができない。

　しかし、〝魔王ならば〟と考えることで、いつもなら言えないことを言うことができた。

「悩む必要などない。この俺が力を貸すと言ったのだ……全て任せておくがいい」

　素の自分が言ったら恥ずかしくて死んでしまうくらい自信に満ちた言葉だ。

　シェラが嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

　少しは元気が出ただろうか。

「うん！　ディアヴロがいるもんね！　レムもアリシアさんだっているし。きっと戦争なんか起きないよね。あたしは、もう暗い森をひとりぼっちで怯おびえながら逃げてた頃とちがうんだ。仲間がいるんだよね！」

　レムが嫌そうな顔をした。

「……わたしは別にシェラの仲間というわけではありません。ディアヴロと行動を共にしていると、なぜかあなたが近くにいるだけです」

　落ち着きなく黒くろ豹ひようの尻尾が揺れる。きっと照れ隠しの言葉だろう。

　おしゃべりしながら、並んで歩いていた。

　先頭はディアヴロであり、その後ろにレムとシェラが並んで、一番後ろにアリシアだ。

　そのアリシアが声をあげる。




「何をするのです!?」




　ディアヴロは慌てて振り返る。

　すぐ後ろに、宿屋で襲撃してきたグラスウォーカーの双子がいた。

　双子はシェラを引きずり倒して、担ぎあげる。

　子供のように見えるが、年齢はわからない。そして、ＳＴＲ筋力も戦士系なら充分に強いものだった。

「やあ!?　は、放して！」

　シェラが悲鳴をあげるが、おかまいなしに運んでいく。

　──こんな街中で襲ってくるとは！

　森に潜むエルフすら見つけるシェラだが、人族が多い街中だと近づいてくる者が害意を持っているかどうかまではわからない。

　そのために、アリシアが警戒して一番後ろを歩いていてくれたのだが、人混みで隊列を維持したまま歩くのは無理だった。

　わずかに離れたところを狙われたらしい。

　アリシアが剣を抜く。

「国家騎士です！　そこのグラスウォーカーたち、止まりなさい！」

　止まれと言われて止まらないのは、異世界の犯罪者たちも同じだった。シェラをエルフたちのところへ連れて行けば一億Ｆフリス──一生ぶんの収入に匹敵する懸賞金が得られるのだ。

　双子が走って行く先には、馬車が待っていた。

　さすがに街中を馬車で逃げられては、ディアヴロでも追いつけるか怪しい。

　かといって、魔術は使えない。

　この場所には、たくさんの市民がいて、まだ騒動が起きていることに気づいていない者たちもいた。彼らは冒険者ですらない一般人だ。魔術に巻きこんだら負傷では済まない。レムの召喚獣も危険だった。

　ディアヴロはグラスウォーカーたちを追いかける。

「馬車に乗る前に押さえる！」

「「はい！」」

　レムとアリシアが続いた。

　その眼前に、戦斧ウオーアツクスを持ったドワーフと、屈強な豹ひよう人じん族ぞくが立ちふさがる。

「おっとぉ！　通すかよ！」

「しばらく我らと遊んでもらおうか！」

　こいつらも宿で襲撃してきた冒険者たちだ。

　ディアヴロは舌打ちした。

「どいていろ！」

　手にした戦鎌ウオーサイズを振るう。

　──骨の一本や二本は覚悟してもらおうか！

　鋼鉄の柄がしなった。

　身構えている豹ひよう人じん族ぞくの肩に、思い切り鉄てつ棍こんがめりこむ。

　メキメキと音をたてて、肩を砕き、豹ひよう人じん族ぞくの拳士を吹き飛ばす。隣に並んでいたドワーフまで、まとめて薙なぎ払はらった。

「ごあぁぁぁぁ!?」

「なんだとお!?」

　襲撃者の二人が折り重なるようにして、地面に倒れ伏す。そのときには、さすがに周りの人たちは離れていた。武器を出した者たちを見て、ぼけっと見物している者が生き残れるほど暢のん気きな世界ではない。

　地面に倒れたドワーフと豹ひよう人じん族ぞくが声を絞り出す。

「つ、強すぎる……魔術師じゃ、なかったのか……よ……？」

「不覚……」

　言いつつも連中は立ちあがった。やはり一撃で仕留めるのは無理か。

　アリシアが足を止める。

「こちらは、お任せください！」

　気が利くやつだ。

　なんにしても、襲撃者たちを押しのけつつ、殺さずに済んだ。ディアヴロのＳＴＲ筋力と《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》の相性はちょうどいいようだった。手加減武器としては悪くない。

　騒ぎに気づいて、街の人々が通りの端へと避難する。

　邪魔者はいなくなった。

　ディアヴロは全力で走る。この世界に来て初めて全力を出した。

《漆しつ黒こくの虚うろ》は身体能力値パラメーターを上昇させる。そのうえ、レベル１５０の肉体だ。混魔族デイーマンの魔術師とはいえ、ＡＧＩ敏捷は人族の限界を超えていた。

　まるで下り坂を自転車で飛ばすかのように、ひと蹴りごとに加速していく。周囲の景色が背後に飛んでいった。

　双子の片方が声をあげる。

「あいつ速いよ、兄さん！」

「速いな、弟よ……加速の魔術か？　だが、もう馬車に……逃げ切れる」

　──絶対に追いつく！

　周りで見るばかりの群衆のなかから、何者かが現れる。




　黄金の鎧よろいを身にまとった戦士が、双子の前に立った。




　兜かぶとを着けているので顔はわからない。体型からして人間ヒユーマンか。

　黄金鎧の戦士が腰の長剣を抜いた。

　一いつ閃せん！

　長剣の鋒きつさきが、まるで消えたように見えた。

　あまりにも速い二連撃──武技《ダブルスマッシュ》だ。右からの斬りつけと、左からの斬りつけが、ほぼ同時に放たれていた。

　双子がうめく。

「に、兄さん……」

「ぐぅ、もう少し……だったのに……」

　バタリバタリ、と双子が同時に倒れこんだ。

　シェラが地面に落とされ、尻餅をつく。

「痛あっ!?」

　その間にディアヴロは追いついて、黄金鎧の人物と対たい峙じした。

　助けられたのか？

　しかし、敵の敵は味方──とは限らない。警戒はしておく。

　まずは名前を尋ねておこう。

「貴様、何者だ？」

　くくく……と兜の奥から、低い笑い声があがった。

　黄金鎧の戦士が顔を見せる。

「親と友もよ、どうやら、この俺のあまりのレベルアップに驚いているようだな？　そうだろう、そうだろう！　先日の魔族との戦いで剣も鎧もダメになってしまったから、全て新調したんだ。どうだい、この黄金の鎧！　格好良いだろう！」

　──こいつだったのか。

　黄金鎧の戦士が高らかに名乗る。

「我が名はエミール・ビュシェルベルジェール！　すべての女性と、女性の味方の味方である！」
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　ファルトラ市の南地区と西地区の境──

　エミールの仲間の冒険者たちが、襲撃者四人を拘束していた。

　襲撃者たちが用意した馬車も確保して、今は押おう送そうの準備をしている。

　仲間が近くにいたことといい、拘束の道具や手際といい、まるで誰かを捕縛するために準備してきたかのようだった。

　ディアヴロは、エミールに尋ねる。

「よく通りかかったものだな？　偶然か？」

「偶然ではないぞ親と友もよ。俺様は困っている女性の居場所が匂いでわかるのだ！」

　レムとシェラが、彼から三歩ほど遠ざかった。

　アリシアだけは笑みを浮かべて、ディアヴロに並んでいるが。

　ディアヴロはため息をつく。

「国家騎士に捕まるような真似はするなよ？」

「も、もちろん、冗談だ！　実は冒険者協会で、シェラちゃんにキイラ王子から懸賞金がかけられていると聞いてな」

「くだらぬことをする」

「人ひと攫さらいなんて重罪だが……懸賞金は１億Ｆフリスだ。とんでもない金額さ。こいつは大変だと仲間と一緒にシェラちゃんを探しておったのさ」

「ほほう？　つまり……貴様もシェラの懸賞金が目当てか？」

「そんなわけがないだろう！　俺様は女性の味方だ。シェラちゃんが悲しむようなことは断じて許さん！　馬鹿者どもからシェラちゃんを守るためだ！」

　そういうことか。

　エミールについては信用してもいいだろう。

　自分の命よりも女性を守ることを優先できるやつだ。

　ディアヴロはうなずいた。

「上々の働きだ」

「ふふ……俺様としては、このあいだの礼をすべく貴様の助けとなろうとしているのだ。あのポーションはすごかったぞ。たちどころに、あらゆる傷が治ったうえに三日三晩眠気もなく元気なままだったからな」

　ディアヴロがエミールに与えたのは、ＨＰ生命力全回復と能力値パラメーター上昇に加えて、一定時間の状態異常バツドステータスを無効化するという最上級ポーションのひとつだった。

　眠らなくて平気だったのは、ゲームだと《睡眠スリープ》も状態異常バツドステータスのひとつだからだろう。

　三日三晩も徹夜してしまうのは、逆に身体に悪いような気もするが。

　あと、この世界では〝一定時間〟がゲームより長いようだ。

　エミールに与えたポーションの場合、せいぜい三分ほどの効果だったはず。それが三日も続くなんて。

　──ゲームに比べると、この世界のほうが材料集めが大変そうだ。そのぶん効果が大きいとしてもバランスは取れているのか？

　検証が必要だ。

　エミールの仲間のひとりが、押送の準備ができたことを伝えてくる。白いローブをかぶった少年のようだった。

「そろそろ、連中を連れて行くとするか」

「ヤツらをどうするつもりだ？　未遂とはいえ誘拐犯だ。ここに国家騎士もいるが？」

　アリシアがうなずく。

　エミールが首を左右に振った。

「罰金や労役で人は変わらんのだ。あいつらは俺様に任せてくれ。女性を泣かせるような輩は世界からいなくしなければならん」

「殺すのか？」

「恐ろしいことを言うなぁ、貴様は……女性の大切さについて、心の底から理解するまで、みっちりと俺様が教えこむのだ！　二度と女性を攫さらうなどという過ちを起こさない真人間になるまで！」

「ふん……それはそれで、煉れん獄ごくの炎で身を焼かれるよりつらそうな拷問ではあるな。許す、貴様が好きに処刑せよ」

「処刑ではなく、愛を教えるのだがな！　それじゃあ、俺様は行くが……懸賞金に目が眩くらんだヤツがあれだけとはかぎらない。道中、気をつけてくれ」

　シェラが駆け寄る。

「エミール、ありがとね！」

「いいさ、無事でよかった。誤解しないでくれよな、この街の冒険者たちは、シェラちゃんの味方だぜ？」

「うん、みんなにも、ありがとうね！」

　レムが会釈する。

「……先日、魔族から守ってくれたことといい……わたしはエミールのことを誤解していました」

　アリシアが敬礼した。

「護衛対象をあやうく攫われるところでした。本当にありがとうございました」

　エミールが白い歯を見せて笑う。

「ふふ、礼には及ばん！　やれやれ、また女性を虜にしてしまったようだな！　俺様も罪な男だぜ！」

　高笑いしながら、仲間たちのところへ向かった。




　最後の一言で、レムたちの表情が一気に曇ったのは、彼の知らない事実である。

　シェラが小首をかしげる。

「あたし、エミールはいい人だと思うけど、虜にはなってないよ？　誰がなったの？」

「……彼は悪い人ではありませんが……できれば、深く関わりたくない人ですね」

　レムがため息をついた。

　アリシアがつぶやく。

「はぁ……これだから、男は……」

　なかなか手厳しい評価だった。

　──まぁ、ちょっと助けたくらいで女の子に惚ほれられるなんて、幻想だよな。

　恋する乙女なんてゲームやアニメにしか存在しないと思う。リアルでは見かけたことがなかった。

　そうそう、とディアヴロはシェラを招き寄せる。

「なに、ディアヴロ？」

「俺から離れるな。横にいろ」

「え？　いいの？」

「また攫さらわれたら、面倒だ」

「手……手……」

「ん？」

「手を……つないでも、いい？」

「なるほど。人混みでも、それなら狙われにくいか。腕を一刀で切断するような使い手に狙われる可能性もあるが……」

「ひっ!?」

　シェラが、こちらの左腕を抱きしめてきた。

　ぎゅうぎゅう、と胸を押しつけられる。

　ディアヴロのごつい腕が、ふたつのやわらかいふくらみの間に埋まってしまう。体温が伝わってくる。

「うっ……」

「あ、あのね……さっき、助けてくれて、ありがとね？」

「助けたのは、エミールだろう」

「でも、あの人たちの仲間をやっつけたのは、ディアヴロでしょ？　それに、もうすぐで追いつきそうだったし。あたし、すっごく恐かったけど……ああ、この人なら助けてくれるんだって安心できたんだあ」

「……助けられる前から安心するな。貴様は楽天的すぎる」

「えへへ……」

　ぐいぐい、とシェラがさらに胸を押しつけてくる。

「暑苦しい」

「だって、離れたら危ないんでしょー？」

「しかしな……」

　本音は、『その大きすぎる胸で俺の腕を挟むのはやめてください。理性が壊れちゃいそうです』だった。

　歩くうちに、どんどん右側に逸れてしまいそうになる。

　その右側に──

　今度はレムが肩を寄せてきた。

　右手に《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》を持っているので、腕を絡めてくるようなことはないが。

　肩が触れる。

　じっ、と上目遣いで見つめられた。

「……驚きました。あんなにも速かったのですね」

「ん？　ああ、あれくらいは当然のことだ」

「……襲撃してきた冒険者たちも、かなりの熟練者だと思いましたが、腕力も速さも圧倒していましたね……魔術を使わずとも、あれほどの強さ……流石さすがです」

「我は魔術師ではなく魔王だからな」

「……はい」

　レムが輝くような瞳で見つめてくる。

　信頼されているみたいだ。

　ここで調子に乗って〝また魔王としての威厳を高めてしまったな！〟などと言うとエミールと同じなので、ディアヴロは口を閉じた。

　──べつに魔王とか関係ないしな。

　単純にレベル差の結果だ。

　同レベルの戦士系と力比べをしたら、どうやっても勝てない。

　そもそも、混魔族デイーマンはＳＴＲ筋力が低い。ＡＧＩ敏捷も低い。

《漆しつ黒こくの虚うろ》という、かなり希少で高性能な装備で能力値パラメーターを底上げしているが、それでも、レベル60の戦士と同等くらいか。

　エミールの新しい鎧よろいや武器の外見から、性能を思い出す。計算してみると、だいたい同じくらいか。《武技》があるぶん、相手のほうが有利かもしれなかった。

　──あとは対人戦の経験の差だな。

　能力が高いだけでは勝てない。正しくプレイヤースキルを鍛えている相手だと、もっと苦戦する可能性があった。

　それほどの敵が現れたら、魔術を使うべきだろう。手加減して負けたら馬鹿だった。

　レムのさらに右側に、アリシアがならぶ。だいぶ人通りが減ってきたので一列で歩くくらいの余裕があった。

「ディアヴロ様……先ほどは、申し訳ありませんでした……後衛を務めていながら背後からの襲撃を許すとは……なんとお詫わびしたらいいか……」

「貴様は勘違いしている」

「え？」

「誰も彼もが貴様に能力を求めているなどと自うぬ惚ぼれるな。我は魔王ディアヴロ……貴様の手を借りたいなどと思ったことはない」

　実際のところ、アリシアの機転がなければ、ドワーフと豹ひよう人じん族ぞくの襲撃者には逃げられていたかもしれない。

　その身のこなしからしても、腰の剣が飾りでないことはわかる。

　しかし、あまり〝お役に立ちます〟とがんばられると、疲れるのだ。

〝がんばり屋さん〟は〝怠け者〟の天敵だった。こちらの自己嫌悪が刺激されて、どんどん気力が削がれていく。

　レムのように素直に認めてくれたり、シェラのように頼ってくれるのはいいが、アリシアに「もっと努力します」と言われると、全てを任せて家で寝ていたくなる。

　おそらく、彼女の周りには今まで、そんな後ろ向きでダメなメンタルの持ち主がいなかったのだろう、アリシアが戸惑った顔をする。

「……そ……それでは、わたくしは、どうやってディアヴロ様のお役に立てばよいのでしょうか？」

「貴様は、あれか？　役に立たない者は死ね、と考えている類たぐいか？」

「えっ!?　そ、そんなことは……そんなことはありません！」

　予想外に強く否定された。

　弱者を守るのが役目の国家騎士だから当然か。

「ならば……自分が役に立たなくても、自分を許すことだ……同行したいのならば、好きにしろ。やたらと成果を挙げようとせずともよい」

「は、はい……」

　アリシアの肩から力が抜けることを期待して言ったのだが、相変わらず口下手のせいで、顔を青ざめさせてしまった。

　これまでずっと努力を重ねてきた優等生には、難しかったか？

　しかし、ディアヴロとしては自分なりのペースで頑張っているので、すぐ横で人類の限界に挑戦するかのごとく努力して、それを見せつけられるのは……正直、重かった。

　このクエストへの集中力を保つためにも、アリシアにはもうすこしスローペースな言動をお願いしたい。

　うまく伝えられたかどうかは、わからないが……

　アリシアがうなずいた。

「わかりました。お役に立てなくとも自分を許すよう、全力で努力します」




　ダメだった──
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《安心亭・夕暮れ店》の一階にある食堂は、まだ夕飯には早い時間とあって、客が三人ばかり。

　ディアヴロは、この食堂にもすっかり馴な染じんでいた。

　最初は怪しまれていたが、もう姿を見せただけで、ギョッとされることもなくなっている。

　むしろ、ディアヴロを見て驚く者がいたら、〝この食堂に慣れてない人か〟と思われるくらいだった。

　しかし、今日は常連客にまで二度見された。

　手にした《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》が原因か。

　街を歩いていても、こんな禍々しい武器を持った者はいなかった。

　──また数日で慣れるだろう。

　ディアヴロは周囲の視線を集めつつ、いつも使っている丸テーブルへと腰を落ち着けた。

　レムとシェラが左右に座る。

　アリシアはディアヴロの向かい側の席へ。

　宿屋の看板娘──豹ひよう人じん族ぞくのメイがやってきた。肩まである茶色い髪を揺らして、にこやかな笑みを浮かべる。メイド服なのかアイドル服なのかわからないフリルいっぱいの衣装を身に着けていた。

「いらっしゃい♪　いらっしゃい♪　いらっしゃい♪」

「うむ」

「あっ、注文の前に──今、ディアヴロさんたちが使ってる大部屋の壁を直してるところだよ？　今夜も泊まるよね？」

「そのつもりだ」

　ご迷惑をおかけします、とレムが頭を下げた。シェラも同じように謝る。

　アリシアは事情を知らないので黙っていた。

　ひらひら、と看板娘が手を振る。

「いいの、いいの！　冒険者さんたちのトラブルは慣れっこだから、メイちゃん、平気♪でもこんだけはお願いしちゃうね？　きゃはっ☆」

　ぴらっ、と紙がテーブルに置かれる。

　けっこう、えげつない金額の修繕費を請求された。

　──おいおい、この宿屋を建て直す気か？

　笑顔だからといって甘くない。

　異世界は弱肉強食だ。

　自分たちで支払えそうにない金額だったので、先ほどエミールに連れて行かれた襲撃者たちに任せよう、とディアヴロは密かに決意した。壁を壊したのは連中なのだから。

　何事もなかったかのように、看板娘が注文を取る。

「今日は、メイちゃんスペシャルセットがオススメだよ♪」

「それでいい」

　レムが「四人分、お願いします」と言い添えた。




　ほどなくして、料理が運ばれてきた。

　ジャガイモ、ソーセージ、固焼きパン、具のないスープに、茹ゆでられた茄な子すやキャベツに似た野菜、木製のジョッキに入っているのは水だ。

　ディアヴロはここのソーセージを食べたその日に気に入ってしまい、一日に一本は食べている。

　今日も一番にソーセージにかぶりついた。

　パリッ、という心地よい歯触り。

　次の瞬間には、口いっぱいに肉そのもののダイナミックな味わいと、ハーブ類の柔らかな香りが広がる。

　嚙かんでいけば粗く挽ひかれた肉の食感があり、肉の塊を歯で押しつぶすたびに肉汁が溢れてくる。

　味付けは塩。

　やや強めのパンチが効いた塩味だ。

　ディアヴロはパンをちぎって、口に放りこむ。

　カリッとした固い食感の、味がないパンだった。

　しかし、口の中のソーセージの肉汁と塩味、それにハーブの香りと合わさることにより、ほどよくふやけて旨味が増す。

　ディアヴロはしっかり余韻まで味わってから、ゆっくりと水を飲んだ。

　相変わらず美う味まい料理だ。

　右隣を見れば、レムが上品に食事を進めていた。

　しかし、左隣を見ると──

　シェラの食事が進んでいなかった。

　こんなとき心配して声をかけるのが、ディアヴロは苦手だ。威圧したら、さらに食欲が減るだろう。

　アリシアがやさしげに声をかける。

「シェラ様、お食事が進んでいない様子ですが、いかがなさいましたか？」

　問われたシェラが、ハッとした様子を見せた。

「あ、なんでもないの！　なんか、ボーッとしちゃってて……つかれちゃったのかなー？」

　あははは、と空元気を見せる。

　──やっぱり、落ちこんでいるのか？　そりゃそうか。

　誰だって自分のせいで戦争が起こりそうならば、元気をなくすだろう。

　いろいろなことが目まぐるしく起きている場合なら、本来の明るさが顔を出すこともあるが、こうして、ゆっくり食事を取っているときなどは──

　どうしても考えこんでしまうのだろう。

　アリシアが気遣う。

「お食事を取らないとお体に障ります。こんなときこそ体力が必要ですわ。どうか、少しでもお召しあがりください」

「うん……そうだね。残したら、メイちゃんに悪いしね。食べるよ！」

　気合いを入れるように大きな声を出して、ソーセージにかぶりついた。

　ゆっくりではあるが、シェラは食事を進めていく。

　その様子を見てディアヴロはホッと胸をなでおろした。
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　少しのあいだ、静かな食事の時間が続く。

　先客の連中は帰ったので、今はディアヴロたちしか客がいない。このあと、夕飯時には増えるだろうが。

　不意に──

　アリシアとシェラが、ぴくり、となにかに反応した。

　──まさか、別の襲撃者が？

　ディアヴロは摑つかんでいたパンを置いて、壁に立てかけておいた戦鎌ウオーサイズに手を伸ばす。

　看板娘がやってきた。

「レムちゃーん！　お客様だよっ☆」

　彼女に続いて、ぞろぞろと見知った格好の者たちが入ってくる。茶色のローブは魔術師協会の制服だった。

　六人も入ってきて、さほど広くない宿屋の食堂が、狭く感じられる。

　そのあとから、女性が一人──

　知り合いだった。

　優しそうな雰囲気の、美しい女性だ。

　腰の位置よりも長く髪を伸ばしている。

　服装はマントにローブと露出度は少ないが、体つきが肉感的なため、むしろ目のやり場に困る。

　手には長杖スタツフを持っており、彼女が魔術師であることを示していた。

　アイスブルーの瞳でディアヴロたちを見ると、にこりと微笑む。

「ディアヴロさん、レムさん、シェラさん、お久しぶりね」

　魔術師協会会長セレスティーヌ・ボードレールだった。

　ディアヴロ以外だと、おそらく唯一レムの中に《魔王クレブスクルムの魂》が封じられていることを知っている人物だ。

　先に入ってきた六人の魔術師の他に、彼女を囲むように四人も護衛がついていた。

　前は二人だけ連れていたが。

「セレスよ、今日はずいぶんと厳重だな？」

「ごめんなさい。これでも減らしてもらったのだけれど……長老さんたちが心配してしまって」

　先日、あやうく魔族にセレスが殺されかけた。彼女が亡くなったら、この街を魔族や魔獣から守る結界が消えてしまう。

　ファルトラ市が陥落しかねない危機だったのだ。

　──むしろ、よく外出を許したものだ。

　アリシアが席を立ち、敬礼する。

「初めてお目にかかります。わたくし、国家騎士のアリシア・クリステラと申します」

「あらあら、私はセレスティーヌ・ボードレール。この街の魔術師協会の長をしているの。よろしくね」

　こうして礼を尽くされているのを見ると、セレスは偉い人なのだな、と思う。

　レムが立ちあがって言う。

「……セレス、ひとまず座ってはどうでしょうか？」

「ご迷惑じゃないかしら？」

「……立っていられると、落ち着きませんから」

「ふふ、そうね。ごめんなさい」

　アリシアが席を譲る。

「ボードレール様、食事中のテーブルで申し訳ありません。すぐ下げさせますので、こちらの席をお使いいただけませんか？」

「あら、いいのよ。隣から椅子を借りましょう？　でも狭いかしら？　あ、食事が終わった頃に出直そうかしら？」

「そんな！　ボードレール様、困ります」

　慌ててアリシアが引き留める。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「アリシアよ、隣から椅子を持ってこい。セレスは、そこに座れ」

　魔術師協会会長を外で待たせて、また妙な部下に逆恨みされたらたまったものではない。

　すぐに椅子が用意されて、レムとアリシアの間にセレスが座った。




　食後の珈琲コーヒーが出される。セレスのぶんも出てきた。

　女性が増えると、騒がしさも増える。

　挨拶の応酬があった。

　ぐぐっ、とセレスが身を乗り出して、シェラを見つめる。

「シェラさん、事情は聞いたわ。元気を出してね？　私、貴女の元気な姿を見ていると、とても嬉うれしくなるの」

　シェラが目を丸くした。

「あたしが元気がいいと？」

「ええ、だって、自由なんですもの。とっても素敵。私は今の生き方を選んだから……だから迷惑かもしれないけど、貴女のファンなのよ？」

「え？　よくわかんないけど……えへへ……ありがとう！」

　ファルトラ市のような巨大な都市を囲む儀式魔術を作動させ続けるのは、普通の魔術師には不可能だ。それは選ばれた天才にしかできない。

　おそらく、老いて引退するとき──あるいは、亡くなるときまで──セレスはファルトラ市から出ることはできないだろう。

　べつに強制されたわけではない。彼女は生き方を選んだのだ。魔術師協会会長という人生を。

　生涯を仕事に捧ささげる者は珍しくない。特別不幸だとは思わない。しかし、自由を選んだシェラを応援したいという気持ちは理解できる。

　そんな想いを受け取ったからか、シェラが両手を挙げる。

「はい！　あたし、がんばるからね！　もう元気になった！　元気にがんばるよ！」

　いつもの彼女らしい声と笑みだった。

　──少しは持ち直したか？　それなら、セレスに感謝だな。




　セレスがディアヴロに話を切り出す。

　こちらが本題か。

「今日は、三つ、ディアヴロさんに伝えたい話がありまして」

　話だけなら、手紙でも使いでもよさそうなものだが、権力を使いたがらないのが、セレスのいいところでもあり、困ったところでもあった。

　ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずく。

「許す、話すがいい」

　セレスが嬉うれしそうに目を細めた。

「まずは先日、魔族が侵入してきたとき……私たちを救ってくれたことに、改めてお礼を」

　深々とセレスが頭をさげた。

　彼女だけではなく周りにいる護衛の魔術師たちも、膝をついて礼をした。

　ディアヴロは照れ隠しに奥歯を嚙かみしめた。

「……勘違いするな……あの魔族が目障りだっただけだ」

「それでも、貴方の行いがファルトラ市の陥落を防いでくれましたから。これは本来ならば、国王陛下からお言葉を頂いてもおかしくない働きなの。けれど──」

　言いにくそうに目を伏せる。

　ディアヴロは首を横に振った。

「そんな面倒なものは要らぬ」

　魔族に対抗するべく人族をまとめあげているのは、人間ヒユーマンだ。

　そして、人間ヒユーマンの王国で権力を持っているのは、大半が人間ヒユーマンだった。

　亜人は差別されている。とくに、ディアヴロのような混魔族デイーマンは〝魔族に近い〟として、忌避されていた。

　混魔族デイーマンを英雄とは讃たたえたくないだろう。

　しかもディアヴロは、角が生えていたり魔王と名乗っていたり、この世界において弱いとされる元素魔術師だったりする。

　つまり、お偉いさんたちにとって〝賞賛したくない要素〟が多すぎるわけだ。

　セレスが申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめんなさいね」

「要らぬと言ったぞ。俺は目立つのを好まない」

　亜人蔑視の国で権力者に近づいても、面倒ばかり増えそうだ。まだこの世界で試したいことがいっぱいある。気楽な冒険者という立場が、自分には合っていた。

「貴方の働きは、私も含めて知っている人はいて……感謝の気持ちは持っているわ。そのことを伝えたくて」

「うむ」

「なにか必要なことがあれば、私はなんでもしたいと思っているのよ？」

　──ん？　今なんでもするって。

　あやうく反応しかけて、咳せき払ばらいをして誤魔化した。

「俺が助力を必要とする事態などありえん！　しかし、貴様の意思は聞き届けた。それで充分であろう」

「ええ、もちろん」

　彼女は安あん堵どしたような表情を浮かべた。

　アリシアがつぶやく。

「……本当に魔族グレゴールを一人で倒したのですね」

「ほう？　まだ貴様は信じていなかったのか」

「あっ、いえ……知識としては持っておりましたが……あまりに信じがたいことだったので……グレゴールは魔族のなかでも、かなり強いほうでしたから」

「あれで〝強いほう〟なのか？」

「《人ひと喰くいの森》では一番の魔術師です」

「詳しいな？」

　アリシアの口元に笑みが浮かんだ。

「はい、ありがとうございます……ファルトラ市にとって一番の脅威は、グリーンウッド王国ではなく、やはり魔族なのです。報告書は充分に読み返しました。魔族グレゴールは相当な実力だったと、過去にも記録がありました。それを単独で撃破したと聞き……ディアヴロ様を前にして納得したつもりでしたが……こうして、お話を伺いますとまた違った驚きがあるものです」

　──優等生らしく知識として受け取ったが、ずっと信じられなかった。だが、セレスの言葉を聞いて、ようやく納得した、といったところか？

　アリシアの感覚が普通か。

　いや、もっと頑迷に信じないほうが普通か。

　おそらく、実際に戦いを見ていなかった者たちは、ディアヴロが強いなどとは信じられないのだろう。

　ディアヴロは気にしないことにした。

　周りに実力を認めてほしくて戦ったわけではない。あのときは、レムとセレスを助けたかった。

　そして、大勢を殺した魔族が許せなかった。

　言葉には言葉で、武力には武力で抗う。相手が殺すならば、容赦はしない。

　ディアヴロは納得して、セレスに続きをうながした。




　セレスが二件目の用事を言う。

「グリーンウッド王国について、魔術師協会の方針を伝えておいたほうがいいかと思いまして」

　たしかに、魔術師協会も戦力としては無視できない。

　どう動くのか、把握しておくことは必要だった。

　セレスが積極的にエルフとの戦争を望むとは思えないが、動かざるをえない状況というのもあるだろう。

　彼女が言葉を続ける。

「魔術師協会は街の守護について、責任の一端を担っています。だから、街に被害が及ぶときには、私たちも軍隊に協力することになるの。そして、私は戦闘に不慣れだから、実際の指揮は領主に委ねることになると思うわ」

　内心で舌打ちした。

　つまり、領主が軍隊を動かすときは、一緒についてくるわけか。

　その表情を見ればセレスが戦争を望んでいないことも、領主に従って魔術師協会の者たちが戦うのを憂えているのもわかる。

　巻きこみたくはない。

　そのためには、領主が軍隊を動かさないように事態を進めることだった。

　戦争を回避することが重要だ。

　ディアヴロは冷めた珈琲コーヒーを飲み干した。

「もとより、グリーンウッド王国との戦争を回避するよう、依頼を受けている。魔術師協会も軍隊も出る幕はない。奴らがファルトラ市の前に現れることはないのだからな」

「ありがとう……貴方に、そう言ってもらえると、とても安心だわ」

　セレスが目尻の涙をぬぐった。

　期待されてるな。

　──実際には、どうやって戦争を回避するか、まだ考えてる最中なんだけど。




　最後の用件になります、とセレスが封筒をテーブルに置いた。

　ディアヴロは一いち瞥べつして尋ねる。

「これはなんだ？」

「《隷従の首輪》の解除方法の手がかりに、なるかもしれないと思いまして」

「ほう？」

　さすがに驚きの声が出た。

　レムが反応する。

「……どういうことですか？」

「可能性の話だから、あまり期待しすぎないでほしいのだけれど……今、奴隷商人のキャラバンが中央広場に来ているの。《隷従の首輪》も《奴隷の首輪》も魔術としての基本的な部分は同じだから……」

「……なるほど。なにか教えてもらえるかもしれません」

　レムが封筒を見つめた。

《隷従の首輪》は召喚獣につける。

　そして、《奴隷の首輪》は奴隷につける。

　この世界では、人族に首輪がついていた場合は、《奴隷の首輪》だと思われるらしい。

　セレスの話だと、両者は基本的には同じもののようだ。

　奴隷も奴隷商もＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには存在しなかったので、詳しく知らないが……

　おそらく、最も《奴隷の首輪》の扱いに慣れている者ということになる。

　レムとシェラについた首輪を外せるかもしれなかった。

　ディアヴロは確認する。

「この封筒は紹介状か？」

「ええ、奴隷屋には紹介状がないと入ることもできないから……そのうえで、お客としてではなく、魔術師として情報を提供してもらえるようお願いしておいたわ」

「ふむ……今から行ってみるか」

　グリーンウッド王国の件で悩んでいる最中だが、《隷従の首輪》が外せるのなら、早く外してやりたい。

「場所は中央広場の東側で……紫色の大きなテントだから、見たらすぐにわかるはずよ」

　レムが感謝の気持ちを伝える。

　シェラも、よくわかっていないなりに話についてきていた。

「首輪、取れるの!?　ありがとう！」

「可能性ですが……そうなることを祈っていますわ」

　ディアヴロは封筒をテーブルから摑つかみ取とる。

　文字が読めないので、いささか不安だが、自分が読みあげるものではないから、大丈夫だろう。

　レムがつぶやく。

「……これが……取れるかもしれないのですね」

　シェラが笑いながら言う。

「なんかもう慣れてきちゃったせいで、なくなったら、すーすーしそうだね」

「……あなたは一生そのままでもいいです」

「やだよー。首を洗うとき、けっこう大変なんだもん！」

「……否定はしませんが、そういう問題ではないのですよ」

　本当に首輪が馴な染じんでしまっているようだ。早く外してあげないとダメだな──とディアヴロは思うのだった。





†






　中央広場──

　領主たちの住む中央地区の南側に広がっている、ファルトラ市で一番大きな広場だ。

　この時間は、いろいろな屋台や露店があって人も多いので、ごみごみしていて手狭な印象を受ける。

　セレスは帰っていったので、今は、ディアヴロとレムとシェラとアリシアがいた。

　教えてもらった場所に辿たどり着つく。

　中央広場の東側にある紫色のテントだった。

　入口に警備兵が立っている。軍隊とも冒険者とも違い、身み綺ぎ麗れいにしているが、正規兵とは違う鎧よろいを着ていた。いわゆる私兵というやつか。

　近づくと、彼が片手を挙げた。

「紹介状はありますか？」

　兵士のわりに、丁寧な対応だった。ディアヴロにも変な目を向けてこない。

　案内状を見せる。

「……おや、この街の魔術師協会からの紹介とは珍しい……初めてかもしれませんね。いらっしゃいませ。《親愛なる旅人館》へようこそ」

　どうやら、それが奴隷屋の名前らしかった。




　ディアヴロたちはテントに入る。

　中には布の仕切りがあり、細い通路が続いていた。

　薄紫色のお香が漂っている。

　先客がいた。見える範囲には二人。

　裕福そうな老齢の男女だった。ああいう人が客として来ているということは、奴隷は高価なものなのだろう。

　店の造りは、水族館とかペットショップに似ていた。通路に面して檻おりが並んでいる。

　しかし、鉄格子の中にいるのは動物ではない。

　人族がいた。

　ドワーフ、豹ひよう人じん族ぞく、グラスウォーカー……人間ヒユーマンとエルフと混魔族デイーマンは見かけなかったが、どこかにはいるのだろう。

　大人が多いが、まだ子供に見える人族もいる。

　簡素ではあるが、意外と身み綺ぎ麗れいな服を着て檻おりの中にある椅子に座っていた。

　ディアヴロたちの姿を見ると、愛想のいい笑顔を見せる。

　なかには、ぎこちない笑みの者もいた。

　あれは営業スマイルというやつか。

　これが奴隷屋か。

　予想通りと言えば予想通りだが、ディアヴロはわずかな違和感を覚える。設備はいかにもな感じだが、売られてる奴隷たちがイメージと違う。

　もっと死んだような目をしていたり、発狂寸前だったりするのかと、予想して覚悟していた。

　しかし、思っていたより平和で穏やかな印象を受ける。

　街で重たい荷物を運ばされている荷運びのほうが、よほど大変そうに思える。あるいは、ぜんぜん客の寄りつかない露天商のほうが、死んだような目をしていた。

　客のほうも、薄い本で見るようなゲスい人物ではなく、まるで老後に飼うペットを探しているような雰囲気の老夫婦だ。

　ディアヴロは、レムたちに尋ねる。

「奴隷屋というのは、このような場所なのか？」

「……わたしは実際に見るのは初めてです……ここが特別なのか、他も同じなのかはわかりません」

「うん、あたしもかな」

「わたくしも。国家騎士の同僚が過度な虐待をしていた奴隷商人を逮捕したことはありますが……」

　奥の垂れ布がよけられて、通路に出てきた人物が目に映る。

　とびきりの美女だった。

　種族は人間ヒユーマンか。

　スリットが深く、胸元が大きく開いていて肩を出した紫色のドレスを着ている。

　年齢はディアヴロより年上だろうか。しかし、肌の張りは十代ではないかとさえ思うほどだった。

　その美女が高いヒールを鳴らしながら、こちらに歩いてくる。

　目の前まで来た。

　視線を胸元に向けないよう苦労する。

　彼女が紅を引いた唇を開く。

「まぁ、素敵。そちらの子たち、売るならどちらも破格で買わせていただくわよ？」

「冗談ではない！」

「これは失礼を。私はこの奴隷屋の店主、メディオスという者でねえ。ここに奴隷を二人も連れてくるのは片方を売りに来た者が大半なので──」

　話している途中で、視線がディアヴロの後ろへと向いた。

　メディオスが顔をしかめる。

　その視線は鋭い。

　アリシアが気け圧おされたように、身を固くした。

「わたくしに、なにか？」

「私はまっとうな商人だよ。国家騎士に踏みこまれるような商売をした憶えはないんだけどねえ？」

　たしかに、たくさんの檻おりと奴隷たちがいるにもかかわらず、場の雰囲気は悪くない。

　国家騎士は警察のようなものだから、その来訪は心外なのだろう。

　アリシアが頭を下げる。

「すみません。わたくしは国家騎士ですが、この奴隷屋になんらかの疑いを持って訪れたわけではありません……お邪魔になるようでしたら外で待ちましょう」

　メディオスが首をかしげた。

「本当かい？」

「わたくしは、護衛のようなものだと思っていただければ」

「護衛？　そんなもの、この彼には必要ないんじゃないかしらねえ……？」

　まるでディアヴロの実力を知っているかのような物言いだった。

「なにを聞いているのか？」

「いいや、貴方の名前も知らないさね。ただ魔力の流れを見れば、それはもう尋常じゃない御仁なのは、すぐわかる。怒らせたら命がいくつあっても足りないことくらいはねえ」

「魔力の流れだと？」

　ディアヴロには知覚できない。

　冒険者協会で行なったレベル測定検査を思い出しても、〝魔力の流れ〟などというものを知覚できる者はいなかった。

　シルヴィでさえ、おそらくは見えていないだろう。

　──ハッタリか？

　シェラが興奮したような声を出す。

「だよね！　ディアヴロが強いのは一目でわかるよね！」

「あらあらあら!?　貴女にも見えるのかしら、魔力の流れが。貴女は奴隷よりも奴隷商人のほうが向いているかもしれないわねえ。これが見えるかしら？」

　メディオスが手を広げる。

　その場所の空気が歪ゆがんでいった。

　シェラが興奮して言う。

「うん！　光が集まってきてる！」

「そうそう、本当に見えてるみたいねえ」

「やっぱり見えるよね、魔力の流れ！　あたしが言っても誰も信じてくれなくって、ずっと、あたしだけおかしいのかなって思ってたんだよ！」

　──シェラにも見えているのか!?

　レムが肩をすくめる。

「……わたしには、なんのことだかわかりません……シェラの言う〝魔力の流れ〟など見えたこともないですし」

　アリシアは首を左右に振った。

「わたくしは、魔術の才能はないので」

　メディオスが手を開いたり閉じたりする。彼女たちにだけ見える〝魔力の流れ〟とやらを起こしているのだろう。

「ふふふ……血の滲にじむような訓練の成果さね」

「……訓練すれば見えるようになるのですか？」

　レムの問いに、メディオスがうなずく。

「私はセレスティーヌより三日早く見えるようになったのさね。それ以外は、全てあの子のほうが優秀だったけど……努力は才能を凌りよう駕がする瞬間があるの！」

「……そう……そうですか」

　ぼそっ、とシェラがつぶやく。

「あれ？　あたし、子供の頃から、なんとなく見えてるけど？」

　みんなが無言になった。

　──天才って身近にいるものだな。




　気を取り直して、メディオスが話を再開する。

「えー……とにかく、主が首輪を通して命令していれば、そこには魔力が見えるのさね。それが見えないと、奴隷商はいちいち手間がかかっていけない」

「命令が見えるだと？」

「そうそう、だから貴方たちのことは不思議なのよねえ？　奴隷なのに、なにも命令してないなんて」

「この二人は俺の奴隷ではない」

　ディアヴロは封筒を出した。

　メディオスが受け取り、爪をペーパーナイフのように使って、封を開けた。

　手紙を読む。

　この世界の文字がわからないディアヴロには、なにが書いてあるのかはわからなかった。

　メディオスが犬歯を見せて笑う。

「なるほどなるほど……あの生真面目なセレスティーヌが奴隷屋に客を紹介なんて、おかしいと思ったら……ふむ、貴方に《隷従の首輪》の外しかたを教えればいいわけね？」

「できるか？」

「さて……私とて、こんな特殊な状況は初めてだから、できるかと言われれば答えに詰まるわ。でも試してみる価値くらいはあるんじゃないかしら？」

　メディオスの視線が、シェラを見て。

　次にレムを捉える。

　怪け訝げんな表情に変わった。

「ん？　貴女……面白い流れを持ってるわねえ？　どうして、常に魔力が湧き出してるのかしら……魔術を使ってる？　いえ、これは、もっと別種の……」

「……な、なんですか？」




「貴女……混魔族デイーマンを身籠もってる可能性に覚えは？」




「じょ、冗談ではありません！」

　真っ赤になったレムに、シェラが食ってかかる。

「えええっ!?　ずるいよ！　いつの間に!?」

「なにをバカなことを言っていますか、シェラ!?　だいたい、いつも三人でいたでしょうに！　いえ、ディアヴロとシェラは二人きりの時間もありましたが！」

「ああっ！　あのゴーモンしたときだ！　あのときに──」

「そ、そんなことはしていません！」

「でも二人きりで一緒のベッドに寝てると子供ってできるんでしょ!?」




　しん、と静かになった。




　赤面したレムが、視線を落とす。

「……安心なさい……そんなことでは子供はできません。あと、ディアヴロは混魔族デイーマンで、わたしは豹ひよう人じん族ぞくなので、普通なら子供はできません。シェラもエルフですし」

「あ、そっか」

　話の発端を作っておいて、メディオスが首をかしげる。

「ん～、そうよねえ？　豹ひよう人じん族ぞくの中から、魔族の気配って……」

「ぐっ!?」

　レムがお腹を押さえて後ずさった。

　──まずい！

　レムの中には、魔王クレブスクルムの魂が封じられている。

　それを知られる事態は避けたかった。

　ディアヴロは声を荒らげる。

「無駄話も大概にしろ！　俺に《隷従の首輪》を外す方法を教えるのか!?　教えぬのか!?　どちらだ!?」

　メディオスがなだめるように手を広げた。

「おおっと、失礼。他ならぬセレスティーヌの紹介だ、ちゃんと教えるさね。私とあの子は同じ師匠に魔術を習った姉妹みたいなものだからねえ」

　──なるほど、あのセレスが奴隷商人にコネクションなどと、どういう経緯かと思ったが。

　奴隷商人には魔術が必要で、しかも、かなり高度に使いこなさなくてはならない。

　同じように魔術師協会に所属して学んで、一方は協会会長に。もう一方は奴隷商人になった、というわけか。

「俺は無駄話を好まぬ。今すぐ教えるがいい」

「いいけど、企業秘密なのはわかるわよねえ？　こんな場所では話せないし、教える相手はできるだけ少なくしたいのさ。こっちへ来るといい……関係者だけね」

　通路の奥へと手招きする。

　アリシアが敬礼した。

「それでは、自分は外で待機します」

　レムが後ずさった。

「……わたしも遠慮しておきます。ちょっと気分がすぐれないので……外で休みたいです」

　正直、魔術知識についてはレムを頼るつもりだったのだが。

　魔王クレブスクルムの魂について探られる可能性があるのでは、怯おびえるのも当然だろう。

　善良なセレスならともかく、相手は奴隷商人だ。秘密を知られたくないと感じるのは当然だった。

　シェラが心配そうに言う。

「レム、大丈夫？　顔色が悪いよ？　お医者さん行く？」

「……あなたには、わたしから出る魔力も見えていたんですか？」

「うん？　ときどきね。だから、すっごく強い冒険者なんだなあ、って思ってたんだ。ディアヴロのほうが、ぜんぜん強いんだけど」

「……そうですか」

「どうかした？」

「……あなたが、バカでよかった」

「ひどいよ!?」

　ディアヴロは手を伸ばし、シェラの服の袖をつまんだ。

「放っておくがいい。休めば治るだろう。行くぞ、時間が惜しい」

「わあああ、やめてディアヴロ、伸びるー、服、伸びるー!?　引っ張るなら、首輪にしてよ！」

「それでいいのか、貴様は!?」





†






　奴隷たちが展示されているテントから少し離れた別のテントに移った。

　小さめのテントには、大きなベッドがある。藁わらのうえにシーツを敷いたような粗末なものではなく、綿を包んだマットレスだ。

　それからテーブルと、椅子が四脚あった。

　商売人の私室にしては執務机がない。応接室にしてはベッドがある。妙な部屋だ。

　メディオスが椅子に座り、形のいい脚を組んだ。

　キセルに火をつける。

「えっと……ディアヴロさんに、シェラちゃんね？　まぁ、どこへでも好きに座ってちょうだい」

　シェラが興奮した様子で言う。

「あたし、奴隷屋って初めて見たよ！」

「ふふ……そうかい。どうだった？」

「なんか、思ったより酷くなくて安心したかな！」

　ディアヴロも同感だった。

　奴隷屋と聞いてイメージするのは、もっと凄惨なものだ。

　しかし、ここで扱われている人族たちは、檻おりにこそ入れられていたものの、それほど悪い状態には見えなかった。

　メディオスが声をあげて笑う。

「ははは！　そりゃそうさね！　シェラちゃんが奴隷を買いに来たとして、酷い怪我をしていたり病気だったりする奴隷を買いたい？　目が死んでるような奴隷を欲しい？」

「やだなって思うよー」

「まったくもってそのとおり。武器屋は武器を磨いて展示する。道具屋は道具を揃そろえて陳列する。奴隷の心身を清く保つのは、奴隷屋として当たり前なのさね」

　納得だった。

　奴隷たちが健康に見えるから、安心して買おうという気になるのだろう。

　──いや、俺は奴隷を買う気はないが。

　メディオスが言葉を続ける。

「あとは性格の問題かしらね？　こう見えて、私は情にもろいのよ。苦しんでいたら助けてあげたいし、買われた先で主人に気に入られるように、奴隷たちを教育してあげたいわけ。あの子たちは、みんな自分の子供のように思ってるから……酷い扱いなんてできないのよねえ」

「なるほどー。メディオスさんって、いい人だね！」

「…………奴隷商人の私が？」

　またメディオスが声をあげて笑った。




　一服した彼女が、椅子から立ちあがる。

「じゃあ、教えようかね。論より実践！　そもそも、そんな特殊な状況に論なんてないしねえ？」

「ゆ──」

　許す、教えろ──と言おうとして、言い改める。

　今回ばかりは、魔王ロールプレイよりも、優先すべきは成功だと思った。

　ディアヴロは口を開く。

「……頼む」

「うん。君は、そっちのほうがいいねえ」

　メディオスのニカッとした笑顔から、ディアヴロは視線を逸らした。

　彼女が、シェラに命じる。

「はい、脱いで」

「ほえ？」

「これから、シェラちゃんを使って、《奴隷魔術》をディアヴロさんに教えるから。魔力の流れを把握するのに、そのガチガチに魔術付与された服とか、邪魔なのよねえ」

「え？　これ、ちょっと魔力が流れてる普通の服だよ？」

　メディオスが指先で触れる。

「……普通の服には魔力なんて流れてないでしょ」

「そういやそうだねー。で、でも、裸は恥ずかしいな。ディアヴロも見てるし……」

「ん？　あんたら、そういう関係じゃないの？」

　問われて、シェラが首をかしげる。

　ディアヴロは赤面しそうになるのを、奥歯を嚙かんでこらえた。

「他の服ではいかんのか？」

「いいけど、うちに余ってる服は、形が普通じゃないわよ？」




　着替え終わったシェラが、恥ずかしそうにベッドのうえで身をよじる。

　下着のような格好だった。

　紐だか布だかわからないくらい面積が少ない。

　きわどい所にビーズが飾られており、ちらちらと揺れていた。

　──このビーズ、なんか目的あんのか!?

　メディオスが感心したようにうなずいた。

「性奴隷の服なんだけど、ずいぶん似合ってるじゃないの」

「おい!?　自分の子供じゃなかったのか!?」

　ディアヴロは思わずツッコミを入れた。

　彼女が胸を張る。

「職業クラスに貴き賤せんなし！　それで食っていかなきゃしょうがないなら、それを教えるさね。君が全ての貧乏人を今すぐ救えるっていうなら、私が間違ってたと謝罪するけど？」

「チッ……貴様は口が達者だな。セレスとは大違いだ。わかった……俺は、なにをすればいい？」

「はいはい、じゃあ、シェラちゃんの肌に触れてね？　どこでもいいけど腕や足より胴がいいかな」

　──難しいことを簡単に言ってくれる。

　ディアヴロは、シェラが待つベッドのうえに上がった。

　手が震える。

　シェラの身体に触れるのは初めてではないが……

　いや、服ごしでないのは初めてか。

　とりあえず、鎖骨に手を置いた。

「ん」

　くすぐったそうに、シェラが身をよじる。

「変な声を出すな」

「だ、だって……ディアヴロの手が…………」

　メディオスがベッドの外から声をかけてくる。

「ちょっとー？　雰囲気を出すのは早すぎるんだけど？　んじゃ、ディアヴロさん、魔力を読み取って」

「くっ……いきなりだな」

「魔術が使えるなら、できるわよ。見えなくても感じるくらいは、普通、普通」

　そう言うなら、魔術を使うときに近い感覚なのだろう。

　人肌だと思わずに杖つえを意識してみた。

　彼女のなかに、流れを感じる。

　血潮とは違うものだ。

　ぐるぐると巡っていた。心臓から発生して、下腹部へと流れる。

　そして、自分からシェラの首元への流れが……

　──これか!?

「うっ……消えた？」

　感じ取ったものが、不意に手から消えてしまった。

　メディオスが説明する。

「魔力って、見ようとすると見えなくて、感じようとすると感じられなくなるのよねえ。見るともなしに見て、感じるともなしに感じるわけよ」

　──だから、難しいことを簡単に言うな。

「じゃあ、もうすこし魔力の流れが集中しているところに触ってみましょうかねえ？」

「そんな場所があるのか。最初に言えばいいものを」

「一瞬でも感じられたなら、もうわかるんじゃないかしら？」

「……心臓から……下のほうへ、か」

「そうそう。じゃあ、そこを！　魔力が感じられるようになったら、《奴隷魔術》のレクチャーに入れるわ」

　つまり、まだ入口にすら辿たどり着ついていないのか。

　ディアヴロはシェラのほうへと身を乗り出す。遠慮しながら、ちまちまとやっていられない。

「いくぞ、シェラ……覚悟するがいい」

「う、うん……ディアヴロ……なんか、恐い……かも」

「全て俺に任せておけ」

　──必ず魔術を習得して、《隷従の首輪》を外してみせる。

　メディオスに命じられるままディアヴロは手を伸ばした。

　彼女の心臓の上へ手を載せる。

　やわらかなふくらみに、ごつい指が沈んだ。

　小さすぎる布は、ほとんど邪魔らしい邪魔をしない。

　シェラが鼻にかかった声をあげる。

「ふぁんッ」

「くっ……遠いな」

　上に押し上げる。胸にかかる布がほとんど外れてしまいそうだ。

　しかし、そのぶんだけ魔力の流れが感じられる。

「んんぅ……ディア……あっ、そんな……つよくされたら……はふぅ……あたし、そこ、なんか……弱いみたい……で……んんっ」

「我慢するのだ。ここに魔力が集まっている」

　ぐりぐり、と手の位置を変えてみる。見え方が変わった。

　平面的に見えていた魔力の流れを立体的に摑つかめるようになってくる。

「はふぅっ！　あんんっ！　あっ！　あっ！　ひうぅ！　そんな、もんじゃ……あんっ、ダメだよぉ……ひう！」

「もうすこしだ！」

「あっ！　ああっ！　も、もうすこし……されたら……あたし！　あたし！」

　メディオスが指示を飛ばす。

「だいぶ見えてる感じだねえ？　じゃあ、下に行ってみようか。そこに、今度はディアヴロさんの魔力を流しこむのさね。この魔術の段取りは、対象の魔力を把握すること。そして、こちらの魔力で干渉すること。最後に、干渉を具現化して固定すること──」

　聞きながら、ディアヴロは手をスライドさせる。

　肌から離したら、二度と感じ取れなくなってしまいそうだったから。

　今まで触ったどんな物よりも、シェラの肌はなめらかで、すべすべしていて、やわらかくて、脳髄の奥に響く。

　──これが魔力を感じるということか？

　自分の手に内側を覗のぞく目がついて、魔力だけでなく呼吸や脈拍や発汗までが見えるような気がした。

　これらの情報を触れることなく見ただけで得られるなら、レムの秘密だって気づくだろうし、ディアヴロが尋常ならざる魔術師であることもわかるだろう。

　胸元から、むきだしのおへそをなでた。

　ビクッとシェラが背筋を反り返らせ、悲鳴のような声をあげる。

「ひぐうっ!?」

「んっ!?　痛……かったわけではないな……これは……なんだ？　不思議な波動を感じるが……」

　メディオスが先をうながす。

「シェラちゃんに危ないことが起きそうになったら、私が止めてあげるから、どんどん進めちゃって」

「そうか……任せたぞ」

　おへそを中指がこすりあげた。

　またシェラが声をあげる。

「んぎゅう！　んんんんぅぅぅぅぅ！」

「くすぐったいのか？　我慢しろ……魔力の集中している場所は、この下か」

　下腹部に触れる。

「あッ!?　ああッ！　なんか、そこ……ダメ！　おなか、ダメッ！」

「ここに魔力があるのだ！」

　シェラの中を巡る魔力の形が、じっとりと感じられるようになってきた。

　メディオスが声をかけてくる。

「じゃあ、魔力に干渉してみてね。ゆっくりと入れていくんだよ……蜂蜜を小瓶に注ぐように、焦らず、じっくりとねえ」

「うむ」

　シェラのなかに、ディアヴロは魔力を注ぐ。

　ゆっくり。

「んんぅ!?　あ……ディア……ブロ……ふあんっ……んんっ、なんか……お腹の下のほうが、熱くなってきてるよお」

　メディオスが嬉うれしそうにうなずいた。

「おおっ、さすがはセレスティーヌが絶賛するだけはあるねえ。こんな短時間で、もう表層を抜けて芯に届きはじめるなんて」

「これでいいのか？」

「いつまでもゆっくりじゃ、どれだけ時間があっても足りないねえ。せっかくシェラちゃんも開いてるみたいだし、どばどばやっちゃって？」

「大丈夫なのか!?」

「魔力を注ぐだけなら、ＭＰ精神力回復ポーション飲んだのと同じよ？　それができるようになったら、《奴隷魔術》を教えられるから」

「よし……シェラよ。いくぞ？」

　シェラは目尻に涙を浮かべながら、頰ほほを赤くして、呼吸を弾ませていた。

　こくり、とうなずいた。

「う、うん……へいき……きて、いいよ……？」

　手に魔力を集める。

《天てん魔まの杖つえ》に魔力をこめるように、シェラへと注ぎこんでいく。

「くおおおおおおッ！」

　なにか、やわらかな壁を抜けるような感覚があって、ずっと押さえつけられていたものが、むしろ引きこまれる。

　シェラのなかに、ディアヴロは魔力を解き放った。

　びくん、と彼女が身体を痙けい攣れんさせる。

「あッ！　んあッ！　ひああああああああああああ──────ッ!!」

　真っ白な閃せん光こうがほとばしり、視界を埋めた。




「……というわけで、それが見えて、干渉さえできれば、あとは靴くつ紐ひもを結ぶのと同じようなものなわけ。手順通りに魔力を通して、きゅっと結ぶのよ？」

　メディオスが、あやとりのように紐を十指で操って、なにやら形を作った。

　彼女は椅子に座って脚を組んでいる。

　ディアヴロは向かい側に座って、腕を組んでいた。

　気だるい解放感が、身体の芯に残っている。

「まだ集中しないと無理だが……たしかに、ときどき魔力が見えるようにはなった気がする。触れれば、完璧だな」

「ふふふ……それ覚えるのに、私は六歳からはじめて十八歳までかかったんだけどねえ？」

「我は魔王だ。人族と比べるなど愚かしいこと」

　──俺だって、濃密な時間をつぎこんできたわけだしな。ゲームにだけど。
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　この世界で、さんざん魔術を使ったことも影響があるのだろう、驚かれるような早さである程度は習得できた。

　メディオスが肩をすくめる。

「でも、無理みたいねえ？」

「不可能とは思わん。しかし、今の精度と集中の持続時間では、とうてい太た刀ち打うちできそうにないな」

「シェラちゃんが天才だったのも災いしちゃったかしらねえ？」

「かもしれん」

「それが、反射して、ぐちゃぐちゃになって、具現化して固定しちゃってるのね」

　メディオスの言葉に、ディアヴロはうなずいた。

　魔力は見えた。

　シェラの首にある《隷従の首輪》も。

　ディアヴロはため息まじりに言う。

「……まるで、果ての見えぬ部屋に無数の毛糸玉を転がして、絡み合ってしまったかのようだった……あれを一本一本ほぐさねばならぬのに、その部屋は煙が充満していて、視界が悪く、息を止めている間しか居られない……そんな感じだ」

「うんうん、諦めたら？」

「くっ……」

　その気はなかったが、くじけそうになるほど厳しい状況なのは確かだった。




　すぐ横では、毛布をかけられたシェラが、ベッドで幸せそうに寝息をたてている。

　彼女の首には《隷従の首輪》が嵌はまったままだった。





幕間




　レムはアリシアと共に奴隷屋のテントを出ていた。

　外にはベンチが用意されていて、警備の兵士が「ときどき体調を崩す方もいらっしゃいます。とくに女性は。どうぞ休んでいってください」と勧めてくれた。

　市場の喧けん噪そうは聞こえてくるものの、少し離れているため、そう騒がしくはない。

　お言葉に甘えて、ベンチを借りていた。

　横にはアリシアがいる。

　──いい人そうですけど、なにを話していいかわかりません。

　レムは、あまり他人と関わらないようにしてきた。

　そのせいで、よく知らない人と一緒になると、どうしていいかわからない。

　困っていると──

　アリシアが柔和な笑みを浮かべて話しかけてきた。

「《隷従の魔術》を解くというのは、どのようなものなのでしょうね？」

　レムは考えてから答える。

「……おそらく、召喚魔術に似たものだと思います」

「クリスタルを投げる？」

「あ……使うときのではなく……召喚獣と契約するときの儀式魔術のことです」

　最初に召喚獣を従える魔術も、それをクリスタルにしておいて必要なときに呼ぶ魔術も〝召喚魔術〟だ。そのあたりの説明を挟んで、レムは話を続ける。

「……〝場〟と〝状況〟をつくり、〝役割〟を成すことで発動する……それが儀式魔術だと、わたしは理解しています。星ほし降ふりの塔という〝場〟で呪文を唱え、魔力が満ちた〝状況〟をつくり、召喚者という〝役割〟を成すことで召喚獣を呼び出したわけです」

　実際に現れたのは、召喚獣ではなかったが。

　アリシアがうなずく。

「なるほど。さすがはレム様、魔術に関する優れた見識に、ただただ脱帽するばかりです」

「……アリシアさんも、魔術知識がないわけではないでしょう？」

「いいえ。わたくしは《武技》には、それなりに自信がありますが、魔術知識では専門の方の足元にも及びません。先ほど、メディオス様のおっしゃっていた〝魔力の流れ〟についても見当すらつかない有様です」

「……それについては、わたしもわかりませんでした……推理ができないわけではありませんが」

　レムには〝魔力の流れ〟が見えない。

　才能が欠如しているのかもしれないが、そもそも訓練したことがなかった。

　メディオスは〝血の滲にじむような訓練の成果〟と言っていた。

　──シェラは訓練などしていなかったようですが。

　彼女はバカかと思えば、ときどき驚くほど聡さとい。

　召喚獣の一匹もいない素人かと思えば、〝魔力の流れが見える〟などという才能があったりする。

　王族に連なる者は、特別な加護を持って生まれてくる場合があるらしい。

　豊ほう穣じよう神しんの加護により〝支配地が豊作になる〟だとか、海洋神の加護により〝波が静まり船乗りが安全に航海できる〟だとか。魔術では不可能なほど長期的で大規模な効果を、生きているだけで発揮するという。

　シェラの才能も、その一種なのだろうか。

　祝福された存在だ。

　自分とは真逆なのだと、つい思ってしまいそうになる。

　アリシアが心配そうな顔をした。

「レム様、やはり体調が優れませんか？」

「……いえ」

　首を横に振る。

　心配してくれたのにそっけなかったかな、と不安になった。

　しかし、彼女は気にした様子もなく。

「ディアヴロ様たちが、なにを教わっているか気になりますか？」

「……それはありますね」

「今からでも行ってらしてはいかがですか？　わたくしは待っておりますから」

「……いえ……あの方は……苦手です」

　レムは胸に手を当てた。

　自分の中には《魔王クレブスクルム》の魂が封印されている。

　なんの情報も与えていないはずなのに、メディオスはその事実に気づきかけていたように思う。

　もちろん、レムの中に別種の〝魔力の流れ〟を感じたからといって、すぐに魔王に直結するわけではないのだが。

　アリシアがうなずく。

「なんでも見透かしてしまいそうな方でしたからね……わたくしも少し怖かったのです」

「……あなたは、噓うそなどつかない国家騎士なのに」

「ふふ……まさか。そんな人はいませんわ」

「え？」

「むしろ、国家騎士として正しくあろうとするほど、噓うそが増えていきますもの」

「……そういうものですか？」

「ナイショですよ？」

　おどけるようにアリシアが肩をすくめた。

　──国家騎士の彼女にも、秘密なんてあるんですね。

　アリシアは裏表がなく朗らかで社交的な、完璧な人に見える。そんな彼女にすら秘密がある。

　なんだか嬉うれしかった。

　レムは不安を吐と露ろする。それくらいは許されそうな雰囲気だった。

「……わたしは……秘密を暴かれるのが怖かったのです」

「わかります。人は誰しも秘密を持っているものですから……わたしは秘密がバレてしまいそうなときに、それを隠してくれるという、おまじないをするのですよ？」

「おまじない……」

「子供っぽくて、ちょっと恥ずかしいのですけれど」

　アリシアが舌を出した。

　とても大人びた彼女にもこんな表情があるというのが、意外だった。

　レムは尋ねてみる。

「……その、おまじないとは？」

「興味がありますか？　じゃあ、こそっと教えちゃいます。目を閉じて、片手をこちらに出していただけますか」

「……こうですか？」

　レムは言われたとおり、目を閉じた。

　そして、手を出す。

　手の平に、ややくすぐったい感触があった。

　アリシアの指が、レムの手の平に円を描いたのだ。さらに、数本の線を引く。

　ほわっ、と手が温かくなった。

　魔力を感じる。

　──魔術を使った!?

　レムは驚いて目を開ける。

　アリシアのほうも、驚いたような顔をしていた。

「え？」

　どちらも、すぐには言葉が出ない。

　先に問いを発したのは、レムだ。

「……アリシアさん……今のは……？」

　彼女が、ハッとして深々と頭を下げた。

「あ……あの……わたくしの故郷ではこのように、手のひらに円を描いて〝はい、閉じた〟と唱えると秘密が守られる、という言い伝えがありまして」

「……そうなのですか？　なにか、魔術を感じました」

「そ、そう、なのですか？　わたくしも、急に光ったので驚いたのです。考えてみると、これを魔術師の方にやったのは初めてでした……魔力があると、なにか働いてしまうのかもしれません。軽率でした。驚かせてしまってすみません」

　魔力があったから？

　あるいは、魔王の魂が封じられているから？

　いずれにしても、もしも《魔王クレブスクルム》の魂が封じられていると気づいたなら、彼女は飛び退いていることだろう。

　腰の剣を抜いているに違いない。

　この態度からすると、噓うそは言っていないし、秘密は知られていないと考えるべきか。

　恐縮して頭を下げたままのアリシアに、レムは言葉をかける。

「……いいんです。気にしないでください」

「許してくださいますか？」

「……そんな、大おお袈げ裟さです。ちょっと驚いただけです」

「よかった。ありがとうございます」

「……相談できて、気が軽くなりました」

　それは本当だった。

　セレスやディアヴロに秘密を知られたときも、その瞬間は恐ろしかったが、許されたあとは、とても気持ちが楽になった。

　打ち明けなくても、少し話しただけで、ずいぶん違う。

　国家騎士であるアリシアに全てを打ち明けるわけにはいかないが。

　彼女が優しげな笑みを浮かべた。

「よくわかりませんが……わたくしが、なにかお役に立てたのであれば幸いです。レム様のように、人に言えない苦心を抱えた方を放っておきたくないのです」





第二章　戦争を回避してみる




　夕方──

　宿屋《安心亭・夕暮れ店》に借りている大部屋へと戻ってきたディアヴロは、すっかり疲れていた。

　これはＭＰ精神力消費による疲労感に似ている。

　使い切ってしまったほどではないが、エルフたちとの戦いがいつ起きてもおかしくない状況で、迂う闊かつだったかもしれない。

　ちなみに、襲撃者によって破壊された壁は、補修跡こそわかるものの、しっかりと塞がれていた。

　一日で直るものなのだということに、驚いてしまう。土系の魔術なのか。それとも、建築技術が優れているのか。

　ディアヴロはベッドの近くに戦鎌ウオーサイズを置いた。

　これだけは、襲撃に備えてポーチに入れないでおく。

　そして、ベッドへと腰掛けた。

　レムが隣に座る。

「……なんだか、疲れました」

「うむ」

　朝から緊張を強いられることばかり続いたから、仕方ない。

　ふと見ると、アリシアは戸口のところで、まるで警備兵のように立っている。

　そして、シェラも立ち尽くしていた。

「……」

「どうかしたのか？　具合でも悪いとか……」

　先ほど、ディアヴロの魔力を注ぎこむということをやった。《隷従の首輪》の魔力構造を見るということも。

　その影響が出たのではないか、と不安になる。

　シェラが首を横に振った。

「ぜんぜん、へいき。むしろ元気いっぱいだよ？　体はね。でも……こうやって一日中ディアヴロとかレムとかアリシアさんが大変だったのは、あたしのせいなんだって思うと……ごめんね」

　レムが即座に否定する。

「……あなたは、やはりバカですね。今回の騒動はグリーンウッド王国の横柄な要求のせいであり、シェラのせいではありません」

「そうかなあ……？」

「……そもそも、王女が家出したからといって、その家出先の国に戦争を匂わすなどと、あまりに非常識です。良識ある国家とは思えません」

　アリシアがうなずく。

「わたくしも個人的な意見として、グリーンウッド王国の振る舞いは大変無礼であると断言せざるをえません。この状況で苦しむのはシェラ様だということも理解してしかるべきです」

　ディアヴロも同じ気持ちだった。

　しかし、そういう心の機微をうまく表現できるようなら、コミュ障なんかやっていない。だから黙っていた。

　──人が増えると、どんどん俺の存在感がなくなっていくような？

　いやいや、とネガティブな思考を捨てる。

　シェラのためにディアヴロができることは、ひとつだ。

　──戦争を回避する。

　そのために、いろいろな人が協力してくれているのだから。

　レムが尋ねる。

「アリシアさんは、どこで寝るつもりですか？」

　大部屋には、ディアヴロとレムとシェラが泊まっている。部屋は広いが、ベッドは三人でも狭いくらいだった。

　手の置き場所によっては、事故が起きる。

　四人は無理だろう。

「わたくしは隣に部屋を借りてありますので、ご心配には及びません」

　レムが残念そうな顔をする。

「……そうですか」

　奴隷屋で二人だけで待たせてから、少し仲良くなったような感じだった。レムは友達が少なそうなので、いいことだ。

　アリシアがドアノブに手をかける。

「みなさんにもプライベートな時間が必要かと。わたくしは国王陛下の目として顚てん末まつを見届けることと……必要とあらば、リフェリア王国の考えを伝える役です。私生活まで監視するつもりはありません」

　ディアヴロは内心で安あん堵どしていた。

　ベッドに女の子が三人なんてことになったら、いよいよ自分は床で寝ることになる。

　表向きは鷹おう揚ようにうなずいた。

「好きにするがいい」

「ありがとうございます。それでは、失礼を──」

　彼女の言葉に、笛の音が重なる。

　妙な笛の音色だった。





†






　笛の音がする。

　聞こえてくる種類は、フルートのような高い笛の音が一つきり。

　上手いように思えるのだが、耳にまとわりつく気持ち悪い響きだった。

　音がだんだんと大きくなっていく。近づいてくるのだ。

　扉のすぐ近くまで来た。

　ディアヴロでもわかるくらい、はっきりと扉の向こう側から聞こえてくる。

　部屋の前にいる。

　扉に一番近いアリシアが、こちらに目配せした。いかがなさいますか？　と。

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを持って立ち上がる。

「開けろ」

　アリシアが扉を開けた。




　エルフの青年が横笛を吹いていた。

　美しい顔立ちだ。

　背丈はディアヴロと同じくらいだが、ずっと細身で、ひょろっとした印象だった。

　髪は黄金を溶かしたような金で、面立ちは女性めいて美しい。

　さがった目尻のためか、顔のつくりが優しげに見える。

　しかし、口元に浮かんだ下げ卑びた笑みが、彼の美貌を台無しにしていた。

　──エルフだからか？　似てる？

　ディアヴロはシェラのほうを見た。

　彼女が驚いた顔をして、よろよろと後ずさる。

「な、なんで……ここに!?」

　エルフの青年が吹いていた横笛を唇から離して、腰帯に差した。

「ふふん……お前は、相変わらず頭が空っぽだなあ……どうしてって？　迎えに来たに決まってるじゃないか」

「だからって──兄さんが、わざわざ自分で来たの!?」

　──兄さん!?

　この青年はシェラの兄だというのか!?

　だとすると……

　エルフの青年がうやうやしく、優雅に一礼する。

「初めまして。シェラの兄で──エルフ族の宗主国グリーンウッド王国の第一王子である、キイラ・Ｌ・グリーンウッドだよ。よろしく見知りおくがよい、愚民ども」

　その表情には、嘲りと侮蔑が滲にじんでいた。

　シェラが大きな声をあげる。

「どうして、ここがわかったの!?」

「ハッ！　まさか隠れているつもりだったのか？　おいおい、考えたらわかるだろ？　冒険者どもに聞いたんだよ。僕が出した懸賞金はかなりの額だからね。みんな居場所の調査くらいするさ。あとは金を積めば情報は買える」

　こともなげに言い放った。

　──本当に王子なのか？

　シェラの反応を見れば間違いはなさそうだが、宣戦布告してきた国の王子が、相手の国へ単身で乗りこんでくるというのは、いくらなんでも異常だ。

　そんなリスクを冒すものだろうか？

　シェラが見分けられていないだけでニセモノの可能性はないだろうか？

　キイラがディアヴロを見て、ニヤリと笑う。

「ふふん？　お前がシェラを奴隷にしてるのかい？　やってくれたね……騙だましやすかっただろ？　こいつは頭が空っぽだからさ」

　ディアヴロは首を左右に振った。

「奴隷にはしていない」

「へえ？　そうなんだ。でもさあ……奴隷でもなきゃ、角の生えた混魔族デイーマンなんかと一緒にいるはずないよねえ？　気持ち悪い」

　べっ、と唾を吐いた。

　人が借りている部屋に、なんてことをするのか。

　怒りに任せて行動したくなるが、ぐっと堪えておく。まだ情報が足りない。

　相手がグリーンウッド王国の王子だというのなら、〝ディアヴロと戦争しては損だ〟と思わせることだ。

　そうすれば、戦争は回避できる。

　突拍子もない行動に面食らったが、なんてことはないバカ王子だ。単身で敵地に乗りこんでくるとは！

　漏らすくらい脅してやる。

「ククク……面白いぞ、エルフの小僧……我こそは魔王ディアヴロ……この場で貴様を消し炭にしてくれよう」

　キイラが嫌らしい声をあげる。

「ふうん？　まぁ、お前がそれでいいんなら、俺もいいんだけどさ？　俺が時間までに帰らないと……代わりに街の人間ヒユーマンが大勢死ぬことになるぜ？」

　レムが身を乗り出した。

「あなた、なにをしたのですか!?」

「僕がここまで入ってこれてるってことを、もっと深く考えろよ。首の上の物は空っぽなんじゃない？　ここは人間ヒユーマンの街だけど、エルフだって入れちゃうんだよ？」

　たしかに、この街には多くの亜人がいる。

　エルフもいる。

　シェラが言い返す。

「そんなの当たり前じゃん。エルフと人間ヒユーマンは仲良しなんだよ。それを兄さんが──」

「ぬるい、ぬるい、ぬるすぎる！　グリーンウッド王国は宣戦布告したも同然なんだぜ？　エルフは全員拘束かと思いきや、門で軽い荷物検査だけときた。武器なんぞ、いくらでも手に入る街で！」

「ううぅ……」

「いいかい、混魔族デイーマン？　一度しか言わないから、空っぽの頭に刻みこめ！　僕に傷の一つでも負わせてみろ。街に放ったエルフたちが、片っ端から人間ヒユーマンどもを襲うぞ。無差別に大量にね！」

　ディアヴロは内臓が煮えるかと思うほどの怒りを感じた。

　こいつの言動は、もう国家の代表者たるものではない。たんなる犯罪者だ。

　領主のガルフォードがエルフたちを小集団だと言いながら警戒していた理由が、ようやく理解できた。

　この街に潜まれてしまっては、戦いようがない。

　キイラは姑こ息そくな手段で自分の安全を確保しているからこそ、大胆不敵にも単身でやってきたのだ。

　──どうする？

　これで手を出さずにいたら、相手の思うがままだ。交渉にもならない。シェラを奪われ、それ以上のことも要求されるかもしれない。

　脅しに屈したら、負けだ！

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを構えた。




「この街の人間ヒユーマンどもを殺すだと？　ふんっ……それがどうした？」




「なんだと!?」

　キイラが目を見開く。

　レムとシェラが驚いて声をあげた。アリシアもさすがに動揺している。

　ディアヴロは全力で魔王ロールプレイに徹する。

「我は魔王ディアヴロ……有象無象の命なんぞで縛れると思ったか」

「本気なのか!?」

　キイラが後ずさった。

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを構えたまま、一歩、前に出る。

「貴様は見誤ったのだ……たかが人間ヒユーマンの命ごときで優位に立ったつもりだろうが……そんなものは役に立たない」

「エ、エルフと戦争をする気か!?」

「なにを言う？　もう始まっているのだろう？　殺すつもりで敵国に兵を送ることを戦争と呼ぶのではないのか？」

「まだ！　まだ始まってない！　俺が八時までに、ある場所に帰れば、全員にわかる合図を送ることになってる」

「そうか……命拾いしたな。貴様が無差別に市民を殺していたら、俺はグリーンウッド王国に出向いて、無差別にエルフどもを殺しているところだ。この街は我が領土。そこで暴れた者には、相応の報いをくれてやらねばならぬからな」

「は……はは……グリーンウッド王国には、エルフ随一の精鋭が揃そろってて、無数の秘宝もある。たかが混魔族デイーマンなんぞに……」

　レムがため息をついた。

「……呆あきれました。自分が交渉する相手のことも調べていないとは」

「なんだと、豹ひよう女おんな!?」

「……ディアヴロは先日、魔族一〇〇体をウルグ橋きよう砦さいの石橋ごと消滅させているのですよ。それほどの魔術師から国を守る術を、グリーンウッド王国は持っているというわけですか？」

　キイラが鼻で笑う。

「ハッタリなら、もっと上手い作り話にしろよ。デカすぎて喜劇になってるぜ？」

「兄さん、本当だよ？　あたし、この目で見たんだから。真っ白に光って、なにもかも消えちゃうんだよ？」

　アリシアもうなずいた。

「それほどの実力者だからこそ、ガルフォード卿きようはシェラ王女を屋敷に置かず、このような宿屋に泊まることも許しているのです。全てはディアヴロ様の実力を認めればこそ」

「…………ちッ」

　キイラが舌打ちした。

　それから、ため息まじりに肩をすくめる。

「ああ、わかったよ。それじゃあ、平和的にいこうじゃないか？　実はね、僕も戦争なんかするつもりはないんだよ。だってバカらしいじゃないか──僕のものを返せってだけなのに、わざわざ戦争だなんて。面倒くさい。親父も乗り気じゃないしね──だから、確認に来ただけなのさ。それを熱くなっちゃって恥ずかしいね」

　ディアヴロは返す。

「ほう？　なにを確認しに来たか、言うがいい」

　キイラが苛立たしげな表情を見せた。

　上から目線で接せられたことなどないのだろう。

「……混魔族デイーマンが偉そうに……確認するのは、シェラの意思だ」

「意外とまともだったな」

「この件に親父が乗り気じゃないのは、シェラが自分から家出したと思いこんでるからなんだ。まったくバカだね。家出なんて一時の気の迷いじゃないか。奴隷にされて帰れないだけだろ？　シェラは僕のものなんだから、持ち主のところに帰ってくるべきなのに」

「貴様の考えはわかった」

「そうかい？　じゃあ、シェラの意思を確認させてもらおうか。帰りたいに決まってるから、連れ帰るぜ？」

　ディアヴロは怒りを通り越して、呆あきれていた。

　シェラが自由を求めて国を出た理由が、よくわかる。これが兄では。

　一発ぶん殴ってやりたいが……

　今は交渉が必要だ。

　市民の命が危険に晒さらされていることに変わりはなかった。

「ふんっ……ずいぶんと自信があるようだが……シェラが帰るつもりはないと言ったら、どうするのだ？」

　キイラが両手を広げた。

「あきらめるさ！　当然だろ！　今までの話からわかんないのか？　本当にバカばっかりだな！　聞くなよ、恥ずかしい」

　──妙だな？　こいつは本気でシェラが帰りたいと言うと思っているのか？

　言うわけがない。

　彼女は自由のために飛び出したのだ。

　それに、もう一人ではない。

　レムや……ディアヴロのことを〝仲間〟と口にしたのは彼女だ。

　絶対に帰りたいなどと言うはずがない。

　あるいは、旅をしてシェラが変わったのかもしれない。昔は、この兄に強く要求されたら逆らえなかったのではないか？

　だからこそ、ずっと強い力を求めていたのではないか？

　──今のシェラは違う。

　ディアヴロは確信を持っていた。

「よかろう、それならば自分の耳で、しかと聞くがいい……妹の本当の気持ちを！」

　シェラがうなずく。

「兄さん！　あたしは、もう──」

「おおっと！　ちょっと待ってくれよな！」

　キイラが遮った。

　シェラが怪け訝げんな顔をする。

「……なに？」

「それそれ、その首輪だよ！　もう戦争するかどうかって状況だぜ？　大勢が僕の命令で動いてるんだ。これからの国の関係に関わってる大問題なんだよ。シェラの返事は公正な環境で聞くのが当然だろ？」

　こいつの行動の、どのへんに公正さがあったのか。公平ではなく、正しくもなかった。

　シェラが言い返す。

「首輪なんか関係ないよ！」

「お前の頭は相変わらず空っぽだな。《隷従の首輪》があって、目の前に主がいるんだぞ。そんな状況での返事なんて、強制されていると考えるのが当然だろ？」

「ディアヴロは命令しないよ！　兄さんや父さんと違って！」

「黙れ、シェラ。殴るぞ？」

　ビクッ、と彼女が怯おびえたのがわかった。

　ディアヴロは思わず手を出しそうになって、自分の右腕を、左手で摑つかむ。

　あるいは、レムがマントの裾を摑んでいなければ、飛びかかっていたかもしれない。

　レムが尋ねる。

「……どのような環境なら、公正だと言うのです？　まさか、グリーンウッド王国に連れ帰ってから聞くなどと言わないでしょうね？」

　キイラが肩をすくめた。

「言わないって。まぁ、少なくとも、他のヤツがいる所はダメだな」

　アリシアが片手を挙げた。

「別室を用意させていただきます。わたくしは国家騎士として顚てん末まつを見届けたいと思いますが、同席を許可いただけますか？」

「バカか？　国家騎士なんてリフェリア王の剣だろ。どう考えたってグリーンウッド王女を人間ヒユーマン側に置いておくほうが有利だ。公平さの欠片もないだろうが！」

「しかし、二人きりにするわけには……」

「おいおい？　ここはお前らの領地で、僕は単身で乗りこんできたんだぜ？　どうして、こんな危険を？　平和的な解決のためさ！　僕がシェラの真意を聞けば、どういう結果になるにせよ戦争は回避できる。だから、こんな無茶をしたんだ」

「う……」

　アリシアがうめいた。

　彼の主張は強引なものだったが、たしかに戦争を回避できる可能性がある。

　シェラに振られたほうが身を引く、という約束さえ守られるなら。

　キイラが深くため息をついた。

「やれやれ……わかった、わかった。僕が譲歩してやる。五分でいい。それくらいなら、いいだろう？」

「貴様、なにが目的だ？」

「いろいろと説得材料を用意していたけど、まぁ、一つだけでも試せれば充分だ。僕の笛の演奏を聴けば、きっと郷愁に駆られて〝帰る〟と言うさ」

　シェラが故郷を飛び出したのは、そんなことで心変わりするほど生易しい理由ではないだろう。

　本当に意味があると考えているのか、ディアヴロは不思議だった。

「あの気持ち悪い音色が、貴様の切り札だというのか」

　控えめに言っても〝おぞましい〟と形容するのがふさわしい音色だった。あんなもので心変わりするなら、シェラの感性を疑ってしまうくらいだ。

　キイラが吐き捨てる。

「ハッ！　あの笛の音色がわからないなんてね。品性の欠如した野蛮な種族だな、混魔族デイーマンは」

　本当に混魔族デイーマンだから理解できないのか。

　周りに視線を送ってみると……

　レムもアリシアも、当のシェラでさえ首をかしげていた。

　やはり、あの笛の音はいいものではない。キイラ一人が絶賛しているだけだった。

　クロスレヴェリには笛で相手をどうこうするアイテムは存在しない。

　ディアヴロは実装済みの全ての装備を把握しているが、どれほど記憶を攫さらっても、キイラの持っている笛に似たものはなかった。

　──だとすると、相手の勝算がなさすぎて気持ち悪いが、これだけの条件を提示されたのなら、譲っておくか。

「貴様はどうしたい？」

　ディアヴロだけでなく、レムもアリシアも、シェラを見つめる。

　シェラが怯おびえているのはわかっていた。

　恐ろしいのだろう。

　しかし、彼女はうなずいた。

「あたし……がんばる！　ちゃんと、二人きりでも、兄さんに気持ちを言うよ！」

「いいのだな？」

「うん……兄さんと二人きりになるのは恐いけど、あたしが言えば……ちゃんと言えば、戦争がなくなるんだもん。あたし、がんばるって約束したから！」

　ディアヴロはうなずいた。

「……指一本でも触れられそうになったら、叫べ。その瞬間に、そいつを消し炭にしてやる」

「うん、頼りにしてるね、ディアヴロ。でも大丈夫……あんな人だけど、家族だから」

　レムやアリシアが励ましの言葉をかけた。

　キイラが追い払うように手を振る。

「よし、話は決まりだな！　ほらほら、邪魔者は出てけよな。まったく、獣臭くてしょうがないぜ」

「言っておくぞ、キイラ……許すのは会話と演奏だけだ。指一本でも触れようものなら、貴様は灰になる」

「ああ、約束は守る。エルフの誇りにかけてな。お前のほうこそ、シェラが帰るって言ったら、もちろん《隷従の首輪》を外すんだろうな？」

　ディアヴロは首を横に振った。

「無理だ。外せん」

「はあ？　お前ふざけてんの？」

　シェラが心苦しそうに言う。

「兄さん、本当なの。今日も調べてもらったんだけど、魔術師協会でも奴隷商人でも、この首輪は外せなくって……」

「チッ……どこまで使えないんだよ、お前ら……自分の魔術が解除できないって、バカだろ。まぁ、いいか。国にある秘宝のどれかでどうにかなるだろ……命令の解除くらいはしとけよな！」

「命令などしていない。シェラは奴隷ではない」

「はあ？　マジだったのか？　バカすぎて理解できないんだけど……ああ、そっか、シェラは頭が空っぽだから魔術で命令するまでもないか。いやぁ、お前らのバカさかげんは僕の想像を超えてたよ」

　ディアヴロは今日一番の怒気を込めて口を開く。

「貴様こそ、シェラが帰らないと言ったら、軍を引いて二度と手出ししないと約束しろ」

　キイラがニヤニヤしながらうなずいた。

「いいぜ。断られたら、明日には軍を引き上げてやるよ」

　シェラが「すぐ終わるよ！」と笑顔を見せる。

　不安はあった。

　しかし、ディアヴロはシェラを信じることにした。

　キイラの口約束は信用できるか怪しいが……

　残念ながら、武力に訴えてしまうと街の人々を守れない。

　この交渉は──

　相手の嫌がるカードを並べて、〝勝負〟のコールをさせずに、降りさせる。それしかないのだった。

　ディアヴロはレムとアリシアを連れて部屋を出る。

　二人を残して、扉を閉じた。
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　宿屋の食堂──

　今の時間、夕食を取る亜人たちで賑にぎわう場所だ。

　ディアヴロ、レム、アリシアはなにも頼まず席に着いている。

　約束したのは五分間。

　たった五分間だ。

　笛の音が聞こえてくる。

　──本当に演奏を聴かせているのか……気持ち悪い曲だが、そんなに自信があるのか？

　シェラの反応も悪かったように思う。

　ディアヴロは耳に入ってくる笛の音をうとましく思った。

　そして、最後まで良さが欠片もわからないまま、笛の音が消える。

「アリシア、今の時間は？」

「あと十秒です」

　国家騎士の紋章が刻まれた懐中時計を睨にらんで、そう言った。

　この世界では、かなりの高級品だ。微細な歯車ひとつから手作りされる。同じ重さの黄金と同じくらいの価値があった。

　階段を降りてくる足音。

　キイラがやってきた。

　相変わらず、嘲るようないやらしい笑みを口元に浮かべている。

　シェラの姿はなかった。

　ディアヴロは、キイラと対たい峙じする。

「シェラはどうした？」

「どうしたって、ここにいないってことは部屋にいるさ。そんなの考えなくてもわかることじゃないのか？」

　レムが尋ねる。

「……一緒にいないということは、シェラは〝帰らない〟と言ったのですね？」

「本人に聞けよ。僕が〝帰るって言ってたぜ〟って言ったら、お前、信じるの？　バカなの？」

「……たしかに……冷静さを失っていました」

　それだけ心配していたということか。

　キイラの横を通って、レムが階段を上っていく。アリシアも続いた。

　ディアヴロは睨にらみ合あう。

「約束は守るのだろうな？」

「くどいぜ？　しかし、混魔族デイーマン──ディアヴロだったっけ？　お前に言っておきたいことがあるんだけど」

「なんだ？」

「お互いに、シェラの意思を一番に尊重するんだよな？　そこのとこ確認しておこうと思ってさ。もしも、シェラが心変わりしたとしても、それが気に入らないものでも、ごねるんじゃないぜ？　あいつが国に帰るって言ったら、お前は《隷従の首輪》を使って強制できるわけじゃん？　そういうのナシにしようぜ」

「当たり前だ」

「言ったな？　よし、じゃあ、僕は帰るとするよ。もしも、道に迷って八時までに帰れないと、街が大変なことなっちゃうもんなあ？」

「巫ふ山ざ戯けた真似をすると、焼かれながら後悔することになるぞ」

「はは、やらないよ。そうそう……まだシェラは迷ってるみたいだけど、すぐ本当の答えに気づくだろう。そのときのために、あいつの荷物はまとめとけよな」

「軍を引き上げるという約束だったな？　違えるつもりか？」

　キイラが肩をすくめる。

「僕はお前と違って育ちがいいから、約束は絶対に守るさ。明日には引き上げる。そのときはシェラも一緒だろうけどね」

　シェラは〝帰らない〟と言ったはず。それなのに、この態度はどういうことなのか？

　キイラが勝ち誇ったように笑いながら、宿屋を出て行った。
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　ディアヴロは宿屋の部屋へと戻った。

　ちゃんと、シェラがいる。

　ベッドのうえに、レムとシェラが座っていた。アリシアは相変わらず戸口に立っていた。警備兵のつもりなのか。

　シェラが疲れた顔をしながらも、微笑む。

「おかえり、ディアヴロ」

「うむ」

　レムがため息をついた。

「……本当に演奏するとは思いませんでした。あの悪趣味な音色の笛を」

「ねー？　あの曲なんなんだろねー？　なんか頭がかゆくってイヤだったよー」

「……話はしなかったのですか？」

「ちょっとだけ、昔話……もういないんだけど、上の兄さんの話と……あと、これからの話かな？　今、帰らないなら、もう帰れなくなるって言われちゃった」

「……それは」

　レムがうめいた。

　──帰るか、故郷を捨てるかの選択をさせたのか。

　故郷には兄以外の家族や友人もいるだろう。

　捨てるという選択は、つらかったに違いない。

　しかし、シェラの表情には笑みが浮かんでいた。

「いいんだ！　家出したときから、もう帰らないって決めてたから！」

「……あなたはそれでいいのですか？」

「うん、いいの。これからは追手に怯おびえる必要もないし、この街にいても迷惑をかけないんだって思ったら、スッキリしたよ」

　元気そうな声だった。

　しかし、いつもとは何かが違う。

　やっぱり、落ちこんでいるのだろうか。もしかしたら、まだ迷っているのだろうか。

　アリシアが声をかける。

「ところで、先ほどの食事は昼食には遅く、夕飯には早かったのですが……お腹が空いていたりはしませんか？」

　シェラがベッドから降りた。

「そういえば！　おなか、ぺっこぺこだよおッ！」

　レムが笑う。

「……わたしも、お腹が減ってきました」

「あはは、なにか食べようよ！　木の実が食べたいなー。コリコリしてるやつ」

「……断然、肉です」

「レム、ありがとうね。ディアヴロもアリシアさんもありがとね！　なんか急に、いっぱい食べたくなってきたー。今日はいつもの倍は食べるよ！」

「……食べ過ぎて太らないように」

「ん？　あたしって、なんか太らないんだよね」

「……高脂肪シェラ」

「ひどー!?」

　レムがさっさと部屋を出て行く。

　追いすがるように、シェラが続いた。

　アリシアが苦笑する。

「ふふ……賑にぎやかでいいですね」

　ディアヴロは「騒々しいのは好かんな」と魔王らしく言ってみた。

　しかし、口元に笑みがこぼれるのを抑えられない。

　ようやく、日常が戻ってきたのを感じた。
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　深夜──

　ディアヴロは意識だけが覚醒していくのを感じる。

　しかし、起きるほどでもない。

　身体は疲れ切っているのに、目が覚めてしまった──そんな感じだった。

　薄目を開ける。

　部屋は真っ暗に近かった。

　ファルトラ地域エリアの気候は温暖なので、寒くはない。

　──今は、どのくらいの時間だろう？

　時計はない。

　小窓から日差しが入ってくれば朝で、起きる時間だった。

　しかし、まだ部屋は暗い。

　ふと気がつく。小窓のそばに、シェラが佇たたずんでいる。

　物思うような表情で、空を見上げている。月の光に金色の髪が輝いていた。

　神聖ささえ覚える姿だ。

　エルフが神族に一番近いと言われる理由がわかるような気がする。

　なにを考えているのだろうか？

　ディアヴロは声をかけることもできず、じっと見つめていた。

　レムの声が聞こえる。

「……眠れないのですか？」

　ベッドから、レムが足を下ろした。ベッドに腰掛ける形になる。

　シェラが、わずかに驚いた顔をした。

「レムも眠れないの？」

「……キイラ王子は全く信用できません。襲撃に備えて起きていました」

「あはは……兄さんって、本当に信用されてないなあ。まぁ、そうだよねー」

　ディアヴロが寝ていると思っているからか、二人とも声を控えめにして話していた。

　またレムが尋ねる。

「……あなたは、なにをしていたのですか？」

「うーん……いろいろ考えてた、ような？　故郷での思い出とか、旅をしてて起こったこととか、色んなこと思い出したりして」

「……感傷に浸っていたのですか？」

「そう、それ。それが言いたかったの！」

「……あまり大声を出さないように。ディアヴロを起こしてしまいます」

「あ、ごめん」

　シェラが両手で口をふさいだ。

　──まぁ、起きてるんだけどな。

　会話に混ざりにくくなった。

　どう話しかけていいかわからずに黙っていたせいで、盗み聞きになってしまった。失礼だから寝てしまおうと思うのだが……妙なシチュエーションに緊張したのか、疲れているのに眠気は飛んでしまっていた。

　二人が会話を続ける。

「……シェラは、これからどうするのですか？」

「これから？」

「……もうエルフに追われることはないでしょう……冒険者を続ける理由はないと思います。あなたには、なにか夢や目標はないのですか？」

「冒険者続ける理由、ないかな？」

「……好きでやるなら止とめはしませんが、冒険者は危険な仕事です……もともと、故郷に連れ戻されないように強くなるのが目的だったのであれば、続ける必要はなくなったと思いますが？」

「あー、なるほど」

「……冒険者を続けるというのならば、先輩として面倒を見てもいいとは思っていますが」

「ほんと!?」

「……ただし、いつまでも続けられるものではありませんから、冒険者を引退することになったときのために、生活の手段を考えておいたほうがいいですよ？　シェラには未来があるのですから」

「あはは、レムにも未来はあるでしょ？」

「……そ……そうですね」

　レムは魔王クレブスクルムの魂を取り出して、消滅させるのを目的として冒険者をやっている。

　しかし、それは途方もない目標だ。

　だから彼女は、自分の未来を考えていないのだろう。

　──だが、魔王クレブスクルムは俺が倒す！

　そう約束した。

　事情を知らないシェラが、首をかしげる。

「変なレムだね！　えっとさ、レムはあたしがやってみたいことを聞いてるんだよね？」

「……そうですね。少し誤解をされている気もしますが……それでいいです」

「じゃあね、あたしは珈カ琲フ店エをやってみたいんだ」

「……珈琲店ですか」

　不思議そうな声だった。

　シェラが力強くうなずく。

「なんか、珈琲店って素敵な感じしない？　珈琲コーヒーを飲んで、軽いお食事をして、みんなで楽しいの！」

「……ざっくりしすぎたイメージですね」

「だって、実際に珈琲店に行ったことないんだもん。あれって王都まで行かないとないんだよね？」

「……ファルトラ市にもあります。最近、できました」

「あるの!?　ウソッ!?　どこに!?」

「…………声が大きい……わたしも行ったことはありませんが、中央地区のはずです。領主の屋敷などがある」

「わー今度行こうよ！　っていうか、明日、行こうよ！」

「……気が早いですね。そもそも詳しい場所がわかりません。明日、今回の顚てん末まつをセレスに報告に行くつもりなので、そのときに珈琲店の場所も聞いてきます」

「やった！」

　本当に嬉うれしそうにシェラが拳を握った。

　ふふ、とレムが微笑む。

「……安い店ではないでしょうが、わたしがおごってあげます……あなたの自由への決意を祝って」

「あはっ！　ありがとう！　これで夢に一歩近づいたね！」

「……そうですか」

「あのねあのね、あたしがマスターなの。そんで、レムが給仕で、ディアヴロがカウンターの中でコップを磨く人！」

「……あなたの夢に、なぜわたしたちまで巻きこまれているのですか」

「いいじゃん！　三人一緒にやったら、きっと楽しいよ！」

「……わたしにはわたしの将来設計があります」

「じゃあレムの子供が、あたしの店で働くの！　どう？　すごくない？」

「……なぜ……そんなにも、わたしに拘こだわるのですか？」

「エルフの国を出て初めてできた仲間だからだよ！」

　シェラが当然のように言った。

　レムが声を震わせる。

「……初めての、仲間……ですか」

「そうだよ。あたしは、もう故郷には帰れないけど……レムがいて、ディアヴロがいるなら、それはきっとあたしの新しい〝帰りたい場所〟になると思うんだぁ」

「……シェラ、後悔していませんか？」

「うん。本当の本当に、帰らないっていう決意は本当だよ。信じて。でも、寂しいっていう気持ちは……あるよ……でも、レムやディアヴロがいてくれるなら、平気だから。だから、ね？」

「……わかりました。信じます」

「みんなと会えてよかったって思ってるんだ。ディアヴロもいなくって、レムもいなかったら、あたしはきっと……国に連れ戻されてた。二人はあたしの恩人で──あたしの大事な仲間なんだよ。もう家族よりも家族なんだ」

　シェラが恥ずかしそうに頰ほほを搔かく。

　レムがうつむいた。

「……そう言ってくれたことには……その……恥ずかしいですが……否定的な気持ちはありませんよ」

「えへへ」

「……でも残念ですが……今は、あなたの将来設計には参加できません」

「そ、そっかあ……」

　しゅん、とシェラが肩を落とした。

　レムが立ち上がり、シェラへと歩み寄る。

「……よく聞いてください」

「なに？」

　ディアヴロは驚いた。

　──もしかして、秘密を打ち明ける気なのか？

　レムが一言一言を嚙かみしめるように言う。

「……わたしは、今、とある問題を抱えているのです。これを解決しない限り、わたしは将来のことを考える余裕もないのです。そしてこの問題は、とても困難で、ふとしたときに諦めてしまいそうになるほど……絶望的なものです」

「あ、あたし、なにかできる？」

「……わかりません」

「じゃあ、ディアヴロがいるよ！」

「……そうですね……ディアヴロなら、どうにかできるかもしれません。わたしは彼が協力してくれるならば、可能性があると思っています。だから……」

　レムが口ごもる。

　シェラが首をかしげた。

「だから？」

「……だから、問題を解決したあと、あなたが、まだわたしを迎えてくれるのならば、そのときは……一緒に珈カ琲フ店エをやってもいいかもしれませんね」

　照れたように顔を赤くしている。

　シェラが飛びついた。

　思い切りレムを抱きしめて、そのままベッドに倒れてくる。

「レムーッ!!」

「ひゃっ!?」

　どむっ、とディアヴロのうえに二人がダイブしてきた。

　──ぐえっ。

　レベル１５０の肉体がなかったら、潰れたカエルみたいな声をあげていたところだ。

　レムが抗議する。

「な、なにを考えてるのですか!?　ディアヴロを叩たたき起おこす気ですか!?」

「ごめ……だって、すっっっごく嬉うれしすぎて」

　むしろ、今ので起きないと思うほうが、どうかしているが。

　起きてないことになっているようなので、ディアヴロは寝たふりを貫いた。

　自分のうえで、二人が話し続ける。

「……嬉しい？」

「だって、きっとディアヴロはレムの問題だって、ぱぱっ！　って解決してくれるもん」

「……簡単に言いますね」

「あたしもがんばらないとね！　珈カ琲フ店エをはじめるのって、お金が必要だよね？　やっぱり冒険者は続けるよ！」

「……いいでしょう。あなたには弓が向いていると思いますが……まだ召喚術士を目指すのなら、まずは一匹目の召喚獣を獲得できるよう手伝います」

「一匹目はもうディアヴロがいるじゃん？」

「……は？」

「レムこそ、ディアヴロくらい強いのを召喚しないと、すぐあたしに負けちゃうんだからね？」

「……理解できません。いつディアヴロが、あなたの召喚獣になったのですか……理論的に因果関係を明確にして、あなたとディアヴロが双方向に契約を結んでいるという証明をしてください」

「えっ、今日、なんか……ふわってして、これはもう間違いないって思ったし？」

「……あなたは頭に花畑でも広がってるんじゃないでしょうか」

「どうだろ？」

「……もう寝なさい。わたしも明日は早いですし」

　レムがあくびをしつつ、ベッドのうえで定位置につく。ディアヴロの右側で横になった。

　しかし、シェラはレムに抱きついたままだ。

「やーだー」

　レムがうっとうしそうに言う。

「……あなたは、左側でしょう？　ディアヴロの左側が、あなたの場所だと決めたはず」

　そんな取り決めがなされていたことを、当のディアヴロは初めて知った。

　しかし、シェラは離れない。

「いいの！　今日はレムにくっついて寝るから！」

「……うざいです」

「このー……そんなこと言うと、こうするからね！」

「ッ!?　あ、あなた、人の耳をつまむなんて!?　んんっ、なにを考えてるんですか!?」

「前から、さわってみたかったんだよねー」

　その気持ちは、よくわかる。

　レムがビクッと身体を震わせた。

「はんっ!?　そん……な……ディアヴロにしか、されたことないのに！」

「えっ!?　ディアヴロにされたの？　こう？　こんな感じ？　あたしも、今日、されたんだけど……」

「なんですって!?　あっ、奴隷屋でですか!?」

「そうそう、んとね……こんなふうに、お腹のところを……」

「ひぐっ!?　なんで、わたしのお腹で再現するのですか!?」

「んで……魔力を……」

「魔力!?」

「んー……と……あたしも見えるだけで、魔力を注いだことはないんだよね。どうかなあ？　こうかなあ？」

「や、やめ、やめなさ……ん！　んんんッ!!」

「そうそう気持ちよくて、そういう声、出ちゃうよねー」

「くっ……このバカシェラぁぁんはぁぁぁぁぁぁ…………ッ!?」

「あ、これが魔力を流しこむってことか。お腹の下が、ぽかぽかするよね。んでね、ここからが本番で……」

　レムが身体を震えさせる。

　その震えが、触れた肩に伝わってきていた。

　ディアヴロはもう寝るどころではない。

　レムが絶叫をあげて気絶するように眠りにつき、シェラがＭＰ精神力を放出した疲労感から寝てしまったあと──

　ディアヴロは一人で悶もん々もんとして、朝まで眠ることができなかった。





†






　翌朝──

　ディアヴロたち四人は朝食のあと、別行動を取った。

　ことの顚てん末まつを方々に報告するためだ。

　レムは冒険者協会でシルヴィに話してから、魔術師協会のセレスへ伝えるという。

　アリシアは領主に報告する、とのことだった。

　二人とも、昼前には戻るらしい。




　ディアヴロは、話すだけなら相手を威圧するばかりで役にたちそうにないので、宿に残っていた。

　シェラも一緒だ。

　疲れているだろうから──というのは表向きの理由。

　まだキイラが撤退したという確証がない。ここで油断してシェラを一人にして、攫さらわれたら馬鹿だった。

　とはいえ、部屋でごろごろしているわけにはいかない。

　今回は戦争を回避できたが、やはり準備を怠ると不安を抱えることとなる。

　ＨＰ生命力回復ポーションの備蓄がないのは《魔王の指輪》を使うディアヴロにとって、大きな懸案事項だった。

　ディアヴロは床に、ドカッとあぐらをかく。

　本当は机のうえでやりたいところだが、この部屋にはベッド以外の家具がないので仕方がない。

　ディアヴロはポーチに手を入れて、取り出す物を思い描く。

　まずは《ポーション缶》だ。

　念じていると、指先にコツンと固い感触が触れた。

　その感触をつまんで抜き出す。

　ぬるり、とポーチの外見よりも長い、金属製の試験管というか、小さい水筒が出てきた。

　──取り出す、入れる、は問題なさそうだな。

　何度も実験して、《天てん魔まの杖つえ》も収納しているので、今さらトラブルが起きても困るのだが。

　さらにアイテムを出していく。

《山咲草の葉》と《緑の天然水》──

　そして、《調合師》になったときに入手した《調合セット》だ。これは実物を初めて見るが、乳鉢と乳棒だった。

　乳鉢は手の平より大きめの陶器とおぼしき器だ。円形の浅いお碗わんで、フチが分厚く、中身を他の容器に移しやすいように、くちばしのように尖とがった部分があった。

　乳棒は、これも陶器とおぼしき角の丸い棒だ。大まかな形は円柱だったが、すりつぶすために先端が太く丸くなっていた。

　これで材料をゴリゴリ潰せばいいのだろう。

　本当か？

　潰せばポーションになるのか？　そんな簡単なことでいいなら《調合師》なんてサブクラスの価値がないのでは？

　すべての道具をながめながらディアヴロは考える。




「ディ～アヴロ～？　なにしてんの？」

　シェラが向かい側にしゃがみこんで、興味深げに覗のぞきこんできた。

　──どう答えようかなあ？

　成功する見込みが高ければ、素直に〝調合でポーションを作る〟と言うのだが、失敗する可能性もあった。

　少なくとも、ディアヴロの中の人に〝中世時代の薬剤知識〟はない。

　失敗してもいいように保険をかけておくことにした。

「俺のいた世界のポーションを再現しようかと」

「……ああ、ポーションを作るの？」

「うむ。しかし、この世界で似たような材料はあったが、同じ材料はない。であるから、どのような結果になるかの実験なのだ」

　噓うそです。

　失敗したら〝やっぱり俺の世界の材料と違うわー。材料が違うと失敗するわー〟と言い張るつもりだった。

　──それはいいとして、どうやって作るんだ？

　材料は揃そろえた。

　道具もある。

　たぶん、やる気もある。

　知識はなかった。

　シェラが向かい側で四よつん這ばいになる。こちらの手元を覗のぞきこんできた。

「ねえ、作らないの？」

「うっ……集中をしているところだ」

「へえーなんかすごいの作りそうだね！　静かにしてるから、見てていいでしょ!?」

「う、うむ」

　きらきらと瞳が輝いている。

　悪気がないのはわかっているのだが、精神的に追いこまれてきた。

　とりあえず《山吹草の葉》をつかんだ。

　──このまま乳鉢に入れてゴリゴリやればいいのか？　それとも、なにか一手間いるのか？

　集中したら知識が溢あふれてくる！　なんて展開を期待したのだが……

　残念ながら思い浮かばなかった。

　シェラが子供みたいに見つめてくる。

　しかし、まったく子供ではない部分が、ゆさりと揺れた。

　向かい側で身を乗り出している彼女の胸元が、それはもう先端まで見えそうなほど。

　──マジか!?

　もうポーションどころじゃなかった。むしろ、ローションが欲しい。なにを言っているのかわからないよ。すごい、おっきいね、おっぱい。

　シェラが大きな声をあげる。

「わあっ！」

「うっ!?　あ、いや……お、俺が見ていたのは服のボタンであるからして……」

「すごいすごい！　そんな早く作れちゃうんだ！　さっすがディアヴロ！」

「む？」

　──なんの話だ？

　ディアヴロは手元を見る。

《山吹草の葉》をつかんでいたはずが、《ポーション缶》に変わっていた。

　しかも、コルク栓がしてあり、重さからいっても中身が入っている。

「おお？」

　シェラが興奮気味に言う。

「あたし、国でポーションを作ってる職人さんを見たことあるけど、そんなに手早くなかったよ!?」

「ど、どのへんが……手早かったのだ？」

「んーと、ぜんぶ！」

「ちょっと、覚えている段取りを言ってみるがいい」

　本音は『教えてください。俺は何をやったんですか？』だった。

　早すぎて、よくわからなかったけど──と言いつつシェラが説明してくれたが、まずは《山吹草の葉》を部分的に除けて、残りを乳鉢に入れて乳棒でゴリゴリしたらしい。

　そして、《緑の天然水》を少しずつ一〇回くらい追加して、そのたびに除けておいた葉っぱを少しずつ追加していったのだとか。

　あんな短時間で？　おっぱいが三回揺れたくらいの時間で？

　──説明されても再現不可能だ、それ。

　葉っぱのどこを取り除いたのかわからないし、どのタイミングで除けた部分を投入するのが妥当なのかも、まったくわからない。

　まさに職人の業わざだった。

　つまり、意識して手を動かそうとすると、知識がない〝中の人〟の手になってしまう。

　けれども、他のことに意識を移して無意識になれば、熟練《調合師》の手になって、ポーションを一瞬で仕上げてくれるということか。

　──意識を逸らせばいいのか？

　シェラが不思議そうに首をかしげる。

「もう作らないの？」

「あ、いや……作るが……オホン！　シェラよ、よく見ておくがいい。貴様も冒険者なら、ポーションくらい作れたほうがいいからして、俺の手元だけをな！　じっとな！」

「うん！　見てる！」

　シェラがキラキラした瞳で、こちらの手元を見つめる。

　そして、ディアヴロはシェラの胸元を見ていた。

　白い。

　まんまるい。

　やわらかいふくらみが、彼女が身をよじるたびに、少しだけ形を変える。

　こいつは、かなり危険だ。

　鼻息が荒くならないように気をつけないと。

　そして、もうすこしで、先端が。

　先端が！

　ハッ！　とディアヴロは手元を見た。《ポーション缶》が九本ほど転がっている。

　──すんげえなあ、熟練《調合師》ッ！

　すごいすごい！　とシェラが手を叩たたいて喜ぶ。

　正直、少し申し訳ない気持ちになったが、とにかくポーションが作れることがわかったのは収穫だった。

「いや……試してみる必要があるか」

「なにを？」

「このポーションが使い物になるかだ。一応、ＨＰ生命力回復のつもりだが……」

「あたしが、飲んでみる？」

「いや、ケガもしていないのに飲ませても意味がない。まぁ、次に誰かが負傷したときに試すとしよう。この材料であれば、効果がなくとも毒にはなるまい」

　成功していたとしても、ディアヴロにとっては回復量１％以下だ。戦闘時に頼るようなアイテムではない。

　より希少度の高い材料を集めて、ＭＰ精神力回復ポーションを作ったら、自分で試してみるとしよう。

　ポーションが必要になりそうな事態は去ったが、準備しておくに越したことはなかった。

　戦争は回避できた。

　シェラの言葉により、キイラは今日には軍勢を引き上げるはずだ。

　──約束を守れば、だけどな。

　信用できない相手なので、まだまだ警戒を緩めるわけにはいかなかった。




　笛の音色が聞こえる。




　この不気味でおぞましい笛の音には覚えがあった。

　──キイラの笛か。

　まだ撤退していないどころか、また街に来るとは……やはり、約束を守る気はなかったということか。

　ディアヴロは手早く《調合》に関わる物品をポーチに仕舞った。戦鎌ウオーサイズを手にして立ちあがる。

　窓から外を窺うかがう。

　宿屋の前に、このあたりには不釣り合いな高級馬車が停まっていた。

　笛を持っている者の姿は見当たらない。

　すっ、と笛の音が止んだ。

　──逃げたか？

　キイラの姿はなかった。

　ディアヴロは元いた場所に戻る。

　じっと、シェラはしゃがみこんで、同じ姿勢のまま固まっていた。

　笛の音のせいで、昨日、つらい決断をしたことを思い出してしまったのだろうか。

　彼女の様子を見る。

　シェラは遠くを見るような近くを見るような、どこも見ていないような目をしていた。

　唇が微妙に動き、声にならない言葉をつぶやく。

　ディアヴロは心配になった。

「おい、シェラ、どうしたのだ？　しっかりしろ！」

　シェラが、こちらを見た。

「あ、ディアヴロ……うん、なに？」

　いつもの彼女だ。動揺はしたが、元に戻ったということか。

「大丈夫なのか？」

「なにが？」

「いや……貴様が平気なら、いい」

「そう？　あ、そうだ……あのね……？　あたし、ディアヴロに言わなきゃいけないことがあるんだけど、いいかな？」

　唐突な申し出だった。

「どうした？」

「あのね、言わなきゃいけないことっていうのは……」

　彼女が視線を泳がせる。

　ディアヴロとしては、なにを言われるのか心当たりがないので、ただ待つしかない。

　シェラが泣きそうな笑っているような困っているような曖昧な表情で、ディアヴロを見つめてくる。

　そして、もじもじと指をこすりあわせながら、口を開いた。




「あたし、グリーンウッド王国に帰るね」




　──今、なにを言った？

　理解が追いつかなかった。

　聞き間違いなのか。

　しかし、ディアヴロが黙っているうちに、彼女は言葉を続ける。

「あ、あのね、あたし、帰らなきゃいけないの。グリーンウッド王国は、あたしの故郷だし、お兄様との間で子供を残さないと王家が絶えちゃうし……エルフの国家存続は、あたし一人の自由なんかよりも重要なんだ」

「馬鹿な」

「あ、べつに使命感だけじゃないの。よく考えたらお兄様のこと、尊敬しているっていうか……故郷に帰ったら危険な冒険者なんかしなくていいし……自由のために安定を捨てるなんて、愚かしいことだよね」

「そういう考え方もあるが、な」

　──なんだ？　なにが起きている？

　シェラは、キイラの誘いを断ったはずだ。

　昨夜のレムとの会話でも、ファルトラ市に残る気持ちが強いことがわかった。

　それが、突然、どうして？

　──なんだ、この心変わりは？　こんなにも急激に考えを変えるなんてありうるのか？

　レムとの会話は本心を隠して調子を合わせていたのか？

　しかし、シェラは、そんな器用なことができる少女だっただろうか？

「あ、荷物まとめなきゃ……って、元からあんまりなかったね」

　シェラが自分の荷物を革袋に詰めていく。

　ディアヴロは、その姿を眺めながら、いろいろなことを考える。考えてしまった。

　──俺が、なにか気に障ることをしたのか？

　したような気もしてきた。

　他人の気持ちを汲くみ取とることは苦手だ。自分がろくでもない者だという自覚はある。

　人付き合いが得意なら、ずっと独りでネトゲばかりやっていなかった。

　なにか、シェラの〝地雷〟を踏んでしまったのだろうか。

　わからない。

　シェラの考えていることが、さっぱり見えない。

　わからない。

　自分がなにか失敗をしたせいなのか。

　わからない。

　シェラが荷造りを終えて、立ちあがった。

「じゃあね、ディアヴロ」

　ディアヴロは混乱したままだった。

「……いや、その……見送りくらいはしてやろう」

「ありがとう」




　シェラは、ずっと〝曖昧な表情〟のままだった。




　部屋を出る。

　戸惑ったままシェラの後に続いて階段を降りて、宿屋の出口まで歩いた。

　ディアヴロは尋ねる。

「レムに挨拶はいいのか？」

「そんなことより、早くお兄様とグリーンウッド王国に帰らなきゃいけないから」

　──レムに別れの言葉もないというのか!?

　あれほど仲良くしていたのに。

　こんな心変わりがあるか？　それとも、全て芝居だったのか？　そんなことに意味があるか？

　信じられない。

　しかし、彼女は躊躇ためらうことも振り返ることもなく、宿屋から外に出る。

　すぐそこに、馬車が待っていた。先ほど窓から見た馬車だ。

　あの、おぞましい笛の音が聞こえてきた。

　馬車の扉がゆっくりと開く。

　やはり、こいつか。

　横笛を手にして嘲りを顔に貼りつけたキイラの姿があった。

「シェラ、早く来いよ。混魔族デイーマンの臭いがこびりつきそうだ。負け犬の臭いがね！」

「はい、お兄様」

　こうなることが、全てわかっていたかのようだった。

　シェラが馬車に乗りこんでいく。

　キイラが喉を鳴らして笑う。

「ククク……混魔族デイーマン、わかっているよな？　約束は守れよ？　シェラの意思を一番に尊重するんだぜ。こいつが国に帰るって言ったら、ごねないって約束だ」

　ディアヴロは言葉が出てこなかった。

　キイラが嘲笑を浴びせてくる。

　馬車の扉が閉まった。

　シェラは外さえ見ない。

　むしろ、なにも見ていないかのように、まるで石せつ膏こう像ぞうのように固まっていた。

　馬車が動きだす。

　あまりにもあっさりと、シェラはディアヴロのもとを去っていった。





†






　馬車を見送ったまま立ち尽くしていた。

　周囲を人が通り過ぎ、視線を向け、去って行く。

　──なにが起きた？

　わからない。

　頭の中を様々な考えがぐるぐる回っては消えていく。

　どれだけの時間、そうしていたのだろうか。レムとアリシアに声をかけられた。二人とも帰ってきたらしい。

　レムが首をかしげた。

「……まさか出迎えてもらえるとは思いませんでした……遅くなったので心配をかけてしまいましたか？　シェラを呼んで昼食にしましょう。もう食べてしまったということはないですよね？」

　アリシアが柔和な笑みを浮かべる。

「あれだけ大変なことのあったシェラ様が、先に食事をしてしまうくらい元気になられたのなら、よいことではありますが」

「……それはそうですけど」

　ディアヴロは、頭の中で渦巻く疑問はそのままに、機械のような声で告げる。

「シェラは、グリーンウッド王国に、帰った」

　レムとアリシアが目を見開く。

「……!?」

「なっ……!?」

　二人とも、なにかを言おうとして、言葉が出てこなかったようだ。

　よほど驚いたらしい。

　アリシアが神妙な顔をする。

「あの、ディアヴロ様のお言葉を疑うわけではないのですが、それは事実でしょうか？　わたくしには、とても信じられません」

「……ああ……俺もどういう心境の変化なのか、さっぱりだよ。さっき見送ったとこだ」

　馬車が去って行った方向を見る。

　レムがディアヴロに詰め寄ってきた。

「シェラになにか言ったのですか!?　なにか、その、ここに居られなくなるようなことを!?」

「いいや……今日はポーションを作っていたくらいで……でも気に入らないことがあったんだろうな。よくあることだ」

「そ、そんな、よくあることだなんて！　追いかけましょう！」

「追いつかないな。シェラは馬車で行ったよ。そう、まるで、待ち合わせていたように、キイラが待っててな……シェラはヤツと二人きりで話したときから、こうするつもりだったのかな？　わからないけど」

　ディアヴロではない口調になっていたが、それに留意する気力もなくなっていた。

　二人に背を向けて、宿へと向かう。

　レムが尋ねる。

「……どうするのですか？」

「寝る」

　宿へと入った。

　背後から、レムの声が聞こえたが──

　無視して、ディアヴロは部屋に戻った。
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　ベッドに横たわって、ディアヴロは天井を眺めていた。

　──いつも、こうだった気がする。

　見誤る。

　誰かと仲良くなったと思いこんで……

　相手も自分と同じように好ましく思ってくれていると感じて……

　でもそれは、すべてが勘違いだった。

　相手にとって自分は、取るに足りない存在なのだと、あとから思い知らされ、勝手に傷つく。

　シェラはうわべだけで自分たちに接していたのか。

　彼女は噓うそがつけるほど器用に見えなかった。それすらも演技だったのか。最初から気まぐれで調子を合わせていただけだったのか？

　いや、シェラとの絆きずなは本物で……

　それは自分勝手な思いこみかもしれなくて……

　ぐるぐる回る。

　ノックが聞こえた。

　部屋の扉を叩たたく音に、ディアヴロは思考の泥のなかからつまみあげられる。

　返事はしない。

　ノックの主が部屋に入ってきた。

　レムだ。ディアヴロの寝ているベッドの端に腰掛けた。

「……どう考えても……シェラの行動は、ありえないと思います」

　責める口調ではない。

　理性的な思索の結果を発表しているのだろう。

　ディアヴロは黙っていた。

　レムが言葉を続ける。

「……あのバカエルフは芝居なんかできません……できたら、もっと要領よく得していたことがいっぱいあります。頭が悪くって、物覚えが悪くって……最初は王族であることを隠そうとしていたんですよ？　それなのに堂々と〝グリーンウッド〟と名乗るようなバカなのですよ？　あの子は……噓うそなんかつけません。芝居も演技も、できません」

　たしかにそうだ。

　王族であることを隠したいなら、適当に偽名を使えばいい。

　シェラはそうしなかった。

　しないことにメリットなどないのに。

　レムが断言する。




「……魔術に違いありません。意思を操る魔術はあるのですから」




　その可能性は、ディアヴロとて考えた。

「しかし、あいつは操られてなどいないように見えた。少なくとも、俺の知る魔術には、ああも明確に考えを表明させる魔術は存在しない」

「……《隷従の首輪》があるではありませんか。これも他人を操る魔術です」

「あれほど、ぎこちない様子ではなかった」

　出会ったばかりのとき、意図せずレムとシェラに〝命令〟をしてしまったことがあった。

　笑顔で仲良く握手しろ──という命令だ。

　そのとき、二人は笑顔で握手した。

　しかし、口では文句を言っていたし、嫌そうな笑顔という奇妙な表情だった。

　行動は強制できても意思は変えられていなかった。

　レムが考えるような沈黙のあと、反論する。

「……しかし、昨夜、わたしはシェラと話をしました。将来の夢の話です。それから、わたしたちとの未来の話を」

「そういう話をすれば、レムが喜ぶと思ったんじゃないか？」

「……なんの意味が？　しかも、わたしに一言もなしにいなくなるだなんて」

「仲が良かったからこそ、会うとつらくなることだってあるだろ」

「……そういう雰囲気だったのですか？」

「………………いや……」

　ディアヴロは、先ほどのシェラとの会話を思い出す──




「レムに挨拶はいいのか？」

「そんなことより、早くお兄様とグリーンウッド王国に帰らなきゃいけないから」




　──お兄様？

　違和感はあった。数えれば両手に余る。

　しかし、気づかないうちに相手との心の距離が開いていたことは、もっと多かったのだ。

　レムが繰り返す。

「とにかく、ありえません……魔術が使われたとしか考えられないのです」

「なにか嫌なことがあったのかもしれん」

　寝転がっているディアヴロに、レムが問いかけてくる。

「本当に、シェラの言動はおかしくなかったのですか？　絶対に魔術による思考の強制ではなかったと断言できるのですか？」

　断言はできない。

　しかし、あんな魔術はないはずだ。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに登場する魔術や秘宝は全て記憶している。ストーリーイベントだって全てクリアしている。

「いくつか……他者を操る秘宝は、ある」

「えっ!?」

　レムが腰を浮かせた。

「でも、笛じゃなかったし……操られたＮＰＣも、もっとハッキリわかる、ぎこちない言動をするものだったんだ……」

「……なんの話ですか？」

「この世界には、あんな普通に会話できるように操るものなんて……」

「……あるかもしれないじゃありませんか。エルフは最も神族に近いとされ、神族の秘宝を最も多く受け継いでいるのです。失礼ですが……ディアヴロすら知らない秘宝を持っていても不思議はありません」

「そんなのチートすぎて……」

　──チートすぎて？

　ゲームならば、バランスを崩す。

　糞くそシナリオと批判される。

　しかし、この世界は、ゲームとは違う。本当に存在しないと断言できるのか。

　シェラは魔術で操られていた──という結論に達しようとすると、過去の失敗が頭を殴りつけてくる。心が痛い。





〝自分に都合のいい曲解〟




〝捨てられたヤツの惨めな妄想〟




〝しつこい未練〟







──気持ち悪い。






　もう充分すぎるほど身に染みている。

　いっそのこと、この世界に召喚されたとき、姿や能力だけでなく、心の奥底まで〝魔王ディアヴロ〟になっていればよかったのに。

　魔王の演技なんかではなく。

　自分は、ただのゲーマーでしかない。拒絶されたのに追いかけて、さらに拒絶されるのは、もう嫌だ。

　起き上がる気力は湧かなかった。

「……俺は……あいつの意思を尊重する」

　レムがため息をつく。

　失望させたか。それもいいだろう。きっと、レムも、いつか自分から離れていく。それが今になるだけのことだ。

　彼女がベッドから立ち上がった。

「……わたしは、シェラを信じます。たとえ魔術じゃなかったとしても、気の迷いに違いありません！」

　──どうしてそこまで？　また拒絶されて、もっと深く傷つくだけかもしれないのに。

　不思議だった。

　レムが見つめてくる。

　そして、嚙かみしめるように彼女は言う。




「わたしは、シェラの、仲間ですから」




　沁しみる声だった。

　口に出しかけていたネガティブな言葉を吞のみこむ。

　彼女が戸口へと向かう。

　──仲間か。

　そんなふうに言ってきたのは、シェラが初めてだった気がする。

　すぅーっ、と息を吸う。

　奇妙な感覚だった。ひさしぶりに新鮮な空気を肺に取りこんだかのよう。

　ディアヴロはベッドのうえで身体を起こした。

「待つがいい、レムよ」

「……止とめるのですか？」

　険しい表情で、彼女が振り向く。

　ディアヴロは不敵に笑った。

「貴様、まさか一人でエルフの陣地に乗りこむつもりではあるまい？」

　レムがうつむく。

「……そ、それは……会うくらいならば、邪魔もされないと思いますし」

「本気か？」

「……いえ、本当は、わかっています。おそらく邪魔されるでしょう。生きて帰れるかどうかも……わたしの推測では、シェラは魔術で操られているに違いないのですから……あのキイラ王子が邪魔をしないわけがないんです」

「邪魔をされたらどうする？」

「……シェラに会うまでは……諦めません。わたしは魔王を倒そうなんて思ってる冒険者ですから、諦めは悪いほうなんです」

　力強い声だった。

　ディアヴロは笑いながらベッドから降りる。

「面白いヤツだ。勝手に離れていったヤツに会うためだけに、そこまでの困難に挑むか」

「……はい」

　床に転がしていた戦鎌ウオーサイズをディアヴロは摑つかみあげた。

　最初に持ったときは重いと感じたものだが、今は心境ゆえか、軽かった。

　両手を広げる。

「ククク……レム・ガレウよ、我を召喚せし者のひとりよ、貴様に問おう──」

　ディアヴロはとびっきり魔王らしい言葉を放つ。




「──力が欲しいか!?　魔王の力を欲するか!?」




　レムが思い切りうなずいた。

「はい！　わたしは、あなたの力を必要としています、魔王ディアヴロ！」

「よかろう、力を貸してやる！　貴様の目的を果たすために、この有り余る力の片へん鱗りんを見せてくれよう！」
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　部屋を出ると、廊下にアリシアがいた。

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを肩に担いで、その前を横切ろうとする。《天てん魔まの杖つえ》やポーションはポーチの中だ。

　アリシアが硬い声で言う。

「ディアヴロ様、失礼かとは思いましたが、話は聞かせていただきました」

「それで？」

「お気持ちは充分にわかります。しかし、すでにシェラ王女は自らの意思を表明して、ファルトラ市を出てしまいました。ただ会いに行くだけとはいえ、相手は一国の王女……戦争の引き金になりかねません！」

「ほほう、ただ会いに行くだけで、か？」

「ディアヴロ様の行動は、人間ヒユーマンとエルフの両方の国家から犯罪者として扱われる可能性もあります！」

　アリシアの声は必死だった。

　このままでは、ディアヴロたちが犯罪者になってしまう。それを思いとどまらせようとしてくれているのだろう。

　しかし、ディアヴロは首を左右に振った。

「シェラが魔術で操られているかもしれないのでな」

「そ、それは……それが証明できるなら……国家元首といえど、犯罪者の誹そしりを免れないでしょう。しかし、そのことと、ディアヴロ様が罪に問われないかどうかは……!!」

「そうではない、アリシア」

「え？」

「魔術で操られているなら、解放してやろうと考える者がいる」

　アリシアがレムを見た。

　レムが口元を引き結んだまま、会釈する。

「……すみません。シェラを起こしに、行ってきます」

「そ、そんな！　人間ヒユーマンを、エルフを……いえ、世界を敵に回すおつもりですか!?」

　狼ろう狽ばいした声だった。

　ディアヴロは凶悪な笑みを浮かべる。

「アリシア、俺を誰だと思っている？　俺はやりたいことをやるし、望む場所へ行く。誰にも止めることはできぬのだ」

「しかし……貴方がエルフのもとへ向かえば領主様は気づくでしょう。彼が不利益を感じれば、軍隊が出てくる可能性は高いと考えられます」

　──そういえば、領主の監視がついているんだったな。

　その姿や気配を確認することはかなわなかった。監視の質だけでも、ガルフォードの軍隊が高い練度であることがわかる。

　しかし、もう気持ちは固まっていた。

「ふんっ……俺の邪魔をするというのなら、先に領主の軍隊を燃やすことになるな」

　アリシアがよろめいた。

　信じられない、と言葉を重ねる。

「レムさん、本当にそれでいいのですか!?　冒険者としての実績も、街での生活も失うことになるんですよ？」

「……わたしも、シェラの真意を確かめなくては気持ちが悪いですから。彼女の言葉が噓うそだったなんて思えません……もしも、魔術によって言葉がねじ曲げられているのなら、助けてあげたいのです。えっと……誰にも助けてもらえないのって、つらいです」

「俺たちは行く。止めるというのならば相手をしてやるが、急いでいるから手加減は期待せぬことだ」

　アリシアを残して、ディアヴロはレムを連れて廊下を進む。

　彼女が前へと回りこんできた。

　──戦う気か!?

「それでは、お供することは許していただけますでしょうか？」

「なんだと？　貴様こそ、正気か？」

　レムが慌てて止める。

「……なにを言うのです、アリシア!?　わたしたちとあなたでは立場が違います。わたしたちは、もともと国に依存しない冒険者です。しかし、国家騎士の地位を捨てるなど、どうかしています！」

　これから、ディアヴロたちは、犯罪者になるかもしれない。それは、シェラを仲間だと思っているからだ。信じているからだった。

　しかし、アリシアは知り合ったばかりの仲だ。恩も縁もあるまい。

　アリシアが首を左右に振る。

「わたくしは国家騎士になりたかったわけではなく、ただ困っている人を助けたいだけなのです。シェラさんのこと、たしかに釈然としません。それに、レムさんも放ってはおけないと思っているのです」

「……前にも言っていましたね。しかし、その地位を捨てるほどの価値はありませんよ？」

「だとすれば、冒険者としての生活を捨てるのも、いかがなものかと思いますが？」

「……なるほど。返す言葉もありませんね。ディアヴロがいいと言うのなら、わたしが止めることはできません」

　悩む。

　冒険者など、もともとその日暮らしだし、ダンジョンで何日も過ごすこともある。

　しかし、国家騎士で、さほどシェラと親しくもないであろうアリシアを巻きこんでいいものか？

　──いや、どんなものに価値を見出すかは、本人にしかわからないことか。

　彼女が国家騎士の地位より、シェラを助けることを優先したいと言うのなら、その気持ちはディアヴロたちと変わらないし、ありがたいことだった。

「アリシアよ、貴様こそ本当に後悔せぬのか？」

　彼女が真剣な表情でうなずいた。

「もちろんです。それに……失礼ながら、お二人ではグリーンウッド王国の陣地を発見するのに時間がかかるのではありませんか？　わたくし、キイラ王子の部隊がいる場所を詳しく聞いてきました」

「ほう？　領主にか？」

「はい。どうでしょうか、わたくしを連れて行っても損はありませんよ？」

　たしかに、役立つ。

　キイラはどうでもいいが、シェラも同じ場所にいるだろう。

《湖東》の森を探して歩くのは大変だ。かといって、シェラがいるかもしれないのでは、大火力をぶちこむわけにもいかない。

　時間をかけてしまい、シェラがグリーンウッド王国の領地に連れて行かれてしまっては、さらに面倒なことになる。

　キイラの、あの性格からして、露骨に挑発してやれば出てくるだろう、と考えていたが……部隊の場所がわかるなら大いに助かる。

「ふんっ……役に立とうとしなくていい、と言ったのだが……貴様、意外と損をする性格だな」

「はい、よく言われます」

　レムが、アリシアの手を取った。

「アリシア！　ありがとうございます！」

「……いえ、がんばってシェラさんを助けましょう。きっと魔術で操られて苦しんでいるに違いありません」





†






《湖東の森》──

　セプリア湖の東にある森だった。

　ファルトラ市からだと、南東に位置している。

　暗い緑色の葉をつけた木々がうっそうと生い茂っていた。

　不気味な印象のそこを、アリシアの案内で慎重に進んでいく。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて、この《湖東の森》はモンスターが、そこそこ出現する場所のはずだった。

　野生の凶暴な獣が多かったように覚えている。

　ゲーム的には、まだ序盤のうちに入る地域エリアだった。

　適正レベルは40くらいか。なんとかファルトラ市に辿たどり着ついたプレイヤーが、西側の魔王領に挑む前に経験値を稼ぐ場所だ。

　しかし、周囲には生き物の気配がしない。

　野獣は人族より、遥はるかに危険に敏感だ。おそらく、エルフたちに気づいて逃げてしまったのだろう。

　この世界には存在しないが、クロスレヴェリには、画面に周辺の地図と生物が表示されるレーダーがあった。

　しかし、隠遁技術ハイドスキルにより隠れている者は表示されない。

　気配をゲーム的に表現した結果が、レーダーなのだろう。

　エルフが近くに潜んでいるような気がするが、気配を感じ取ることはできなかった。




　昼を過ぎて、飯くらい持ってくるべきだったな、と思いはじめた頃──

　アリシアが急に立ち止まる。

　じっと、目の前にある立木の幹を見つめている。

　ディアヴロは彼女の視線を追った。

　立木の幹に、目立たないようにうっすらと模様が描かれているのがわかった。

　ナイフで傷をつけたような、三角形と一本線を組み合わせた模様だ。

　アリシアが振り返り、声をひそめて言う。

「このあたりのようです」

　レムがつぶやいた。

「……どうしますか？　侵入しようにも、エルフたちに気付かれず、シェラのところまで行くのは難しいと思いますが？」

　ディアヴロは鼻を鳴らした。

「ふんっ……貴様ら、なにを言っているのだ？　シェラを訪ねて来ただけにもかかわらず、なぜコソコソしなければならん？」

「……しかし、会わせてもらえるでしょうか？」

　レムはシェラに会わせてもらえない、と予想していた。

　ディアヴロも同感だ。

　しかし、シェラの急激すぎる心変わりに加え、〝会わせることができない〟とまで言われたら、もうエルフたちが〝魔術で操ってます〟と言ったようなものだ。

　やや乱暴な理屈だが──本気を出すには充分だ。

　そして、時間もない。

　エルフたちは隠遁技術ハイドスキルに優れているが、こちらには、そんなものはなかった。

　隠れて進んでも、どうせ気づかれてしまう。

　それならば──

　ディアヴロは息を大きく吸ってから、叫ぶ。

「おい！　エルフどもォ！　ここにいるのはわかっている！　出て来ないというのであれば、森ごと貴様らを焼き払うぞ！」

　周囲の木々が揺れる。

　そして──

　遠く、樹上から、弓を背負ったエルフが一〇人、現れた。

　それだけではない。

　次々と、森の木々からエルフがわきだしてくる。

　二〇、三〇、四〇、五〇……

　木々に紛れるような緑色の衣服を着ている者ばかりなので、正確にカウントできているかは自信がないが、少なくとも一〇〇人以上は確実にいる。二〇〇人かもしれない。

　領主の予想より多かった。

　ゲームだったら、画質設定を落としていても処理遅ラ延グが発生してしまいそうだ。同時に、これだけを相手にすることはない。

　ディアヴロは、後ろにレムとアリシアを従え、エルフの軍勢と睨にらみ合あう。

　エルフ軍のうち、先頭に立つ一人に見覚えがあった。

　以前、《人ひと喰くいの森》でシェラを取り戻すために待ち伏せしていたエルフの精鋭のなかに、その青年がいた。

　名前はたしか──

「──セルシオといったか？」

「は、はい……覚えていてくださり、恐縮です」

　緊張した面持ちでセルシオが前に出てきた。

　ディアヴロは率直に要求する。

「シェラと会いたい。案内してもらおうか」

「すみませんが、それはできません。キイラ王子から〝誰も通すな〟と命令されておりますので」

　──やっぱりか。

　彼の言葉は、推測を裏付けるものだった。ディアヴロの知らない魔術によって、シェラは操られていたのだろう。

　レムが息を吞のんだ。

　アリシアが「許せません」とつぶやく。

　ディアヴロは重ねて問いかける。もはや余計な時間をかける気はなかった。

「シェラは魔術により操られているな？　あの笛か？」

　セルシオは苦渋の表情を浮かべるが──

「答えられません！」

　頑なに答えを拒んだ。

　彼は真面目で噓うそをつけない性格なのだろう。その表情、その口調、その視線が、真実を告げていた。

　ディアヴロは怒りを露にする。

「貴様、知っていて従っているのか!?　実の妹を魔術で操るような愚物を王にするのが、国のためになると思うのか!?」

「エルフの未来は、エルフの王が決めるもの！　次期国王であらせられるキイラ様が、国を富ませるためにシェラ様と子を生なすことに決めた……我々は未来の繁栄を信じ、王に従うのみ……さもなくば、国が割れるのです！」

　ディアヴロは一喝する。




「立場を言い訳にして善悪の判断を捨ててしまうのを奴隷根性と言うのだ、馬鹿者がッ！」




「く、国の為です！」

　セルシオが弓に矢をつがえる。

　続々と、他のエルフたちも同じようにした。

　弓弦が引き絞られる音が、幾重にも聞こえる。

　二〇〇の鏃やじりが一斉にディアヴロに向けられた。

　レムとアリシアに声をかける。

「俺の後ろにいろ」

「ディアヴロ様、あんな多くの矢を防げるわけが!?」

「……大丈夫です。任せましょう。わたしも恐ろしいですが……それ以上に、ディアヴロを信じられます」

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを振り上げた。

「国の為か。それならば、貴様は間違えたぞ、セルシオ！　王子ではなく、俺の怒りを買わぬようにするべきだったな！」

　セルシオが叫ぶ。

「放てェ!!」

　二〇〇の矢が放たれた。

　空を覆い尽くす矢は、黒い雨のように見える。

　ディアヴロは左手をかざした。

　唱える。

「《ヴォルカニックウォール》ッ！」

　目の前で地面が爆はぜる。炎が噴き出した。その炎は森の木々よりもさらに高く、空に届くのではないかと思われるほど。

　エルフたちが悲鳴をあげた。

　天変地異がごとき魔術は、人の手で放たれた矢など一瞬にして灰に変えて、周りの木々すらも燃やし、全てを吹き飛ばしてしまう。

　視界を閉ざしていた森のうち、ディアヴロたちの前だけが、すっかり焼けた岩と土くれの地面に変わった。

　──うーん、この魔術は土地へのダメージが大きいな。

　レベル80の火と土属性の魔術だった。地面から噴火のごとく炎を噴き出させ、炎の壁を作る。

　発生が早いのと、盾になるところが使いやすい。

　攻撃が真上に向かうので、意外と範囲は狭かった。

　まだ熱せられた空気で歪ゆがんでいる向こうで、セルシオが顔を引きつらせている。

「……バカな……ありえない！」

「もっと強力な魔術で貴様らごと灰にしてもよかったのだが……シェラの居所への案内がいなくなると面倒なのでな」

「くっ……たしかに、貴方は強い……しかし、エルフを……侮るなッ！」

「む？」

「後ろですッ！」

　レムが叫び、アリシアが剣を抜く。

　──後ろからだと!?

　森のなかのエルフは、高性能な隠遁技術ハイドスキルを発揮する。

　混魔族デイーマンで魔術師であるディアヴロは、罠わなや潜伏の感知がそれほど得意ではなかった。

　結果、すぐ後ろに敵が近づいていたことに、気づくのが遅れたのだ。

　エルフの戦士が短剣で襲いかかってくる。

　アリシアが剣で防いだ。

「ディアヴロ様には近づけさせません！」

「ごあッ!?」

　エルフの肩に斬りつけ、血がまき散らされる。

　同時に、レムがクリスタルを放っていた。

「来なさい、《アスラウ》ッ！　そして、《ストーンマン》ッ！」

　三本の角を持つ、巨大な雄牛の形をした召喚獣を呼び出す。さらに、巨大な石像まで現れた。四角い頭には目も口も見当たらないが、エルフたちを睨にらみつけたように感じられる。

　レムは召喚術士でありながら、豹ひよう人じん族ぞくらしい敏びん捷しようさで接近戦もこなす。

　三対二〇〇が、五対二〇〇になった程度のことだが……

　盾役が増えたのは、どこから攻撃してくるかわからない相手と戦っているとき、とても有効に思えた。

　──意外と召喚獣は使えるものだな。

　ディアヴロは前へと進む。
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　すでに彼らが隠れるような木々は焼き払ってあった。

　こちらが進むぶんだけ、エルフたちが後ずさる。

「ふんっ……たわけた王子のために命を捨てるというのなら、かかってくるがいい！」

　何人かは逃げ出した。

　しかし、まだ向かってくるエルフがいた。殺さないよう、地面に向けて魔術を放つ。

　この先にシェラがいると思うと、逸はやる気持ちを抑えるのが大変だった。





幕間




　木の枝に布を吊つった天幕の内側だった。

　豪華な装飾のされた箱がいくつも積んであり、丸テーブルと椅子がある。

　地面には絨じゆう毯たんが広げてあった。

　そこに、エルフの王女──シェラが、ぼんやりした表情で座っている。

　すこし離れた場所で、天幕の支柱にしている立木にもたれかかり、王子──キイラが笛を吹いていた。

　キイラの瞳が光り、シェラの周りに紫色の光が集まってくる。

　魔術の光だった。

　シェラが表情を歪ゆがませる。

「ううぅ……」

　キイラは口から笛を離して、笑みを浮かべた。

「ふふふ……〝上書き──シェラは僕の質問に答えたくなる〟」

「くっ、くふううぅ……ッ」

　彼女の苦く悶もんは、やがて落ち着いてきて、もとの曖昧な表情へと戻る。

「なあ、シェラ？　僕の質問に答えたいか？」

「うん……なんでも聞いていいよ？」

「ディアヴロってヤツは、どんなことを要求した？　どんな命令をした？　俺の知らないことがあるのはムカつくからな。言えよ……同じことして……もっとすごいことをして、上書きしてやる」

　シェラは首をかしげる。

「えっと……命令？」

「その首輪を使って、命令されたんだろ？　命令してないなんて、どうせ噓うそだろ」

「ん……ああ、うん……されたことあるよ」

「ケッ！　そらみろ！」

　恥ずかしそうに、シェラが言う。

「レムと握手しなさい、ってね。笑顔で」

「はあ？」

「あはは……あたしたち、ディアヴロのことでケンカしちゃったから」

　だんっ！　とキイラが拳で立木を殴りつけた。

「そういうことじゃないだろ！　バカか！」

「だ、だって、他に命令されたことないんだもん！」

「マジだったのかよ……クソッ」

　そのとき、遠くで、なにかが爆発するような音がした。

「ん？　野獣でも出たか？　この辺りの雑魚ごとき相手に、なにやってんだかな？　まったく、エルフの精鋭ともあろうものが……あいつら、これが終わったら処罰してやる」

　キイラが毒づいた。

　シェラは音のしたほうを、じっと見つめる。

　なんだか、胸が熱くなるような気がした。

「…………そんなはず……ないよね…………わたし……ひどいことを………………」

「おい、次だ。〝上書き──シェラは動けなくなる〟」

「えっ!?　んっ!?　くううぅ……!?」

　また苦しげな声をあげた。

「ふふ……動くんじゃないぜ？」

　キイラが、シェラの両手を摑つかんでくる。立木の枝から吊るした手錠で拘束された。

「なにするの!?」

「見てればわかる。どうせ、見てることしかできない。動けないんだからな」

　言いながら、キイラが足下にあった壺つぼを蹴飛ばす。

　大きな壺が倒れて、蓋が開いた。

　中から、どろりとした粘液がこぼれ出る。それは、たんなる粘液ではなかった。

　うぞうぞと動く。

「ひっ!?」

　シェラは悲鳴をあげるが、手首を吊られたまま、動くことはなかった。

　キイラが笑う。

「くはっ！　そんなにビビンなよ。たんなるスライムだろ？」

「や、やだ！　溶かして食べられちゃう!?」

「ああ、そりゃ肉食種の場合はな。こいつは、繊維だけを食う種類だ」

　じゅうじゅう、と床に敷いてあった絨じゆう毯たんが溶けていく。

　シェラが表情をこわばらせた。

「それだって、嫌だよ！　あっちやって！」

「嫌なら逃げればいいだろ？　手錠の鍵はかけてないぜ？」

「う、ううぅ……逃げたい……逃げたいけど……動きたくなくて……な、なんで？　あたし、どうなってるの？」

「ぎゃははは！」

　キイラが笛を腰帯に差し、酒瓶を摑つかみ上あげる。コルク栓を嚙かんで開けると、吐き捨てて、一気にあおった。

　スライムがシェラに迫ってくる。

　絨毯を溶かしながら、じわじわとこちらに近づいてきた。

「ひっ!?　嫌！　こないで！　こないで！」

　その動きは遅い。

　しかし、シェラは動くことができなかった。

　スライムがブーツにまとわりつく。

　熱い。

　爪先が熱くなって、やがてブーツの表面が、どろりと溶けだす。

　靴の内側にまでスライムが入ってきた。肌に触れる。

「いやあああああ！」

　生暖かい。

　まるで、大きな舌に舐なめられているような感触だった。

　足を包んでいた靴が消えていく。

　金属や革を残して、本当に繊維だけが食べられてしまった。

　その舌が這はうような気色悪い感触が、足首から、膝へと上がってくる。

「やっ、やっ、なに!?」

　膝の裏側にスライムが触れたとき、背筋を少しだけ電気が走った。

　ビクッと震える。

　自分の意思では動けない──動きたくない、と思ってしまう。逃げたいという気持ちがあるのに、動きたくないという考えに塗り潰されてしまっている。

　酒をあおりながら見物しているキイラが、笑い声をあげた。

「くはは！　膝の裏がいいなんて、いやらしいヤツだな！」

「な、なに言ってんの!?　気持ち悪いだけだよ！」

　とうとう、スライムが太股まであがってきた。そして、腰まで包みこまれる。下腹部に今まで感じたことのない感覚が走り、身体から力が抜けていく。

「ふぁっ……くっ……」

　歯を食いしばる。

　変な息が漏れるけれど、キイラに声を聞かれるのが、本当に嫌だった。

「くふぅーッ！　ふぅ───ッ！」

「はは……がんばるじゃねえか、シェラのくせに。これ飲んだら相手してやるよ。その頃には準備できてるだろ」

「ううーッ！　くふーッ！　ううぅ……兄さん……」

「なんだ？」

「兄さんなんか……大嫌いだよ」

「ハッ！　なに言ってんだ？　知ってるよ。あんまりムカつかせるな。世継ぎを作る前に殺したくなる」

「こんなことされるなら、殺されたほうがいいよ！」

「どうせお前も、兄貴じゃなく……俺が魔獣に喰くわれればよかったのにって思ってんだろ!?」

「なに言ってんのかわかんないよ！　上の兄さんが死んだのは、あたしが生まれる前なんだから！」

　スライムが、シェラの身体を包みこむ。

　胸元まで登ってきた。

　腕も吞のまれる。

　もう動きたくても動けない。

　まるで泥の中に沈められてしまったかのようだ。

　生暖かくて、ぬるぬるしてて、やわらかいものが肌のうえを這はいまわる。

　太股とか、お尻とか、背中とか、ほかにも変なところを刺激され、そのたびに呼吸がつまり、背筋が痙けい攣れんしてしまった。

「うっ！　くっ！　んんっ！　ふーッ！　ふうぅぅーッ！　あッ！　んあああッ！」

　シェラの着ていた緑色の服が、どろりと溶けて半透明のスライムのなかで泡となって消えていく。

　下着が露になってしまう。

　羞恥で死んでしまうかと思った。

「や、やだよ……こんなの……やめてよ……」

　ぽろぽろと涙がこぼれる。

「も、もう！　もう、ダメ！　た……助け……助けて……」

　助けなど来るはずがない──そうシェラは知っている。彼らに酷い言葉を残して去ったのは、他ならぬ自分なのだから。

　それでも、シェラは魔王の名を叫んだ。




　天幕が引き裂かれる。





第三章　戦争してみる




　ディアヴロは天幕を戦鎌ウオーサイズで引き裂いた。

　なめらかに刃が滑らず、むしろ引きちぎったような感じになる。

　シェラがいた。

　手首を拘束され、スライムに胸元まで包まれて、その肌が露になっている。

　ディアヴロは怒気が身体から噴き出すのを感じた。

　演技ではない怒り。

　殺意。

　シェラに絡みついていたスライムが、まるで高いところから低いところへ水がこぼれるような勢いで、天幕の奥へと逃げていく。

　解き放たれたシェラが、ガクッと脱力し、体重を預けられた手錠が軋んだ。

　肩で息をしながら、見つめてくる。

「…………ディアヴロ？　本当に……？　夢じゃない？」

「待たせたか、シェラよ」

　ディアヴロは中に足を踏み入れた。彼女へと近づいていく。

　レムとアリシアも後に続いた。

　二人もシェラの姿を見て、息を吞のんだ。そして、天幕の中にいるもう一人──キイラへと怒りの目を向ける。

「……ッ……あなたは！　なんてことを！」

「キイラ王子、こんなこと、たとえ王族でも許されることではありませんよ!?」




「おいおい、ふざけんな？　公務中の王子の陣幕に押し入るなんて、戦争したいわけ？　それとも殺されたい？　どういうつもりなんだ？」




　キイラは立木に背を預けたまま、手にしていた酒瓶を地面に放る。

　ディアヴロは憤怒をこめてキイラをにらむ。

「……公務だと？」

「王家の血を絶やさないようにする、立派な公務さ」

「手錠をかけて吊るし、スライムをけしかけることがか!?」

「余興だよ。盛り上がったほうがいいだろ？　男も女もさ？」

「やはり、俺が間違っていた……あのとき……たとえ街を火の海に変えようとも、シェラを行かせるのではなかった」

　ディアヴロは歩み寄ると、シェラの手首を手錠から外してやった。

　声をかける。

「すまん、遅くなった」

「ディアヴロ……ディアヴロ……本当に……来てくれたの？」

　まだシェラは信じられないという顔をしていた。

　アリシアがマントを寄越す。

「使ってください」

「うむ」

　緋ひ色いろのマントを下着姿のシェラにかぶせた。

　ぽろぽろ、とシェラが涙をこぼす。

「あり……がと……ありがとう……」




　その様子を眺め、キイラがため息をつく。

「ハァ～……まったく！　周りにエルフの精鋭を配置しといたんだけど……侵入者に気づかないなんて意外と使えないヤツらだな？　あいつら全員、懲罰だ！」

　どうやら彼は、ディアヴロが周囲を守る兵士たちの目を盗んで侵入してきたと思っているようだった。

　ディアヴロは問う。

「外の音が聞こえなかったのか？」

　かなり派手な魔術の音が響いていたはずだが……

「ああ、聞こえたよ？　お前らバカだねー、あんなに音を立てちゃってさ……早く逃げたほうがいいんじゃない？　あれだけ音を立てたら、エルフの精鋭たちが気づいて、すぐに集まってくると思うぜ？」

　ぷぷぷ、と彼が肩を震わせて笑う。

「貴様は……まだ自分の部隊が使い物になると思っているわけか。まぁ、それが〝常識〟なのだろうな、貴様にとっては」

「はあ？」

「外に出て、見るがいい」

　キイラが怪け訝げんな顔をして、天幕の外に顔を出した。




　焼けた森が広がっていた。

　大勢のエルフたちの姿が見える。

　誰もが負傷して、苦しげにうめいている。

　仲間を治療している者、膝を抱えて震えている者、泣き崩れている者。

　彼らからは、ディアヴロが天幕に入ったことが見えていたはずだ。

　王子のところまで、敵が迫ったことが──

　しかし、エルフたちには立ちあがる様子がなかった。

　すでに彼らは戦意を喪失していた。




　キイラがヒステリックに叫ぶ。

「ふざけんなよ！　なに勝手にやられてるんだよ!?　つーか、国際問題だぞ！　戦争になるぞ!?」

　ディアヴロは答える。

「俺は確かめに来ただけだ。シェラが本当に帰りたいと思っているのか」

「混魔族デイーマンごときが、エルフの王女に会えるわけないだろ！　なに勝手な理屈をこねてんだ！」

「貴様は悪辣な手段で、シェラを操った……」

　キイラがビクリと震える。

「は、は、はあ!?　証拠は!?　証拠はどこにあるわけ!?」

「証拠など必要ない。もう一度だけ、シェラに本心を尋ねれば済むことだ」

「ああ……つまり、証明はできないわけだ？　だったら、さっさと出て行けよな？　変な言いがかりつけやがって、このことは正式にリフェリア王国に抗議してやる！」

　キイラの顔に余裕が戻る。

　彼がなにをしたかは知らないが……

　まだ言い逃れができると思っているのだろう。

「シェラの本音を聞けば、すぐに出て行く」

「だーかーらー、シェラは自分の意思でここに戻って来ただろ？　こいつはな、僕のものなんだよ！　エルフの王女としての使命を自覚して、こっちに戻って来たの！　わかんねえのか？」

　さんざん罵って、キイラは命じる。

「おい、シェラ！　言えよ、お前はなにをしなきゃいけないんだ？」




　ぽろぽろと泣いていたシェラが、あの中途半端な表情になった。

　笑っても泣いてもいない。

　曖昧な普通の表情。

　それは、こんな状況でなければ奇妙ではないが、こんな状況では奇妙でしかない表情だった。

「あたし、帰らなきゃいけないの。グリーンウッド王国は、あたしの故郷だし、お兄様との間で子供を残さないと王家が絶えちゃうし……エルフの国家存続は、あたし一人の自由なんかよりも重要なんだ」

　そして、繰り返された言葉は、こんな状況では不自然でしかない。

　レムとアリシアが表情を険しくした。

　もう戸惑いはしない。ディアヴロは怒りを感じた。

　キイラだけが声をあげて笑う。

「ぷははは！　だってよ！　ほら、満足したか!?　帰れ、帰れ！」




　──いわゆる、ギアスか。

　しかも、状況によっては操られていることが簡単にはわからないほどの、反吐が出るシロモノだった。

　ディアヴロの知る限り、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、こんな魔術は存在しない。

　他の作品では見かけたことがあるし、現実にも洗脳というのがあるのを聞いたことがある。

　異世界にも、こんなものが存在していたとは！

　そういえば、ゲームには奴隷制度がなかった。ようするに、子供向けではない要素が削除されているわけか。

「こんな下劣な魔術など、俺が打ち砕いてくれる」

「おい！　シェラの意見を尊重するんじゃなかったのか!?　ふざけんな！」

　食ってかかってくるキイラに、ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを向けた。

「尊重するとも。これで最後だ……最後に、とびっきり確実で公正に意見を聞けるようにしてやろう」

　やることは、ひとつだ。

　シェラに向かって高らかに叫ぶ。




「我は《隷従の首輪》の主として命じる！　シェラよ、本当の気持ちを言え。どんな魔術にも縛られぬ、貴様の本当の心のうちを吐露せよ！」




　シェラの目に光が戻った。

　彼女が周囲を見回す。

　それから、己の手の平を見た。

　ゆっくりと、震えながら、唇を開く。

「あ、あたし、は……」

　目に涙が溢あふれた。




「あたしは、自由になりたいッ！　ディアヴロと、レムと、一緒にいたいよ……ッ!!」




　ディアヴロは、シェラを抱き寄せる。

　彼女のほうからも抱きついてきた。

　レムが手につけた鉄爪を、キイラへと向ける。

「……許しがたい愚行です。あなたは、その愚劣な行為にふさわしい罰を受けるべきです」

「王族といえど、これは立派な犯罪ですよ！」

　アリシアが剣に手をかけた。

　キイラが吼ほえる。

「なんなんだよ、お前らッ！　使えない使えない使えない使えない！　どいつもこいつも使えなさすぎだろ！　僕をイラつかせるなよ！　頭おかしいんじゃないのか!?」

　ディアヴロは、シェラに尋ねる。

「もう全て話せるか？　あの五分で、なにをされた？」

「うん、へいき……あたし、もう帰らないって……言ったの。だけど、兄さんは信じてくれなくて《隷従の首輪》で言わされてるかもしれないから、命令を消す魔術をかけるって言い出して……」

「それを信じたのか」

　たしかに、シェラは少し騙だまされやすいかもしれないな。

　人を信じる気持ちは尊いが。

「額に、指で、なんか書かれて……兄さんが笛を吹いたら、意識が遠のいて……そうだ、あたし言われたんだ……次に笛を聞いたら、〝上書き〟って……国のために、兄さんと帰るようにって……このことは、忘れろって……」

「明らかに、魔術だな」

　ディアヴロはシェラを強く抱きしめる。

　彼女は肩を震わせていた。

　キイラが転がっていた壺つぼを蹴りつけ、派手に砕く。

「はぁぁぁぁぁ!?　ふざけるなよ！　もう決着がついてたろ!?　こんな……全部終わったあとに襲撃してきて、なに勝手に覆してんだよ！　僕は認めないぞ!?　不公正だ！」

　ディアヴロはシェラを、レムへと預けた。

「まかせる」

「はい……シェラ、歩けますか？」

「う、うん……へいき」

　アリシアが、キイラに法を説くが、そんなものが通用するような状態ではなかった。

　荒っぽくなるかもしれない。

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを握りしめる。

「貴様は裁かれるべきだ」

「クッ……ッ!?　あ、ああ、そうかよそうかよ、そういうことかよ！　お前ら、さては、グリーンウッド王国を狙ってるんだろ!?　シェラを唆そそのかして、俺を始末して！　汚いぞ人間ヒユーマンどもめ！」

　キイラが頭をかきむしる。

「どうして！　どうして思いどおりにいかないんだよ、この糞くそどもめ！　こんなの、ぜんぜん楽しくないッ！　愚民のくせに僕をイラつかせるとか、どういうことだよ!?」

　机を蹴倒し、箱を蹴倒し、めちゃくちゃにしていく。

　彼の所有物だから、かまわないのだが。

　長居する理由もない。

　アリシアが言う。

「キイラ王子、貴方を拘束します」

　ディアヴロは気づいた。散らばった雑多な物のなかから、キイラが大きな宝石箱を拾ったのだ。

　箱の中には、油膜のように不気味な輝きを放つ、虹色の宝石があった。

　かなり大きい。

　キイラがディアヴロたちを見て、にたりと笑った。

「もういい……もういい……お前ら、全員、死刑だ……!!」

　シェラが慌てて叫ぶ。

「兄さん!?　その召喚獣はダメ！」

　──召喚獣!?　それでは、あの大きな宝石は、召喚獣のクリスタルか!?

「エルフの秘宝はな、この世界だって破壊しつくすんだ！　こんな僕が楽しくない世界、滅んでしまえばいい！」

　ディアヴロは、レムたちを下がらせる。

　戦鎌ウオーサイズを身構えた。

「よかろう、俺に挑むならば──相応の報いをくれてやる」

「まずは、お前から死ねよ、混魔族デイーマン！　来い、来いよ、《フォースヒュドラ》！」

　虹色の宝石を地面に叩たたきつける。

　砕け散り──

　禍々しい色の秘宝から、召喚獣が、顕現した。





†






　それは四つの頭を持つ、ドラゴンの一種だった。

　巨大だ。

　あっさりと天幕を突き破る。

　頭は周りの立木を越えて、なお高く。

　体表を覆う鱗うろこは青や赤や黄や緑の斑まだらで、粘液に濡ぬれて、てらてらと輝いていた。

　ディアヴロたちはシェラを連れて、天幕から離れる。近くにいたら、踏みつぶされてしまいそうだった。

　レムとアリシアも無事だ。

　戦意喪失していたエルフたちの悲鳴が聞こえる。

　逃げだす者、笑いだす者、キイラに召喚獣を収めるよう叫ぶ者もいる。

　それらを無視し、キイラが恍こう惚こつの表情で自分の召喚獣を見上げた。

「素晴らしいじゃないか！　さすが〝世界を破壊し尽くす〟として使用を禁じられた召喚獣だな！　見ろよこの雄大さ、強大さ、そして神聖さを！」

　とても神聖には思えなかった。

　はっきり言って、禍々しい姿だ。

　──しかし、見たことがない形の召喚獣だな？

　忘れているだけで、ゲームで登場していたヤツだろうか。

　大きさは小山ほどもある魔獣もいるから、最大級とまでは言わないが……ゲームなら、少しくらい離れても画面からはみ出すくらいには巨大だ。

　少なくとも、この世界に来てから戦ったモンスターのなかでは、間違いなく最大だった。

　いつもは画面の外だから見えないだけだったが、こうして見上げると迫力がある。

　足が竦すくんだ。

　ドラゴンは総じて硬い鱗うろこに覆われ、頑強だ。

　──勝てるか？

　レムたちに連れられて、少し離れたところにいるシェラが叫ぶ。

「逃げたほうがいいよ！　あれはグリーンウッド王家に代々伝わる召喚獣で──兄さんじゃ、絶対に操れないんだ！　どうやっても止められないし、絶対に倒せない召喚獣って言われてるんだよ！」

　だから、〝世界を破壊し尽くす〟なのか。

　ディアヴロは納得した。

　あの召喚獣は、そこそこ強そうだ。

　キイラは高レベルの召喚術士には見えなかったが、秘宝ということなら納得だった。

　召喚魔術とは関係なく、誰でも──あるいは、エルフの王族ならば、使えるアイテムなのだろう。

　召喚獣を出せる秘宝なんて、ゲームに登場していない。シェラを操った笛もなかった。

　エルフの秘宝は、ゲーム未実装の部分らしい。

　クロスレヴェリは毎月毎週のようにアップデートで要素が追加されているネットゲームだ。

　しかし、この世界には、未実装の部分も存在する。

　どうやら自分は〝倫理的な制限を無視して、予定されている全ての要素が実装されたクロスレヴェリ〟にいるようなものらしい。そう思うと、ある種の興奮があった。

　シェラの話だと操れない、ということだったが。

　しかし、キイラは「やれ！　《フォースヒュドラ》！　奴らを殺せ！」と、まるで操っている召喚獣であるかのように命令する。

　実は制御できているのかと思いきや……

　キイラが、召喚獣の尻尾に潰されそうになった。

　うかつに近くにいるから。

　慌てて逃げたものの、本当に〝おかまいなし〟という感じでフォースヒュドラは暴れはじめていた。

　やはり操れていないようだ。あんな調子でも、自分の力と思えるのは、どういう思考なのか？

　考えていても仕方がない。

　被害が広がる前に、召喚獣を倒そう。

　ディアヴロはレムたちのほうへ、一応、声をかけておく。

「あれを撃破する。シェラよ、かまわんだろうな!?」

「できるの!?」

「当然だ！」

　レムがうなずく。

「……こちらのことは、お気になさらずに……もうシェラがバカなことをしないように預かっておきます」

「こんなときまでバカって言った!?」

「……わたしをこんなに心配させたあなたは、間違いなくバカです」

「レム、心配してくれたんだ！　ありがとう！」

　ギュッと抱きつく。レムが嫌そうにシェラの肩を押すが、離れそうもなかった。

　アリシアが剣を抜いて敬礼する。

「この命に代えても、お二人をお守りします」

「うむ。魔術に巻きこまれないように、離れていろ。おそらく、あっちも遠距離攻撃で来るぞ」

「は、はい！」




　ディアヴロはフォースヒュドラの正面に立った。

　首の数が多く、ずんぐりしている。

　近くで見ると本当に大きい。それだけに、手加減はいらなそうだ。

　鎌の刃を地面に突き刺す。

　そして、ポーチから《天てん魔まの杖つえ》を取り出した。

　キイラがひきつった笑みを浮かべる。

「はははははは！　バカめ、勝てるわけないだろ！　お前は存在がストレスなんだよ！　さっさと消えろ、混魔族デイーマン！」

　制御はできていないようだが、この召喚獣の強さには絶対の自信がある様子だった。

　先ほどのエルフの部隊との戦いで、かなりＭＰ精神力を消耗している。

　早々に仕留めるべきだろう。

　ディアヴロは杖を掲げる。

「《ヘブンズフォール》！」

　空一面に、数あま多たの岩石が出現した。

　レベル１００で覚えた土属性の魔術だ。

　無数の隕いん石せきを出現させ、広範囲にダメージを与える。

　ＦＰＳ視点で狙いを定めることで、あるていど隕石を誘導し、範囲を狭くする代わりに面積あたりの威力を上げることが可能だった。

　小さな相手には使いにくいが、巨大なモンスターには極めて有効となる。

　杖つえを振り下ろした。

　風切り音をあげ、無数の隕石がフォースヒュドラに落ちていく。

　すさまじい音と震動が大地や木々を揺らす。

　もうもうと土煙が立ち上った。

　やがて、視界が晴れる。

　フォースヒュドラの四つある頭の一つが欠けていた。

　──思ったよりは脆もろいな。

　あと四～五発も当てれば倒せるか。あとは相手の攻撃がどう来るか。

　そう見積もったのだが……

　唐突に、フォースヒュドラの欠けていた頭が、首の中から生えてきた。

　──再生!?　しかも早すぎだろ!?　バグかよ!?

　戦闘中に部分的に再生回復するモンスターはいるが、これほど早いのは初めて見た。

　復活した頭が、緑色のブレスをはく。

　──風のブレスか!?

　虚を突かれたディアヴロは直撃を受けて吹き飛ばされる。

　ドラゴンブレスは純粋な属性攻撃だ。

　魔術でもなく物理でもないという扱いをされる。そのため《魔術反射》も《物理ダメージ減少》も発動しなかった。

　ディアヴロは持っていないが、《風系防御》などがあれば有効だったか。

　ファンタジーＲＰＧの大半でいえることだが、やはりドラゴン系は能力的に優遇される傾向にあった。

　ディアヴロは考える──

　フォースヒュドラには、《再生》と《緑色のブレス》の二つの能力があるように受け取れた。

　通常、召喚獣は〝特殊行動スキルが一つ〟という制限がある。

　もちろん、スキルだけでなく〝防御力が高い〟や〝攻撃力が高い〟などの〝特性〟を持っている召喚獣はいる。

　しかし、先ほどフォースヒュドラが見せた再生能力は〝スキル〟ではないのだろうか。あれを〝回復力が高い特性〟と言い張るのか。

　──それとも、クロスレヴェリに、複数スキル持ちの召喚獣が実装されるときが来るのだろうか？

　不遇職の召喚術士を強化するというのは、ありえそうな話だった。

　あるいは、この世界は〝クロスレヴェリに似ているだけの別な世界〟にすぎないということなのだろうか？

　ディアヴロは片手を地面につきながら立ちあがる。

　それなりにダメージはあるが、外傷は細かな傷がたくさんあるだけだった。

　風のブレスによる、カマイタチの傷だろう。

　ＨＰ生命力が大幅に減ったわけではないが、受け続けるのは避けたい。

　距離が開いたところで、残る三つの頭が、炎。氷。砂のブレスを吐いてきた。

「くっ!?　特殊行動スキルが五つだと!?」

　先ほどはレベル80くらいかと思ったが……

　レベル１００を越えているか。

　魔王領の中心部で出てくる魔獣にも匹敵する強さか。以前に戦った魔族の指揮官エデルガルトよりも強いかもしれない。

　キイラが調子に乗って甲高い声をあげる。

「いいぞいいぞ！　これが僕の力だ！　僕の邪魔をするやつらも、僕の足を引っ張るやつらも、みんないらない！」

　シェラが声を張り上げる。

「ディアヴロ！　どこかに核があって、それを破壊すると宝石に戻るって聞いたことがあるよ！」

　──なるほど、そういう系か。

　ボス級クラスなどに多いが、特定部位でしか本体ダメージが与えられないタイプのモンスターもいる。

　キイラがせせら笑った。

「ハッ！　バカのくせに余計なことを知ってやがる。けどさあ！　こいつの核は体内で移動するんだよね、しかも大きさは宝石と同じだけしかない……お前なんかに簡単に見つけられるものかよ！」

「急所が変わるのも、定番だな……まぁ、もとより探すつもりはない」

「なに!?」

　このタイプのモンスターは、攻略サイトに行動のパターンから、急所のパターンまで、だいたい書いてある。ディアヴロも情報提供したことがあった。

　しかし、初めての場合は、研究されるまで対処に苦労するものだ。

　ディアヴロは魔術で攻撃する。

　フォースヒュドラの頭を一つ破壊したが、また再生して、また同じようにブレスを撃ってきた。

　ブレスを受けて、ディアヴロのダメージが蓄積する。




　シェラが焦ったように叫ぶ。

「が、がんばって！　負けないで！」

「……まさか、ディアヴロでも勝てないほど強いのでしょうか？」

　レムが心配そうな声を漏らした。

　キイラが大笑いする。

「いける……！　いけるぞ！　僕の勝ちだ！　そのまま、ぶち殺せ！」




　ディアヴロは、ふむ、とうなずいた。

「なるほど、スペックは高めだが……頭のほうは足りないな」

　三回目。

　同じ場所を破壊する。

　やはり同じように、フォースヒュドラはすぐさま頭を復活させる。

　そして、同じように、復活した頭から風のブレスをはいた。

　──偏差射撃だが、俺のＡＧＩ敏捷なら走って避けることは可能だな。

　ディアヴロは魔術をチャージしながら、フォースヒュドラのブレスを避けていく。

　ブレスはあと三回続く。炎。氷。砂。

　決まり切ったルーチンワークだ。

　つまり、こいつのスキルは一つだった。




「《再生から四種類のブレス》──それが、一つの〝特殊行動スキル〟か。強そうに見えるが、これほど行動がワンパターンだと対人戦では使い物にならんな」




　ＨＰ生命力の減り具合や、違う頭の破壊で行動パターンが変わるのかもしれない。

　しかし、全てのパターンを確認してやるほど、今は暇ではなかった。

　情報を書きこんで共有するサイトも、この世界にはないし。

　ディアヴロは周囲を確認する。

　巻きこむ範囲には、レムやシェラ、アリシアはもちろん、エルフたちもいない。

　フォースヒュドラに素早く接近する。

　そして、杖つえの先を相手に向けて、唱える。

「《マトイイズナ》!!」

　杖つえの先に〝稲妻の塊〟が現れる。輝く球体といった外見だった。

　フォースヒュドラへと飛ばす。

　相手が巨大なので、当たるまでに間はあったが、回避されるほど遅い弾速と距離ではなかった。

　相手に光る球体が接触する。

　その瞬間──

　フォースヒュドラが、ビクン！　と震えた。

　断続的な痙けい攣れんが何度も起こる。

　そして、目や口から、雷が飛び出す。

《マトイイズナ》は風と光属性の魔術だ。

　カマイタチに雷をまとわせて相手に撃ちこむことで、内部から相手をズタズタにする。

　ゲーム的には、相手に一定時間のスリップダメージを与え続けて硬直させつつ、最後に大ダメージを与える効果があった。

〝内部から相手をズタズタにする〟というのは、ゲームでの説明文にすぎないが……

　現実になったときの効果が、今、目の前にあった。

　何度も痙攣したのち、体中が電気をまといバチバチと白くスパークしだす。

　そして、〝最後の大ダメージ〟が発動した。

　真っ白な爆発が起こる。

　フォースヒュドラをすっぽり包むような光の柱が立った。

　あまりの眩まぶしさに、レムたちが片手をかざして、視界をさえぎる。

　キイラは凝視していた。

「な……に……？」

　光の柱が消えた。

　フォースヒュドラのいた場所には、底が見えないほど深い穴が空いていた。

　土が爆ぜたという感じではない。

　この現象は〝消滅〟だ。

　足元の地面、周辺の空気、空の雲まで道連れにして、フォースヒュドラはこの世界から綺き麗れいに消滅していた。

　──光属性の魔術って、理屈はどうあれ、仕留めたときは光の粒になって消滅させるよなぁ。綺麗なような、えぐいような。

　キイラが口をぽかんと開けて、なにもなくなった場所を見つめていた。

「……なんだよそれ。意味わかんないんだけど」

　膝をついた。

　レムたちが駆け寄ってくる。

「ディアヴロ！　あれほどの召喚獣に勝利するとは！　さすがです！」

　シェラが飛びついてくる。

「やったー、すごい！　フォースヒュドラってグリーンウッド王国が王宮にまで攻め入られたときに使う、切り札なんだよ!?　軍隊相手のための召喚獣だよ!?　なんで一人で勝てるの!?　ディアヴロ、つよーい!!」

　アリシアは驚きすぎて言葉もない様子だった。

　ディアヴロは彼女たちの無事を確認して、ホッと安あん堵どした。

　無事でよかった、なんて言うのは魔王らしくないので、なにも言わないけれども。




　キイラがうめく。

「なんなんだよ、お前は？　お、お前、混魔族デイーマンじゃないのか……？」

　ディアヴロはキイラを睨にらみつける。

「貴様には罰が必要だ。そして、この俺を殺そうとしたからには、その罰はひとつだけだ。死をもってあがなえ！」

「ひっ!?　や、やめ……」

　怯おびえた顔で後ずさる。

　ディアヴロは杖つえを向けた。

「せめて、一瞬で終わらせてやろう」

「……お前は……なんなんだよおおおお!?」




「我は魔王ディアヴロ！　何者にも縛られぬ、混こん沌とんなる異世界の魔王である！」




　キイラが背を向けて走り出した。

「うああああ！　なんだよそれ……なんなんだよ……!?　なんで、なんで!?　なんで、そんなのが僕の前に立ってんだよ！　ありえないありえないありえない！　誰か！　誰か僕を助けろよおおおッ!!」

　逃げるか。

　ディアヴロは口を開く。

　魔術を──

「ま、待って！」

　悲鳴のような声だった。

　とすん、とシェラが抱きついてくる。

「お願い！　ディアヴロ……兄さんを、見逃してあげて」

　あれほど手ひどい行為をした相手だ。シェラだって許せないと思うのだが……

　ディアヴロは確かめる。

「まだ操られているのではないだろうな？」

「ちがうよ」

「《隷従の首輪》の主として命ずる──本心を話せ」

「兄さんのことは……嫌いだよ……大嫌い。でも、もう家族が死ぬのは、嫌……だって、一緒に笑ったこともある人なんだよ」

　命令により紡ぎ出されたせいか、声が震えていた。

　これがシェラの本心であることは間違いない。

　ディアヴロは杖つえをおろした。

「ふんっ……あんな、つまらない雑魚は……殺す価値もない……」

「……ありがと、ディアヴロ……ごめんね」

　シェラが目を伏せた。

　ディアヴロは、キイラに視線を送る。

　彼が森の奥へと姿を消す。




「勝手に許されても困るのだがね」




　ディアヴロの決断に異を唱えるように、冷徹な壮年男性の声が、森に響いた。
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　ディアヴロたちから一〇メートルは離れているだろうか。




　逃げようとしたキイラだが、その目の前に突如として軍人が現れる。

　白色の軍服を纏まとい、腰に長剣を提さげていた。

　ガルフォードだ。

　そして、彼の後ろには二〇名ほどの重装歩兵まで姿を見せた。まさに、忽こつ然ぜんと。

　魔術による隠蔽で隠れていたのだろう。

　慌ててキイラが止まる。

「お、お前は、ファルトラの領主か!?」

「君はグリーンウッド王国の王子か、などと確認するまでもないがね。全て見ていたから」

　ガルフォードが剣の柄に手をかけた。

　キイラが怯おびえたように後ずさる。

「おいおいおいおいおい!?　僕はエルフの王子だぞ!?　僕に手を出すのがどういうことか、わかってるのか!?」

「逆に君に問いたいのだがね？　他国の領地に軍隊を送るというのがどういうことか、わかっているのかね？」

「ぼ、僕たちと戦争する気なのか!?　戦争!?　人間ヒユーマンが、エルフの王国と、戦争を!?」

「戦争なら、もう始まっている。君が宣戦布告して、兵隊を送ってきたときにね」

「違う！　僕はそんなつもりじゃ──」

「見解の相違だな。戦争が始まるときには、よくあることだ」

　ガルフォードの姿が霞かすむ。

　次の瞬間には、キイラの眼前にいた。

　剣がキンッと音を立てて鞘さやに収められる。そう、抜いていなかった剣が鞘に収められた。

　キイラの首が宙を舞う。

　ディアヴロは目をすがめた。

　シェラが目を見開く。そして、悲鳴をあげた。

　レムが口元を押さえて顔を背ける。

　アリシアが驚きよう愕がくして、まじまじと凝視した。

　負傷して動けなくなっているエルフの兵士たちから、どよめきが起きる。




　グリーンウッド王国の王子キイラは、あっさりと殺された。




　ディアヴロは、ガルフォードを睨にらみつける。

「貴様、どういうつもりだ？」

　ガルフォードがゆっくりと歩いてくる。

　発せられるのは、部下たちに向けた命令だった。

「エルフの軍勢は殲せん滅めつしろ。王女は捕虜とする。邪魔する者は、全て排除せよ」

「貴様！　最初から、そのつもりか！」

　対たい峙じした。

　当然という顔をして、ガルフォードが剣の柄に手を乗せる。

「邪魔をするなら、君を排除せねばならないが？」

　睨み合ったまま──ディアヴロはレムたちに言う。

「下がっていろ。ただし、離れすぎるな。背後から近づいてくる兵士がいるかもしれん」

「ディアヴロ、どうするつもりですか!?」

「俺は、あいつと話をせねばならんようだ」

　レムたちが二〇メートルほど下がる。

　ガルフォードの視線は、シェラへと向けられていた。

「聞き分けてはもらえないかね？　私のほうには君としたい話はない」

　そして、彼が左手を挙げた。

　──なんのつもりだ!?

　その瞬間、森のなかから光が走った。

　魔術！

　光がディアヴロの周囲を包む。

　──俺の知らない魔術だと!?　ええい！　こんなものばかりだな！

　範囲から出ようとする。

　バチン！　という静電気のような音とともに、ディアヴロは、なにかに跳ね返された。

「く、邪魔だ！　《エクスプロージョン》！」

　ディアヴロはガルフォードに向けて魔術を放つ。

　しかし、指定座標で爆発するはずの《エクスプロージョン》が、ディアヴロのすぐ目の前で爆発した。

　──壁がある!?

　目には見えないが、ぐるりとディアヴロを囲う結界のようなものがあることに気づいた。

　ガルフォードが顎をなでる。

「大型魔獣を捕獲するための儀式魔術だ。周囲に準備が為なされていたことには……まぁ、気づくはずもないか。君は単独で優れた魔術師だが……我々軍人は集団戦闘の専門家なのだよ」

「貴様……」

「その結界はどんな巨大な魔獣でも封じこめる……君とて簡単には出て来られまい。しばらく、そこで大人しくしていたまえ」

　──こんなものがあるとは！

　このような魔術は知らない。

　動きを封じるという意味では《拘束バインド》に近いだろうか。

　しかし、状態異常バツドステータス無効の装備を身に着けているディアヴロに効くということは、ただの状態異常バツドステータスではなかった。

　そもそも、〝一瞬で発動してプレイヤーの動きをしばらく完全に封じる〟なんていう結界がゲームに実装されていたらクソゲーどころの話ではない。

　ディアヴロのようなソロプレイヤーは、これだけで完封されてしまう。

　この理不尽感は──ムービーに似ていた。

　ゲームのムービーなどでは、たびたび〝なんでボケッと見てんだよ!?〟と突っこみたくなる展開がありうる。

　プレイヤーが干渉できない、いわゆる〝ストーリーの都合〟だ。

　もっぱら魔族が力を得るときだったり、巨大な魔獣が復活するところだったり、人族の要人が攫さらわれるところだったり。そういうのを傍観させられる。

　ゲームならば、〝見るしかない〟と割り切れるが……

　現実に〝ムービー〟をやられては、たまったものではなかった。

　しかも、これから見るイベントムービーは、ディアヴロにとって我慢ならないものだ。

　おそらく、傷ついたエルフたちは殺され……シェラは攫われ……下手をすれば、レムとアリシアも殺されるのか。

　──冗談じゃない！　そんな糞くそシナリオの糞ムービーを最後まで観ていられるものか！

　絶対に許せるものではない！

　手で壁に触れる。

　──魔術解除を試す！

　シェラの《隷従の首輪》は、複雑化して難しすぎた。

　しかし、やり方は覚えたのだ。

　今、ここで活かす！

　具体的なやり方は、手で触れて、魔力の流れを把握する。絡まった糸をほぐすのに似ていた。

　慌てると手元が狂うように、魔力の末端を取り逃してしまう。

　最大限に急いで、でも慎重に。

　──急げ！　急げ！　急げ！




　アリシアが前に出てきた。

　ディアヴロよりもさらに前に出て、ガルフォードと剣の間合いで対たい峙じする。

「領主様、これはどういうことか、ご説明願います！」

　ガルフォードが首をかしげる。

「ファルトラ領主としての務めだとも。侵略者を撃破し、人族を守る」

「エルフの国を侵略するおつもりですか!?」

「君は勘違いをしているようだ。自分の領土内で軍隊を動かすことを侵略とは言わない。これは防衛だよ」

「くっ……しかし、もう降伏している相手を殺すなんて！」

「降伏？　エルフが？　そうは見えないが？」

「それに、シェラ王女を攫う必要がありますか!?」

「冒険者なんぞに任せたら、あやうく連れ去られるところだった。身柄を軍で預かる必要があると判断する。軍の判断に国家騎士が口を出す気かね？」

「人道的に認められるはずがありません！　今すぐ兵を引き上げさせ、ディアヴロ様を解放してください！」

「王都に戻って、陛下に奏上するがいい。その頃には、グリーンウッド王国が降伏しているかもしれないがね」

「私は……貴方を……止めます！」

　アリシアが剣を抜く。

　ガルフォードが首をかしげた。

「刃のない剣で、どう私を止めるのだね？」

「え？」

　アリシアが不思議そうに剣に視線を落とす。その手の中の重みは、常とは明らかに違っていた。

　長剣が、音もなく折れて、刃が地面に落ちる。

「なん……ッ!?」

　アリシアの顔に、ぶわっと汗が浮かぶ。

　ディアヴロも戦慄した。

　──あいつ、アリシアの剣を斬ったのか!?

　ディアヴロだからこそ、ガルフォードの動きがわずかに見えた。

　アリシアが剣を抜いた瞬間に、彼は剣を斬り払ったのだ。

　──そこらの冒険者や兵士とは次元が違う。

　ディアヴロの見立てによると、ガルフォードのレベルは１００以上だ。人族の限界を超えた先に、彼はいた。

　このあたりになると、もう戦ってみなければ具体的な強さはわからない。

　ゲームでの上限レベルは１５０だったが、こうも未実装の要素が出てきては、まったく油断できなかった。

　最悪、ディアヴロよりも上である可能性も考慮すべきだ。

　ガルフォードが首を左右に振る。

「アリシア君は戦場に出てくるべきではないな。戦いは向いていないようだ。王都に戻って好きに報告したまえ。陛下はより強い者の言葉を聞くだろう。ファルトラ市は最前線なのだから」

「う、ううぅ……」

　アリシアが膝をつく。

　圧倒的な力量差を突きつけられて、戦意喪失するのは仕方のないことだった。ディアヴロと戦ったエルフたちと同じだ。

　ガルフォードが左手を前に突き出す。

「作戦を開始せよ──全軍、前進。侵略者を撃滅、王女を確保、邪魔者は排除せよ」

　ガルフォードの連れてきた二〇名ほどの重装歩兵が喊かん声せいをあげる。

　逃げられずにいる負傷したエルフたちが悲鳴をあげた。

　シェラが叫ぶ。

「やめて────ッ!!」

　レムが鉄爪を構える。

「……言葉では止まりそうもありません」

　たしかに、ガルフォードは言葉では止まらないだろう。

　しかし、アリシアがわずかでも時間を稼いでくれたことは、決して無駄ではなかった。




　ディアヴロは〝魔力の流れ〟の末端をしっかりと摑つかむ。

「ククク……〝陛下はより強い者の言葉を聞く〟と言ったな、ガルフォードよ？　であれば、我が言葉を絶対とするであろう」

「静かにしていたまえ。君は後で始末する。そのための儀式魔術も用意して──」

　摑んだ魔力の末端を一気に引いた。

　結界を構成する魔力がほどけていく。

　まるで、プレゼントのリボンのように。

　最後に──パキン！　という何かが折れるような音がして、結界は崩壊した。
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　ガルフォードが目をすがめる。

「馬鹿な……結界を……解いたというのか!?　全軍、停止！」

　命令を受けて、エルフたちに突撃しかけていた重装歩兵が慌てて止まる。ガルフォードの背後に戻った。

　ディアヴロは不敵に笑う。

「このようなくだらぬもので、我を縛れると思ったか、愚か者め！」

　──実際はギリギリだったけどな！

　シェラで実地訓練をしておいてよかった。思い出すと、ちょっと恥ずかしい。

　ディアヴロはガルフォードと対たい峙じする。

　彼我の距離は一〇メートルほど。

　しかし、間にアリシアがしゃがみこんでいる。いきなり広範囲の魔術をぶちこむのは、ナシだった。

　ガルフォードが剣を抜く。

「ふむ……やはり君から対処しておくべきだったかな？　その間にエルフや王女が逃げてしまう可能性を考慮したのだが……」

「最初から──貴様は、俺とエルフをぶつけて消耗したところに《乱入》するつもりだったのだな」

「それが戦略というものだよ、冒険者にはわからんだろうがね？」

「ふん、姑こ息そくだな」

　──だから、戦略家ウオーゲーマーは嫌いなんだ。

「相手からの罵りは、軍人にとって賞賛だ」

「貴様には、罵ることもできぬほどの絶望を与えてやろう！　《エクスプロージョン》！」

　しゃがみこんでいるアリシアをギリギリ外して、爆発を起こす。すこしくらい影響があるかもしれないが、そこは我慢してもらおう。

　しかし、ガルフォードは視界から消えそうになるほどの速さで飛びすさっていた。

　──魔術を避けただと!?

　可能だと思わなかった。

　ゲームでもスピードの速い相手に〝抵抗〟されることがあるが、こういう理屈なのか？

　ガルフォードが一瞬にして接近してくる。

　速いが、見えた。

　素早い突きだ。

　ディアヴロは横に上体を逸らして回避する。

　その動きを読み尽くしているかのように、ガルフォードの剣の軌道が変わった。

　突きからの横よこ薙なぎだ。

　ディアヴロの右腕が斬りつけられる。

　ダメージが入る。

　──《物理ダメージ減少》の効果くらい、易々と突破してくるか！

　しかし、以前に魔族指揮官エデルガルトの《サクリファイスチャージ》を受けたときに比べれば、そこまでのダメージではない。

　しょせんは《武技》ではない通常攻撃というところだ。

　ガルフォードの攻撃は続く。

　突き、横薙ぎ、すねを狙った斬りつけ、下から剣を跳ね上げる斬撃。

　とにかく速い。

　いつもなら、後ろに下がりながら間合いを取りつつ戦う。それが、魔術師が戦士と戦うときの基本だった。

　しかし、踏みとどまる。魔王が逃げながら戦うのは格好良くない──という見栄えばかりが理由ではない。

　後ろにレムとシェラがいるからだ。距離は二〇メートルほどか。全力で後退したら一瞬で巻きこんでしまう。

　──闇雲に下がるのはナシだ。

　しかし、剣の間合いでは、圧倒的に不利だった。

　ガルフォードの剣により幾度もダメージを受けてしまう。

　傷が痛む。

　おそらく出血もしていた。

　ＨＰ生命力が高いので、まだ余裕はあるが……

　このまま後手を取り続けていては、時間の問題だ。

　おまけに、簡単に反撃に移れない理由もあった。

　ガルフォードが見透かしたように言う。

「やはり、エルフの軍勢を相手にしたあとでは、消耗が著しいようだな。魔族の軍勢を退けた魔術師にしては、動きが重いのではないかね？」

　しゃべるあいだもガルフォードの攻撃は一切緩まない。

　これだけ剣を振り回して息もあがっていないのは、すごい。いや、〝魔術師に対しては一撃の重さよりも隙を作らないこと〟という基本に忠実だと考えるべきか。ガルフォードは対人戦に習熟しているようだった。

　ディアヴロは口元を歪ゆがませる。

「ふん……貴様が弱すぎてやる気が湧かないだけだ！」

　ハッタリだった。

　かつてないほどダメージを負っている。

　ガルフォードが笑う。

「下がって魔術を使ったらどうかね？　君の大切な女性たちを巻きこむかもしれないがね」

　やはり、見透かされていた。

　レムとシェラたちは後方二〇メートルの場所にいる。

　下がって巻きこむわけにはいかない。それはガルフォードも承知していた。

　ここで踏みとどまるしかない。

　──いや、無理だな。剣の間合いで戦っていたら勝てない。

　大きく背後へ飛び退いた。

　ガルフォードが追いかけてくる。

「やはり、仲間より自分が大切かね!?」

　その動きは速い。

　接近は、戦士系が魔術師と戦うときの、基本中の基本だ。

「無駄がない。それだけに動きが読みやすいのだ、ガルフォードよ！」

　ディアヴロは下がりながら、口の中で小さく魔術を唱える。

　その瞬間には、なんの魔術も発生していないように見えるのだが──

　ガルフォードが接近してくる。

　彼の足元が爆ぜた。

「なにッ!?」

　完全に予想外の攻撃だったのだろう。

《スーパーマイン》という設置型の魔術だった。罠わなのようなものだ。

　狙った地面に発生させ、その上を通過した相手にダメージを与える。

　ディアヴロが使ったのは同種の上位魔術で、レベル80ほど。レベルのわりにダメージは少ないが、発動までが早いのが特徴で、どんどん距離を詰めてくるモンスターや戦士系を仕留めるための魔術だった。

　ガルフォードの足に傷を負わせたか。

　しかし、まだ相手の動きを止とめるには至らなかった。

　ディアヴロはさらに続けて《スーパーマイン》を設置していく。

　ガルフォードは〝踏むと爆発する魔術〟であると一発で見抜いたらしい。素晴らしい洞察力だ。

　ジグザグに軌道を幻惑しながら接近してくる。

　妥当な対応だった。

「私に傷をつけた相手は、三〇年ぶりだよ！　ディアヴロッ！」

「そうか……その程度の相手しかいなかったのが、貴様の敗因だ、ガルフォード。魔術師に近づくステップの研究と、それを防ぐ魔術の研究……それだけのことに、どれほど大勢の膨大な時間が費やされたか、貴様は知るまい！　そういう世界があるのだッ!!」

　まだまだ甘い。

　ガルフォードは超人的だった。この世界の人族としてどころか、ゲームの世界でも高い評価を受けそうだ。

　しかし、彼の前に立っているのは、たんなるプレイヤーではなかった。




　ディアヴロは無数の挑戦者を屠ほふってきた『魔王』なのだ。




　動きの先読みで負けたことはない。《スーパーマイン》がガルフォードの足下で爆ぜる。

　相手の動きが鈍った。

　──隙を、作ったな？

　ディアヴロは杖つえの先をガルフォードに向けて、高らかに唱える。

「凍れ、《フリーズゾーン》ッ！」

　レベル90の氷属性魔術だ。

　狙った小さな範囲を凍結させる。よしんば倒せずとも、《凍結コールド》により速度低下の状態異常バツドステータスを与えるのだ。

　パッキィィィン……と澄んだ音が鳴り響く。

　ガルフォードも、地面も、空気すらも凍りつく。

　──当たった。

　ディアヴロは拳を握りしめる。

　そして、冷静になった。

　──大丈夫か？　これ、かなり強い魔術だぞ？

　殺してしまっただろうか。

　凍りついたすべてが、砕け散る。

　ディアヴロは相手の安否に気を向けていた。

　しかし、ガルフォードが無傷で突っこんでくる。

　──効かなかった!?

　それは、ありえない。

　だとすると、絶対防御系の《武技》だ！

　発動タイミングはシビアだが、戦闘中に一度だけ相手の攻撃を完全防御する《武技》がある。

　チートみたいなものだと思うが、レベル１００を超えるというのはそういうことだ。

　ガルフォードが大きく剣を振りかぶる。

　──大技が来る！

　ディアヴロは魔術を放ったあとの無防備状態だ。

　どんなに短くとも、魔術には硬直がある。

　この瞬間ターンで勝負を決める、そうガルフォードは判断したのだろう。

　彼の持つ剣が、赤く熱を帯びていく。

《ヒートソニック》

　レベル１２０で覚えられる《武技》だ。

　刃を赤熱させ、一瞬で八回も斬るという大技だった。

　先ほど、《スーパーマイン》で生まれたように見えた隙は、大きな魔術を誘うための演技だったのか？

　ディアヴロの魔術を完全防御して、この大技を叩たたきこむつもりだったのか。

　──似たようなことを考えるものだ。

「魔王に、隙などないッ！」

「なにを!?」

　刃が迫る。

　緊張に身をさらしながら、ディアヴロは叫ぶ。

「貴様の敗因は弱い相手としか戦ってこなかったことだ！　《詠オ唱ミ省ツ略ト》──《ライトニングバレット》ッ!!」

「なんだとおおおお!?」

《詠オ唱ミ省ツ略ト》とは、文字通り魔術の詠唱チヤージを省略オミツトするスキルだった。魔術というより戦士系の《武技》と似たようなものだ。

　そして、《ライトニングバレット》は光属性に分類される高位魔術だった。

　光の弾丸が、突っこんでくるガルフォードを迎え撃つ。

《武技》を放つ体勢に入っていた彼に、応手のあるはずがなかった。

　胸元をえぐり、吹っ飛ばす。

　鈍い悲鳴があがった。

　地面を削るようにして、ガルフォードが転がる。

　さらに、光の弾丸がはじけて、より深いダメージを与えた。




　ガルフォードは《ライトニングバレット》により火傷だらけで、白色の軍服もボロボロだ。

　身体から黒煙があがっている。

　それでも、相手は片膝をついて、剣を杖つえのように使って身体を起こした。

　ディアヴロは感心する。

　──さすがのＨＰ生命力だな！

　殺さなくてよかった。

　ガルフォードはたしかにキイラを殺した。

　しかし、ディアヴロは必要のない相手を殺したいとは思わなかった。

　彼が苦しげにうめく。

「とどめはどうしたのだね？　私はまだ生きているようだが？」

「ふんっ……勝負はついた。もう貴様に興味はない」

　ディアヴロはくだらなそうに鼻を鳴らす。

　内心では安あん堵どしていた。

　──けっこう危なかったぞ。

　最終的にはゲームでの対人戦の経験や、スキル知識の差が勝負を分けたものの、この世界に来て一番の強敵だった。

　とはいえ、〝惜しかった〟と思わせたら、また狙われるかもしれない。勝ったことだし、脅しておこう。

　ディアヴロは尊大に言い放つ。

「思ったより雑魚だったな。まったく興醒めだ。貴様ごときでは我の相手にならぬと知るがいい」

　ガルフォードが眉をひそめる。

「……まさか、私を殺さないつもりかね？」

「死にたいのなら、勝手にしろ」

「いいのかね？　私は君に不利な報告をするかもしれない」

　──それは困るかも？

　そのとき、茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直ったらしく、アリシアが歩み出る。

「そんなことは、わたくしが許しません。ガルフォード様こそ、周辺諸国との協調を故意に破壊する行為に及んだ、と報告させていただきます！」

　ガルフォードが笑う。

「さて？　ファルトラ市の領主と、いち国家騎士……どちらの報告を信じるかな？」

「国王陛下は賢明な方です」

「私を殺してしまうほうが、より確実かと思うが？」

　ディアヴロは悩む。

　──そこまで言われると、かえって罠わなかと思ってしまうな。殺したら呪われそうだ。

　勝った相手を不気味に感じるのは、初めてのことだった。

　なんにしても、今さら撤回するのは格好悪い。

「ふんっ……くどい。死にたければ、勝手にしろ。再び我に挑むというのなら、いつでも相手になってやる。ただし……次に我や、我が所有物に手を出したら、貴様など領地ともども灰になると知れ！」

　街を脅しに使うのは、ちょっとどうかと思うのだが、言うだけは言っておいた。レムやシェラに手出しされるのは困るから。

　ガルフォードが立ちあがった。

　──今から再戦!?　それは嫌だな！

　彼がため息をつく。

「そこまで言いながら、私の命一つさえ奪わない、か……気まぐれかね？　あるいは、なにか策があるのかな？」

　──たんに、目の前で守れる命くらいは守りたいと思ってるだけだ。

　魔王っぽくないので言わないが。

「ふんっ……気まぐれだ」

「私を殺さなかったことを後悔するかもしれないが？」

「我に再び刃向かうなら、ここで生き延びたことを後悔することになるであろう」

　ガルフォードが背中を向けた。

　そして、左手を挙げる。

「全軍、撤退せよ！」

　その声は戦場全体に響き渡った。

　戦いを見守っていた兵士たちが、一斉に走ってきて、ガルフォードの前に整列する。

　そして、靴音を響かせ、撤退していった。

　ディアヴロは引き上げていくガルフォードの背を見つめる。

　──ようやく終わったか。

　これから先が、どうなるかはわからない。

　まずは目の前の戦いを終わらせられた。

　最善とは言えないけれど、次善の結果にはできたのではないか、と思う。

　ディアヴロはレムとシェラのほうに視線を向けた。





†






　レムが駆け寄ってくる。

「無事ですか!?」

　ディアヴロはうなずく。

「全く問題ない。すこし遊んでやった程度のこと」

「……あのガルフォードに勝つとは……しかも、あんな消耗した状態で……あなたは本当にすごいですね」

　ディアヴロはガッツポーズしてやりたいくらいだったが──魔王っぽく控えめに嗤わらった。

「当然のことだ」




　シェラがキイラの死体に駆け寄っていくのが見えた。

　ディアヴロもそちらへ行こうと思ったが……

　──歩くことすらおっくうなぐらい、しんどいな。

　このまま寝たいほどだった。

　レムがディアヴロに尋ねてくる。

「あの……ポーションは余っていませんか……？」

「む？　ケガをしたか？」

「いえ、そうではなく……エルフたちに使ってあげたいのです……」

　──たしかに、ポーションがあれば助かるヤツも多そうだな。

　ディアヴロはポーチからＨＰ生命力回復ポーションを取り出した。朝方に作ったものだ。

　しかし、魔王が人助けに私財をなげうつのも格好が付かないのではないか。

「えっとだな……そういえば、実験しようと思っていた物があった。使えても弱すぎて我の役に立たないポーションだしな。おい、使えるか試してこい」

　レムがポーションの筒を受け取る。

「……やはり、あなたは優しいですね」

　ディアヴロは照れ隠しに怒鳴りつける。

「愚か者め！　下らないことを言うと森ごと消し飛ばすぞ！」

「……消し飛ばされてはかなわないので、わたしはエルフたちを治療してきます」

　レムが微笑む。

　さすがに、見透かされているか。これだけ一緒にいると、仕方ないのかもしれない。

　ディアヴロはため息をついた。

「早く行くがいい。俺の気が変わらないうちにな」

「……はい。シェラのこと、お願いします」

　彼女は負傷したエルフたちのほうへ駆けて行った。

　──そうだな。シェラのところに行かないと。




　今度は、アリシアが話しかけてくる。

「ガルフォード卿きようは、ディアヴロ様に不利な報告をするでしょう……本当によかったのですか？」

　真剣な表情だ。

　──殺せって言うのか？　やっぱり、この世界で騎士をやってるくらいだから、ちょっと感覚が俺と違うんだろうな。

　ガルフォードは〝悪者〟とは言い難いと思う。

　こんな事態に陥ったのは、もともとキイラの暴挙が原因だ。

　ガルフォードの横暴は酷いと思うし、キイラを殺す必要があったのかは、いろいろな考え方があるだろう。

　しかし、ガルフォードは私欲ではなく、〝人間ヒユーマンの国を守るため〟に行動していた。

　ディアヴロは挑んできたから蹴散らしただけだ。善悪を裁いたつもりはなかった。神様じゃあるまいし、そんなたいそうな権利も義務もない。

　ガルフォードにもエルフたちにも、結局、どちらにも理も非もある。それが戦争というものだろう。

　──やっぱり戦争は嫌だな。

　労力的にも、もう国軍と戦うなんてこりごりだ。

　しかし気弱さを見せては、つけいられる隙になるかもしれない。

　ディアヴロは、アリシアに告げる。

「我は神でも法の番人でもない。魔王だ。気の向いたヤツを殺し、気の向いたヤツは生かす。結果として、国王とやらがガルフォードの言葉を信じ、アリシアの言葉を軽んじ、我と敵対するというのなら、この国を鏖おう殺さつするまでのこと」

　脅しが半分、事実が半分、というところだった。

　ガルフォードが戦いのなかで兵士を使っていたら、さすがに殺さないで戦うのは不可能だったかもしれない。残りＭＰ精神力は少なかったから、大勢を殺さずに無力化するよりも広範囲の攻撃魔術一発のほうが確実だった。

　国王が本当に敵対してきて、リフェリア王国の全軍を投入してくるのなら、皆殺しにするつもりで戦うしかない。

　平和を望むのなら、抵抗しないのが一番なのだろう。

　──誰も殺さずに、自分が殺される？

　そこまで聖人にはなれない。実際にその状況になって納得できるとは思えなかった。

　アリシアがうなずく。

「ディアヴロ様のお考えはわかりました。今度は、わたくしがリフェリア王国とディアヴロ様の戦争が起きぬよう、努力してみます」

「好きにしろ」

　──ものすごく期待してます。

　ふと、アリシアが、視線をレムのほうへと向ける。

　ディアヴロもそちらを見た。

　レムは真剣にエルフの重傷者がいないか、声をかけて回っている。

　アリシアが感心したように、ため息をついた。

「正直、かなり疲れていると思うんですが……ＭＰ精神力も残っていないようですし」

「ふむ……レムも召喚獣を出していたからな」

「レム様の姿は、まるで神々の御み遣つかいのようですね……」

　ぼそ、とアリシアがつぶやく。

　……人格には影響を受けていないの──とかなんとか聞こえた気がした。

　どういう意味だろうか？　冒険者が金にならない人助けをするのが意外だったのか？

　聞き間違えかもしれない。

　正直、ＨＰ生命力もＭＰ精神力も大きく消費したせいか、集中を切らすと立ったまま寝てしまいそうなくらい疲労感があった。幻聴のひとつも聞こえてこようというものだ。

　いかん！

　立ったまま寝るなどと終電のサラリーマンみたいなことでは、魔王らしくない！

　魔王らしい言動で、気力を奮い立たせる。

「ふんっ！　まったく、どいつもこいつも物足りない。この国には俺が全力を出せるような相手はおらんのか!?」

　杖つえを天に振り上げた。

　アリシアがまじまじと見つめてくる。

「恐ろしい方ですね、ディアヴロ様……もしかしたら、貴方は本当に魔王なのかもしれませんね……」

　不思議なことに、その表情は親しみ以上の情念を感じさせるものだった。心酔とでもいうのだろうか。

　もう少し怖がられるかと思ったのだが。これだけの戦いをして誰も殺していないから、見透かされたのだろうか。

「我は魔王だ。そう言っている」

「はい、失礼いたしました……ディアヴロ様、そろそろシェラ様のところへ行ってあげてください」

「うむ……おまえは行かないのか？」

「そうですね……わたくしはレム様を手伝ってきます。たぶん、貴方と二人きりのほうが、シェラ様にはいいでしょう」

　意味深な笑みを残して、アリシアがレムのほうへと歩いて行く。

　女同士だけにわかることもあるのか？




　シェラは森の中で佇たたずんでいた。

　もう動かないキイラを前に、肩を落としてじっと見ている。

　助けられなかった。

　ディアヴロは言葉をかけようとするが、家族を失った者を慰める言葉など──魔王ロールプレイでは紡ぎ出せなかった。

　シェラが涙をぬぐう。

　近づいたディアヴロに気づいたらしく一瞬だけ、視線を向けられた。

　なにか言わなければ、と口を開く。

「……あー……」

「うん……」

　それだけの会話で、また静かになった。

　やがて、うつむいたままシェラがつぶやく。

「…………仕方ないよね……国と国のことはよくわかんないけど、兄さんは悪いことしちゃったんだから」

　声が震えていた。

　無理をしているのは明らかなのに、彼女は本心を言わない。

　ディアヴロは、結局、なにも言えない。言葉では気持ちを伝えられない。

　そっと彼女の肩に手を置いた。

　シェラが見つめてくる。

　瞳がうるみ、とめどなく涙がこぼれ、白い頰ほほをつたう。

　彼女がディアヴロの胸に飛びこんできた。

　思い切り泣く。

　言葉はない。

　ただ、この涙こそが彼女の本心なのだ。

　故人の性格や行いなど関係ない。

　家族を失えば悲しい──それが当然だった。

　ディアヴロは彼女の金色の髪をなでてやる。

　シェラが落ち着くまで、こうしてやるのが一番いいような気がした。





†






《湖東》の森から帰ると──

　アリシアがすぐに王都へと旅立った。

　今回の件を国王に報告するらしい。

　不利な報告を警戒した領主の手勢に狙われるかもしれないので、護衛してやろうかとも思ったが……

　魔王ディアヴロの名前は予想以上に知れ渡っており、かえって国王を警戒させてしまうかもしれない、と断られた。

　今回のことで、さらに危険度が増したとも言われた。エルフの部隊を沈黙させ、秘宝で召喚された巨大召喚獣を撃破し、なによりも英雄である領主ガルフォードに勝利したからだ。

　そんな規格外の強さの者が、予告もなしに王都に近づいたら、国王が過剰反応してもおかしくない。

　今のディアヴロは一人で大軍のようなものだ。

　国交もない国が、いきなり大軍を率いて王都に来ることを、世間では〝侵攻〟と呼ぶのだ──と言われると、それは反論の余地がなかった。

　そういうわけでアリシアには護衛を断られてしまった。

　心配はいらないのだろう。彼女自身も充分に強い。ガルフォード相手では力不足だったが、対エルフ戦では活躍していた。

　国王に絶対に平和的判断をしてもらいます、と息巻いていたから、吉報を期待しよう。

　平和が一番だ。




　エルフとの戦いから三日後──

　ディアヴロは、宿屋で一人、ベッドに寝転んでいた。

　またも、０に近くなったＭＰ精神力は全快しておらず、やる気のない日々が続いている。

　ガルフォードに動きはないが、いつ襲われるかもわからないので、ＭＰ精神力は早期に回復しておきたい。

　しかし、この世界に召喚されたとき、ポーチに入れておいたＭＰ精神力回復ポーションは特別に高性能なものだから緊急事態でなければ使いたくない。

　かといって、ＭＰ精神力回復ポーションの材料は手に入らないので、《調合師》のスキルを生かすこともできなかった。

　──だが、人は成長するのだ。

　前と同じように一〇日も、だらだらしないのだ。

　ディアヴロは、シルヴィにＭＰ精神力回復ポーションを依頼していた。

　冒険者協会会長である彼女ならば、材料くらいは工面できるだろう。

　連絡を待って三日目だけれど……

　今は一人だった。

　レムとシェラは簡単なクエストを受けて、お使いに出ている。

　本当はついていくべきだった。ガルフォードの動きが心配だから。

　しかし、やる気が……

　ＭＰ精神力が……

　必要なことができないのが、ＭＰ精神力切れというものだった。

　受験前ほど無駄なことに時間を使ってしまったり、〆しめ切きり前ほどネットゲームが楽しかったりするのと同じなのだ。

　レムの見解だが──領主ガルフォードが、自分よりも強いディアヴロを不必要に敵に回すはずがない、とのことだった。

　彼はファルトラ市の安全を最優先に考えている。

　ディアヴロを味方につけるのが、現状では、最もファルトラ市にとって有益だと子供でもわかる、と。

　シェラがエルフの王女として人質にされたりしないか不安だったが……

　あれだけの強さを見せつけたディアヴロを敵にまわして、得られるのが小国の王女では、ぜんぜん損でしょ──とシェラ自身が笑っていた。

　心配しすぎてディアヴロが彼女たちの自由を奪ってしまったら、キイラとやっていることが変わらない。

　冒険者なら自分の身は自分で守るべし！　これが原則だった。

　いずれにしても、王都に今回の件を報告し、国王がなんらかの判断をするまでは、動きはないだろう。

　グリーンウッド王国については、セルシオが全てを報告すると言っていた。

　もうシェラが追われることはないだろう──とも。

　もともと、彼女を連れ戻そうというのは、キイラの独断だったらしい。そういえば、父親は連れ戻すのに消極的だと言っていた。

　当然、シェラへの懸賞金も取り下げられている。

　キイラが殺されたことをグリーンウッド国王がどう受け止めるかは、まだわかっていなかった。

　それはそれとして──とてもつらいことがあった。

　クエストの報酬はナイ。




　戦争を回避した報酬はナイ。




　ぶっころすぞ、ガルフォード。




　おおっと、怒りでＭＰ精神力が漏れてしまった。せっかく回復させてるのに──とディアヴロは深呼吸する。

　今回は、領主からの依頼を受けて、エルフとの戦争を防ぐというクエストだったわけだ。

　その領主と戦ってしまったのだから、当然といえば当然だった。

　ボコりまくった翌日に、〝クエストの報酬ください〟というのは、魔王でなくともありえない。

　よって、ここ数日はタダ働きとなってしまった。

　むしろ戦鎌ウオーサイズやポーションのぶんが赤字だ。

　結果──ＭＰ精神力切れのディアヴロはニートで、レムとシェラが採集などのクエストをして働きに出ていた。

　──これ、ヒモ生活だ。

　最低だ。




　コンコン！　と強めに扉がノックされた。

　ディアヴロは鷹おう揚ように応える。

「かまわん、好きに入れ」

　扉がガチャリと開かれた。

　小さな女の子が入ってくる。相変わらず半裸みたいな格好で。

　シルヴィだった。

「こんにちは、ディアヴロさん……元気、なわけないか」

「うむ」

「今日は朗報だよ」

「ほう、例の物を持ってきたか」

「ちょっと違うんだけど、まぁ、同じようなもんかな」

　シルヴィが背後に隠していた物を出した。

　──酒瓶？

　文字は読めないが、おそらく間違いないだろう。

「ＭＰ精神力回復ポーションではないのか？」

「その効果があるお酒だよ。ポーションは少ない量で効くぶん、高価で希少なんだよねえ。これなら、いくらか安く手に入るし、なにより美味しい！　かなり強いけど、まぁ、ディアヴロさんなら大丈夫でしょ」

「ＭＰ精神力は回復するのだな？」

「うん！　それは間違いないよ。効き具合に、ばらつきはあるけどね。あ、チーズも持ってきたよ」

　──強い酒かぁ。

　どの程度のものかはわからないが、ディアヴロの身体は頑強だ。

　状態異常バツドステータスの無効化もあるので、酔わない可能性すらある。

《泥酔》などという状態異常バツドステータスはクロスレヴェリに存在しないので、関係ないかもしれないが、とにかく試してみるしかないだろう。

　ディアヴロはうなずいた。

「よし、もらおう」

　ベッドのうえに座って、手を突きだした。

　シルヴィがコルク栓を抜いてくれる。

　フワァ……と果実の香りが広がった。

　瑞みず々みずしい葡ぶ萄どうの香りからして、中身はワインのようなものなのだろう。

　彼女から渡された。

　ぐいっ、と一気にあおる。

　シルヴィが手を叩たたいた。

「おお～！　ディアヴロさん、やっぱり強いんだねえ！」

「……ふっ……当たり前ら。ぼくは魔王ですからね」

「つ、強い……んだよね？」

　ディアヴロは身体がぽかぽかして、気持ちよくなってきた。

　視界がぐらんぐらんと揺れる。

　座っていることすらできなくて、ベッドに倒れこんでしまった。

　シルヴィが慌てて駆け寄る。

「ちょっとちょっと、ディアヴロさん!?　大丈夫!?」

　──水の中にいるみたいだ。

　周囲の音が遠い。

　景色がぐにゃぐにゃとゆがむ。

　暑い。

　なにか冷たいものがほしい──

　そう思いながら、ディアヴロは手を彷徨さまよわせる。

　なにかをつかんだ。

　ほっそりとしていて、柔らかい。

　少し冷たいのが心地好い。

　ぐいっ、と引き寄せる。

「な、なにかな、ディアヴロさん!?」

　一瞬、ディアヴロは自宅のベッドを幻視した。

　ああ眠い眠いなー……おや、抱き枕が、こんなところに。

「むにゃ……」

　シルヴィをベッドに引きずりこんだ。そんな自覚もないままに。

「うわああああ────!?」

「ん……これ……だな」

　抱きしめる。

「ディアヴロさん!?　ボク、そういうのは、ちょっと困るんだけど!?」

「うーん、いい抱き心地だなぁ。さすが抱き枕だ。これは借金してでも買っていいレベル」

「ディアヴロさん、抱き枕ってなに!?　借金ってどういうこと!?」

「ん？　なんか、ついてんな。すべすべの感触に、なんかひっかかりが……」

「そ、それ、取っちゃダメ！　マズイよ、ディアヴロさん、こ、これ以上やったら、ボクだって怒るときは怒るよ!?」

「すべすべだ」

「ううぅ……魔術師のはずなのに、すごい力……こんな……こんな……」

　ディアヴロは夢うつつでなでまわす。

　シルヴィが両腕のなかで身をよじった。

「やっ！　ダメ！　そんなとこ触ったらダメだって！　ボクはグラスウォーカーで、ディアヴロさんは混魔族デイーマンなのに、こんなの……こん、なのッ！　おかしいよぉ！　あッ！　やっ！　そこはダメ！　下はマズイよ、下は！　わああああん！」

　びくっ、とシルヴィが背を弓なりにして震えた。

「…………はぁ……はぁ……ううぅ……も、もう……ディアヴロさん、ちゃんと責任、取る気あるの？　ん？　あれ？」

「んぐー……んごー……んがー……むにゃ……」

「寝てる──!?」

　シルヴィが腕のなかから逃れようと暴れる。

　しかし、すっかり熟睡しているディアヴロの腕は、容易にどかせなかった。

「っていうか、ディアヴロさん、せめて放してから寝てよ！　レムさんとシェラちゃんが帰ってきちゃうよ──!!　あと、服、返して！」





[image: ]





エピローグ




　血が広がっていた。

　騎士の死体が転がっている。

　鎧よろいには紋章が刻まれており、その鎧の持ち主がファルトラ駐屯軍に所属する地方騎士であることを示していた。

　森の中──

　木々に隠れ周囲からは見えにくい場所だ。

　アリシアは剣を払う。

　こびりついた血と脂が飛び散った。

　騎士の死体は、その足元にある。

　アリシアは転がっている死体に吐き捨てるようにつぶやく。

「醜い……人族というのは、なぜ生きていても死んでいても醜いのでしょうか……？」

　アリシアの目の前には、一人の少女がいた。

　銀色の髪を腰まで伸ばしている。

　肌は褐色だ。

　大きく幼げな瞳は黄金で、爬は虫ちゆう類るいのように、縦に裂けた瞳孔がある。

　少女の種族は、人間ヒユーマン、豹ひよう人じん族ぞく、エルフ、ドワーフ、グラスウォーカー、混魔族デイーマン──そのどれでもない。

　魔族。

　エデルガルトというのが、この少女の名前だった。

　彼女がつぶやく。

「おかしい、と思う。そー言う……アリシアも……人族？」

　どこかすねたような口調だ。

　アリシアが自嘲するように笑う。

「わたくしは、自分も醜いと思っていますよ、エデルガルト様。貴女のように美しくはありません」

　エデルガルトが首をかしげた。

「でもー、魔族は、弱い？」

「ご冗談を！　人族よりはるかに優れ、はるかに美しい貴女がたが、弱いなどと！」

「まだ、足りない。《脳の魔王エンケバロウス》様が倒れて、からー……魔族も？　魔獣も。ぜんぜん、弱い。ぜんぜん、生まれない。すっごい、減ってる」

「ええ、知っていますよ……《脳の魔王エンケバロウス》様……あのお方は魔術を反射する力を持っていたのだとか……わたくし、似ている方に心当たりがあるのです」

　アリシアの心に浮かぶのは、ディアヴロだった。

　彼は自ら魔王を名乗っている。

　話によればあらゆる魔術を反射するという。アリシアが目にする機会はなかったけれども、その実力を疑う余地はなかった。

　伝え聞く〝魔王〟にかなり近い。

　エデルガルトが首をかしげた。

「で、もー……人族に、味方してる、感じ？」

　──そういえば、エデルガルト様もディアヴロ様に会ったことがあるのでした。

　うなずく。

「……はい、残念ながら。人族の殺害を避けている様子すら見受けられます」

「だか、らー……魔王様は、別な場所に、いる、かも？」

　彼女の言うとおり、ディアヴロが魔王ではなく、別に本物の魔王がいる可能性をアリシアも考えていた。

　魔族たちは魔王の存在を肌で感じ取れるらしいので、ディアヴロが本物ならば、直に接触することで判別できるかもしれない。

　アリシアには不可能なことだった。
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　やはり、人族は劣っていて醜いと思ってしまう。

　本題に入ることにした。

「それで、ディアヴロ様ご本人は隙がなく調べられませんでしたが、そばにいる、レムという豹ひよう人じん族ぞくの少女を調べてみたのです──彼女の内にある魂の美しさに、自分は心打たれました」

「……魔王様？」

　視線が鋭くなる。

　アリシアは困ったように首をかしげた。

「貴女に教わった《識別魔術》の精度は、どの程度なのですか？」

「……〝おまじない〟程度？　コツがわかってればーわかる。なかったら、あいまい？」

「では残念ながら、確たることは言えません。しかし、わたくしには、レムという少女の中に魔王様の魂があるかもしれない、と感じられました」

　エデルガルトがアリシアの真似をするように首をかしげる。

「どうする？　殺す？」

「殺せば魔王様が復活するのですか？」

「んー……わからない。やってみる」

「それで失われてしまっては問題では……？　しかも、レムのそばにはディアヴロ様がいらっしゃいます。これをどうすればいいのでしょうか？」

「まかす」

「ふふ……信頼にはお応えしましょう。ファルトラ市に戻ったら、そのときに……今は王都の国家騎士や軍隊に邪魔されないよう〝異常なし〟と報告してこなければならないのですから」

「王都まで、はこぶ？」

　エデルガルトが森の奥を見る。

　彼女の愛馬──魔獣の一種である《地竜グランドドラゴン》が控えていた。

　アリシアは首を横に振る。

「いいえ。あまり速く移動しては、疑われてしまいます」

「んー……じゃ、あー、エデルガルトは、魔族の司祭に、他に復活させる方法があるか、聞いてみる」

「……ディアヴロ様はあまりに強い……気取られないようお気をつけください」

「知ってる」

　不満げな声だった。

　それで話は終わりとばかりに、エデルガルトが去って行く。

　彼女の後ろ姿を、アリシアはうっとりと見つめた。

　美しい。

　とても美しい存在。

　そんな彼女たちが支配する、美しい魔族の世界が来ればいい。

　醜い人族は消えればいい。

　アリシアは、それだけを望んでいた。





つづく







あとがき




『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』第二巻を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。

　第一巻の発売後、びっくりするくらいご好評をいただきました。本当にありがとうございます。なんと第二巻発売前にコミカライズまで決定です！　こんなに早くお話をいただけるとは思っていませんでした。皆さまの応援のおかげです。

　福ふく田だ直なお叶と先生によるコミカライズは、ＷＥＢ漫画ニコニコ静画『水曜日のシリウス』にて、六月頃に開始予定（最新話は無料公開）です。よろしくお願いします。




　今巻ではエルフの王国──というか、王子キイラの暴走により差し向けられた精鋭部隊との戦いとなりました。ディアヴロは王女シェラを取り戻し、領主ガルフォードも退け、魔王の面目躍如といったところです。相変わらず内心冷や冷やのロールプレイですけれど。

　あと、前回は魔術についての話が大半だったので、今回は買い物や調合などをしてみました。世界観もキャラクターもじわじわ掘り下げております。

　次巻は更なる急展開！　エデルガルトたち魔族が豹人族の少女レムに迫り、とうとう魔王クレブスクルムが復活──かも？　夏頃に出せればと思っております。




　宣伝になります。『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』（ファミ通文庫）

『艦隊これくしょん－艦これ－瑞ずいの海うみ、鳳ほうの空そら』ノベライズ（角川スニーカー文庫）

『放浪勇者は金貨と踊る』（富士見ファンタジア文庫）

　それぞれ刊行中です。本作ともども、よろしくお願いします。




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生には引き続きプロット段階から相談に乗っていただきました。そして、今回も素晴らしく大胆なイラストをありがとうございます。とても、すごいです。

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、いつもありがとうございます。カバーのバランスとか絶妙です。

　担当編集の庄しよう司じ様、「今回もおもしろかったですよ！」と言ってもらえるのが心の支えです。ありがとうございます。

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と、関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。

　そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を。ありがとうございました！


むらさきゆきや　　　　　
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本作品は、二〇一五年五月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







異い世せ界かい魔ま王おうと召しよう喚かん少しよう女じよの奴ど隷れい魔ま術じゆつ２




二〇一五年六月一日発行

むらさきゆきや

©Yukiya Murasaki 2015


発行者　清水保雅
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